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序

国道17号線の混雑緩和のため埼玉県深谷市から利根川を渡り群馬県尾島町

へ、さらに赤城南面を北西に進み前橋北部に達する上武道路が建設されるこ

ととなり、埋蔵文化財の緊急発掘調査が実施されております。

発掘調査は昭和48年から行われ現在は前橋市の今井、二宮地区に及んで、

多くの成果を上げています。また、道路建設も着々と進み、既に、一部で供

用され混雑の解消に大きな役割をはたしています。

西今井遺跡の立地しますこの地域は、赤城山東南麓で大間々扇状地の湧水

地帯ですが、平安時代後半には空閑の郷々とされた地域であります。一連の

発掘調査により、当地域にも古代の人々の生活の証が埋没しており、奈良平

安時代の大規模な集落跡が判明し、古代人（びと）の息吹を感じ取れました。

発掘調査は昭和50年～ 51年度にわたり北風吹きすさぶ厳寒の中、猛暑のな

かでも実施されました。

調査実施にあたりまして、多大なる御援助を賜りました建設省高崎工事事

務所並びに群馬県教育委員会文化財保護課の各位に感謝申し上げます。

終わりに、発掘調査並びに整理を担当された調査員、作業員、補助員の労

をねぎらうとともに、本報告書が群馬の古代社会解明の資料として、県民各

位、研究者により活用されることを期して序文とします。

昭和62年 3 月 25 日

閲群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 清水一郎



例 言
1.群馬県佐波郡境町を中心に位置する西今井遺跡（にしいまいいせき）は1980年 3 月までに 2 回の発掘調

査が実施された。調査期日と発掘調査主体は以下の如くである。

1 回目

2 回目

1975年 7 月 28 日～ 1977年 1 月 22 日

1979年 4 月 6 日～ 1980年 2 月 2 日

群馬県教育委員会による発掘調査

佐波郡境町教育委員会による発掘調査

2. 発掘調査の原因とその主体者は下記の如くである。

1 回目

2 回目

一般国道17号（上武道路）改築工事

早川河川改修工事

県営圃場整備事業

建設省（関東地方建設局高崎工事事務所）

群馬県（土木部河川課）

群馬県（農政部耕地建設課前橋土地改良事務所）

3. 主体者が 3 つの行政機関に分れ、発掘主体も町、県の教育委員会が実施した。それぞれ調査年度内には

発掘調査の概要が公刊されている。

4. 本書は 1 回目のうち建設省が主体者となった発掘調査の正式報告書で r西今井遺跡』五悶爪靡図摩＼骨這雙位

闘開かと呼ぶ。 1 回目のうち群馬県土木部河川課が主体者となった分については「河川改修調査」とす

ることとし、「上武道路調査」「河川改修調査」合冊として群馬県教育委員会による発掘調査の成果をま

とめることにしてある。

5. 西今井遺跡の所在地は以下のとおりである。

群馬県佐波郡境町大字西今井小字中道 (I~V 区）

群馬県新田郡新田町大字下田中小字下諏訪下(VI区）

6. 本遺跡の発掘作業は群馬県教育委員会文化財保護課が主体となり実施された。試掘調査から本調査まで

は 5 次にわたった。参加者・協力者は以下のとおりである。

発掘担当者

指 導 者

横沢克明

真下高幸

新井房夫

楢崎彰一

平野進一 柿沼恵介 清水和夫 巾 隆之

尾崎喜左雄

勝守すみ

峯岸純夫

石塚久則（群馬県教育委員会文化財保護主事）

群馬大学教授（地理地質関係）

名古屋大学教授（施釉陶器）

群馬大学名誉教授（考古学）

群馬大学教授（中世史）

東京都立大学教授（古代史）

協 ヵ 者 佐波郡境町教育委員会

新田郡尾島町教育委員会

新田郡新田町教育委員会

神奈川大学考古学研究会

7. 本遺跡の整理作業及び報告書作成作業は1986年 4 月 1 日から 1987年 3 月 31 日までの期間、明）群馬県埋蔵

文化財調査事業団が実施した。

8. 本遺跡の整理作業及び報告書作成作業は石塚久則が担当となり下記の方々の協力を得た。

新井悦子、佐藤美代子、柳井さよ里、樺沢禄子、高橋真樹子、平林照美

9. 本遺跡は発掘調査して記録保存後、消滅した。出土遺物、図面、写真、

群馬県埋蔵文化財調査センターに保管してある。

日誌、記録等の資料は一括して

10. 発掘調査から整理、報告書作成にまでには多くの方々の御協力を得ることができて、本書が完成した。

特に発掘作業員、地元の方々には格段の御配慮をいただいた。それら全ての方々に感謝を捧げたい。



凡例

1 報告書 本害は西今井遺跡の発掘調査のうち群馬県教育委員会が実施した部分の報告書である。

群馬県教育委員会の調査した西今井遺跡の報告書は 2 冊に分冊されて刊行された。 1 冊は上武道

路部分，他の 1 冊は早川河川改修部分の調査成果をまとめた。

2 編 集 2 冊の報告書は全体の流れを調究経過，遺構，遺物，結語の順に並べた。「上武道路調査」にあ

たる本書はそのうちの調査経過と遺構，遺物のうちの上武道路部分の竪穴住居を登載し，その他は

「河川改修調査」にまわした。

3 遺 踪 遺跡の位置の基準は平面直角座標系第 1X系を使用し，高さ基準は標高を使用した。

遺跡の基準線は上武道路の計画中心線を通し， 20m毎に打ちこまれた杭の直交方向で発掘区を設

定した。遺跡の座標北から西へ 6 ゜40'が磁北，真北は座標北より東へ20を測る。

4 遺 構 遺構は原則として一遺構を見開きで表記し理解を助けた。このため，遺構間の均質化を計ること

はできたものの，遺構，遺物の残存状況の良いものや複雑なものについては逆に手抜きの表記であ

るとの指摘はまぬがれることはできない。

竪穴住居の実測は発掘調査の段階では 1 /20の縮尺であった。本書では 1 /60の縮尺に統一した。

平面図には遺構とともに遺物の出上状態を作成し表示した。特に窯前面の焼土の広がりについては

単位の短かい破線で表現した。また，床面踏み固め範囲や床面下の構築時の荒堀りと考えられる部

分についても一部認められたが，観察結果を文章で表現するにとどめてある。

竪穴住居の方位は，籠を天とした中軸線を主軸方向と考え磁北とのなす角度で表示してある。断

面図における遺構同士の切り合いについては立地する土壌が砂質の沖積土であることや，覆土が浅

いことなどから不確定要素が強く，調査時の観察結果を断面図の表現の中に導入してしまった箇所

もある。寵も構築面の土壌の悪さと構築材の粗末さから精度の高い図化ができたものは少なく，平

面図と断面図が必ずしも一致していない部分がある。壁の立ち上がり傾斜は土壌の不安定さから測

定していない。

5 土 器 土器は，実測可能なものが登載する傾向にあったが，住居内からの一括品のうち器種のバランス

を考え小破片からでも積極的に復元して登載することにつとめた。

土器の実測は現寸図面を 1 / 2 に縮少したものをトレースして 1/4 の縮尺に統一して報告書に

登載した。

土器の図面上の表現は製作技法を重視することとし，調整技法の変換点にヒゲを出し，文章表現

と補完関係をもたせた。土器のうち，内黒土器については荒い点描のスクリーントーンを貼付して

表現した。土器のうち，須恵器については断面を黒で塗りつぶした。土器のうち，施釉陶器につい

ては施釉範囲に網目スクリーントーンを貼付した。報告書が 2 冊に分かれたため全体をとおした土

器の分類基準に不安定さが残る。後半の「河川改修調査」でその欠を補いたい。

土器の色の表現については r標準土色帖』農林省農林水産技術会議事務局1976 を使用した。



発掘区の呼称 F-070 
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発掘区の呼称は上武国道センター杭No. 338 と No

342 を結ぶ線に求めてある。この基準線を F ライ

ンとして 4m 毎に調査区幅を A~ z ラインとし

た。長さ方向はNo. 340の杭を基準に F ラインの直

交線を 145 ラインとして、杭No. の若い番号から

060~200の 3 桁の数字で呼称した。 F070のグリッ

トは図示の位置の 4mX4m の範囲を示す。
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方位は本報告書では磁北で統一してある。当時の

調査技術の段階では平面直角座標の基準線を使用

することができなかった。

平面形は窯を上方に置き天地の寸法を縦、左右の

寸法を横として表記した。また形状は縦方向寸法

を横方向寸法で割った数値の範囲で表示した。正

方形は0.92~ 1. 12の範囲、縦長形は1. 13以上、横

長形は0.91以下である。

住居平面図には遺構周辺の状況も知っておくため

にある範囲を方形で表現した。住居の位置は基本

的には窯を北とした。発掘区の中での住居の位置

はグリット線によって明確にした。住居と他の遺

構の切り合い状況（先後）は新住居にかかる旧住

居部分を破線で表現した。表示の住居の場合は旧

住居 S B047• S B048新住居となり、文章では新

しい方向へ矢印で表現した。焼土は短かい破線で、

重複表現は長い破線で、床下掘り方は長い破線で

表現した。

土層断面図は方形の表現範囲の交点 2 点間で表示

した。遺構検出面は点によるスクリントーンで表

現し、土層から引き出したら、数値で表示した。

om 

遺物位置図は方形の表現範囲の交点の 2 点間で表

現した。基準高さは基本的には右隅の交点に記入

した。遺物は白ヌキの丸は遺物の小片なもの、黒

丸は遺物と出土位置が照合できるものである。遺

物番号は 4 桁として全ての番号と対応させてある。
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発掘調査に至るまでの経緯

第 I 章 序 言

1. 発掘調在に至るまでの経緯

群馬県佐波郡境町は県の東南部に位置する。東は新田町と尾島町、西は伊勢崎市、南は埼王県本庄市と豊里

村、北は佐波郡東村に接している。海抜40m~60m で1/265の緩傾斜を持ち、面積は31.6kn1である。昭和61年

12月の資料によれば人口29,576人、世帯数7,738戸で人口密度 1 knlあたり 936人に当る。町の西端を粕川が北方

より南下して広瀬川に注ぎ、広瀬川は町の西を流下し、韮川を合わせて利根川に流入する。この附近での利根

川は幅 1 km と広くなり、町の南部の島村地区を二分してゆっくりと西から東へ走る。

町の北部は昭和に入るまで平坦な原野、山林であったが、昭和10年代以降急速に開墾、開発が進んで、その

当時の面影は全くみられない。現在境町の地目の構成比は、水田13% 、畑37% 、宅地18% 、その他32％になっ

ている。北部は水田と畑地桑園で二毛作と養蚕を行い、南部は畑地桑園による養蚕と野菜栽培である。降雨麓

は県内でも少ないという欠点があるものの、河川による肥沃な土地は古代から農業適地として早くから開発さ

れていたと考えられる。

これらの河川の合流する境町は、旧石器時代から中世に至るまで間断なく原始、古代の遺跡が続く。鎌倉時

代には世良田にあった新田氏の所領となり、戦国時代には太田金山の城主由良氏に属した。江戸時代には伊勢

崎藩酒井氏と旗本領と天領に分有されていた。明治初年には約30村落に分割されていたが、明治22年の町村制

の施行によって大字伊与久、上淵名、下淵名、東新井、百々、木島は合併して妥女村となり、小此木、中島、

上武士、下武士、保泉は剛志村となり、前河原、島村は島村を成立させた。昭和30年には、境、釆女、剛志、

島村地区の合併によって境町となり、 32年世良田村の上矢島、西今井、三ツ木、女塚、境町、北米岡、南米尚、

平塚地区が合併して今日に至っている。

大字西今井は新田氏の一族今井氏がここに拠っていたと伝えられる。この今井氏の居館が現茂木邸で「西今

井居館跡」である。総廻り 1,600m 、南北560m 、東西30m 、濠をめぐらせ郭を成している。この館跡を中心と

した地区は早川が貰流するので水利に恵まれるものの、湿地帯に属しているのかもしれない。稲作、養蚕を主

とするものの、現在、疏菜類への移行も多い。四囲の水田地帯は稲作に適するものの、水争いに関する「昭嘩

田」や落水期にも水の多い「さかさ田」などの地名が残る。また「厄病畑」と呼ばれる地名も残る。古墳の上

に首切場があり、道普請の採土中、村人が急死したと故老が伝える。境からの道路はこの地区でさえぎられ、

新田町への交通は不便な地区であった。

昭和46年に、高崎、前橋両市街地の渋滞緩和と埼王県、群馬県を直結させる重要幹線道路として建設省が「上

武道路」を計画し発表した。国道17号線を埼玉県熊谷市から分岐させて利根川を横断して、群馬県尾島町、新

田町、境町、佐波郡東村、赤堀町、伊勢崎市、前橋市、富士見村を経て、再び前橋市で国道17号線に接続する

総延長35.1kmにわたる国道17号線のバイパス道路である。

上武道路の建設が具体化し、当面、尾島町から国道50号線までの開通をめざすことになった。昭和48年度から

工事着工前に埋蔵文化財の発掘調在を実施することになり、「群馬県園芸試験場第二遺跡」から発掘調査を開始

した。昭和50年、境町大字三ツ木、大字西今井から新田町下田中地内にかけての約900m の間にわたる埋蔵文化財

包蔵地の調査が開始された。この地域は上武道路に接して早川が大きく蛇行しており、河川改修も同時に計画さ

れていた。両者の関係機関の合意のもとに両者を合わせた区域内の発掘調査を同時に進めることになった。

ー
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2. 遺跡の立地と環境

A. 地理的環境

2 遺跡の立地と環境

交 通 境町の中央、東寄り境町大字東町に東武伊勢崎線境町駅がある。西今井遺跡の駅から東北方向1. 5km

に位置する。境町の北方には主要地方道前橋・古河線が東西方向に走り、中央部には一般国道354号が走る。

また境町市街では、一般国道354号が深谷から一部分重複しながら主要地方道伊勢崎・深谷線も萩原で分岐し

て伊勢崎に至る。

地形区分 境町は「赤城南面」「広瀬川自然堤防」「大間々扇状地 l 面」の 3 つの主要な地形構造から成り立っ

ている。佐波郡境町は、伊勢崎市の東に、新田郡新田町、尾島町の西に接している。北から南へ流下する一級

河川は東から早川・粕川である。粕川は上武士、小此木付近で広瀬川に合流し、広瀬川は平塚付近で利根川に

合流する。前橋市から伊勢崎市にかけて赤城南面は、梨木泥流の流れ山、新旧成層凝灰亜角礫層、大胡軽石流

ガラン質火砕流、未区分泥流性二次堆積物などで構成され、この面に放射谷が多数開析している。粕川と中川

に挟まれた伊与久地区にあたる。渡良瀬川によって形成した大間々扇状地古期面を大間々扇状地 I 面と呼び湯

之口軽石層以上の中部ローム層を乗せている。扇端部には樹枝状侵食谷が発達している。上渕名、下渕名、保

泉、上武士、下武士、木島、上矢島、境、女塚などの市街地がこの面に乗る。大間々扇状地 I1 面と呼ぶ上部ロー

ム層を乗せて新期扇状地面の侵食谷は扇端部にとどまり、標高60m前後に湧水帯を形成している。西今井、三

ツ木地区はこの面に乗る。旧利根川の氾濫原による自然堤防を主体に烏川合流点以下の現利根川による近世以

降の乱流を含み、幅の広い自然堤防を形成している。小此木、中島、米岡、平塚、島村などの地区がこの面に

該当する。

土壌区分 現在の表層土壌の分布状況は、農業生産を主体としたであろう奈良•平安時代を中心とした西今井

遺跡の周辺環境を類推させる。大間々扇状地面は黒ボク土で畑地として利用されているが、表上層は厚いもの

の透水性大で保水性小で過乾のおそれが大きい。自然堤防面は褐色低地土で有効土層は深いものの、透水性大、

保水性小で過乾のおそれがある。樹枝状の河道が 3 本境町の北部に流れ込み、屈曲、蛇行気味に新田町木崎の

台地に向かう。粕川河道、中川河道の中流部は灰色低地土で自然肥沃度は高く養分状態は良好である。早川河

道全流域と粕川、中川下流域は細粒グライ土層からグライ土下層有機質土である。土性は強粘質から粘質で透

水性は小さい。湧水面は高く還元化が進み水稲根系障害のおそれもある。粕川、中川、早川の河道は上矢島の

北で大きく滞留し、境町市街の乗る大間々扇状地 I 面を貰通することなく東へ蛇行して、本流は新田町下田中、

尾島町小角田を流れて石田川へ流入するものと考えられる。また、もう一つの流れは新田町花香塚、上田中、

上江田の北を流れて、木崎の市街地東を流れて石田川に合流するものを考えたい。

遺跡と旧地形 東に隣接する三ツ木遺跡を含めて調査範囲の約 1 km は、北側に展開する低地帯に面する微高地

上の遺跡である。遺跡は大きくは 2 つの地形面に立地している。 1 つの面は表土（耕作土）直下を黄色ローム

層の基盤とする。この面に該当する I 区は古墳時代の遺構を主体として存在する。もう 1 つの面は表土下で灰

白色の砂質、ローム層上に黒色沖積土を乗せており、 II 区、 II1 区、 N 区、 VI 区がそれである。平安時代の遺構

が存在する。それにしても、平安時代の集落が沖積土層に埋没して展開することは、現況の地形、土壌の区分

のみからでは地理的環境の復元に慎重さが必要である。また、遺跡の立地する微高地の北側には北西から蛇行

して流れる早川によって侵食崖を形成しており、旧地形の復元をさらに困難にしている。

3 



心

, 1 , J 、 ‘ \ , ' 1 ] 〖 ~ ] \ ， ＼ ‘ ,

④
 

新 田 町

西
今
井
遺
跡
＼
‘
ヽ

\ 
‘`

 

]'’
 

＇ ー ' ’

ノ J ­

ジ 、 ヽ ー 、 ‘ , \.\ 
ヽ

J 、 ‘

/{
 

‘ ' 、
/ヽ ¥

 9 , 1 `
 

、 ， ＇ 、 ｛/\ 

9 , `  /‘ 

2k
m 

‘ 、

, 1  

恙 l H H 薗

F
ig
ｷ 
2
 
西
今
井
遺
跡
周
辺
の
地
理
概
観



2 逍跡の立地と環境

B. 歴史的環境

旧石器時代 赤城南麓、大間々扇状地 l 面、邑楽台地など中部ローム層以上の火山灰を乗せる台地縁辺に遺跡

がある。伊勢崎市権現山遺跡（遺跡番号15) 、境町上渕名遺跡（59) 、神谷遺跡（63) 、十三宝遺跡 (65) 、裏神

谷遺跡（68) 、新田町台遺跡 (222) などである。上渕名遺跡、神谷遺跡ではナイフ形石器、十三宝遺跡では武

井 I1 文化相当の尖頭器と武井川文化相当の尖頭器の発見がある。

縄文時代 粕川下流域の境町保泉、上武士、下武士地区、中川流域の上渕名、下渕名地区、早川流域の佐波郡

東村の下谷、境町の上渕名、東新井、三ツ木地区、石田川流域の新田町全体、大川流域の新田町赤堀、木崎地

区などの河川流域の台地縁辺を中心に遺跡が存在する。草創期の遺跡は境町三ツ木遺跡G 区(146) で微隆起

線文土器、爪形文土器、槍器が発掘されている。神谷遺跡（63) では爪形文上器、局部磨製石斧、撚糸文土器

が採集されている。雷電前遺跡（72) では細身の尖頭器が発見されている。中期初めの土器は西林遺跡 (142)

で検出され、後期初頭の堅穴住居、配石遺構が北米岡遺跡で発掘されている。

弥生時代 標高45m付近に点々と後期後半から占墳時代前期の遺跡が点在している。南関東系、東海東部系、

東海西部系、赤井戸系、樽系などそれぞれの地域の弥生時代後期の特徴的な土器の文様、器形を踏襲している

点が留意される。それぞれの地域の土器の系譜が複雑に組み合わされており、古墳時代前期前半の様相とも考

えられる。境町三ツ木遺跡（146) 、西今井遺跡（147) 、新田町下曲輪遺跡 (165) 、登戸遺跡（169) 、雁子遺跡

(210) 、角田遺跡 (211) などが代表的な遺跡である。

古墳時代 前期の集落立地は粕川、中川、早川、石田川、大川などの中小河川、又は旧河道などに面する微高

地上に立地している。これらの遺跡は突然に爆発的に出現、定着、拡散、拡大をみせる。境町はもちろんのこ

と、佐波郡東村、新田町も例にもれない。たとえば境町の場合、吉田遺跡 (49）、上渕名遺跡 (62) 、土橋遺跡

(86) 、保泉遺跡（103) 、宮谷戸遺跡（125）、下田遺跡(139）、西林遺跡（142) 、三ツ木遺跡（147）、上矢島

遺跡（153）、下渕名遺跡（157) 、出口遺跡（158) などがある。後期の集落、遺物散布地はこれまで以上にそ

の数を増加するとともに各遺跡の面的増大がうかがえる。前期集落の点的な分布域の中から、更に安定した生

産適地へと集落が拠点化してゆくことが考えられる。境町で最も代表的な遺跡は渕名台地の早川側がそれであ

る。生産域に対応するであろう集落域の周辺には墓域が想定された発掘調査によりその一部分が確認される。

前期に属する前方後方型周溝墓、及び方形周溝墓が中川流域では佐波郡東村流通団地遺跡（20) 、境町出口遺

跡（158) 、早川流域では西林遺跡 (142) 、三ツ木遺跡（147) で検出されている。後期に属する古墳群は、前

方後円墳を中核に小円墳群が分布する。代表的なものに伊勢崎市羽黒台古墳群（ 1) 、権現山北古墳群 (16) 、

佐波郡東村三室古墳群（21) 、境町上渕名古墳群（50~53など）、下武士古墳群（115) などがある。

奈良、平安時代 古墳時代後期 (6 世紀）に中核的な集落を営んだ地域は平安時代の集落においても安定的に

住み続けているようである。境町の伊与久地区、上渕名から下渕名地区にかけて栄地区、三ツ木地区、西今井

地区、新田町花香塚地区に広範囲に遺跡の存在が認められる。この500年にわたる時代については、考古学的

な時代認定となる尺度、すなわち、土器編年が確定されていない。律令制下における 8 世紀代の佐位、新田郡

下の一般集落と、官衛と考えられる境町十三宝塚遺跡 (65) との関係や、大規模な古代の用水路と考えられる

遺跡番号 7 から 31方向に東西に直線的に走る牛堀遺跡との関係、また、平安時代後半の新田荘西荘の成立や、

中世における新田氏の撓頭の歴史的風景など考古学的な研究成果からの接近も残されている。
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遺跡の立地と環境
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文
献
5

文
献
4

文
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献
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遺
跡
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武
国
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地
域
埋
蔵
文
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財
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査
概
報

w

境
町
の
遺
跡

三
ツ
木
遺
跡

群
馬
県
遺
跡
台
帳

I

（
東
毛
編
）

佐
波
郡
東
村
鬼
ケ
島
遺
跡

そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
細
か
な
現
地
確
認
の
調
査
は
し
て
い
な
い
（

。
遺
跡
の
範
囲
は
各
調
査
者
に
若
干
の
甑
顧
が
み
ら
れ
た
が
、

。
遺
跡
時
期
の
0
印
は
集
落
全
般
●
●
印
は
墓
址
を
表
わ
す
。

。
文
献
番
号
以
下
の
漢
数
字
は
文
献
の
一
覧
表
の
番
号
で
あ
る
。

。
文
献
番
号
は
左
記
の
文
献
に
対
応
す
る
。

。
遺
跡
番
号
は
前
ペ
ー
ジ
の
遺
跡
分
布
図
の
番
号
に
対
応
す
る

一
九
八
三
年
度
新
田
町
教
育
委
員
会

一
九
七
七
年
度
群
馬
県
教
育
委
員
会

一
九
八
五
年
度
佐
波
郡
境
町
教
育
委
員
会

一
九
八
四
年
度
群
馬
県
教
育
委
員
会

一
九
七
0
年
度
群
馬
県
教
育
委
員
会

一
九
七
九
年
度
佐
波
郡
東
村
教
育
委
員
会

番 号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

羽 喜 [ i 群 下八下蛇下西浅上
遺 i 群 赤幡諏 >諏 品 間壱城 跡沼遺宮境内訪遺跡 訪遺跡跡古墳山 町田
跡 乱塁
名

はもいもしはしへしにせか
ぐろいろもちもびもしんみ

し‘
ろじふこあますづすやげい
だよくふかんわかわまんつ
いうじんぬぐいこいいやち

せ んぐまうせふせせま よヽ

ふ じんいけきんききこう

き
ん や せい ふだ
ぐ

ヽ きだ んい
ん ふ し‘ せ

め ん き
ふ

し‘
ん

勢伊 勢伊 伊勢 伊勢 勢伊 勢伊 勢伊 伊勢崎市 伊勢 市伊勢崎 • 悶 悶

所
; 崎市美 崎市大 崎市大 崎市南 : 崎市下 下 市崎下 下 [ 

茂呂字茂字茂千木 諏訪訪諏諏訪諏訪諏訪上
字町町呂呂町字町 町町町町町 百
羽町町本
黒 郷 町
ムロ 壱

町
在 田

に
か
け
て

地

旧石器

時
縄文

弥生

古墳 . • • 0 • 0 • 00 • 0 

奈良

平安

代 中世

゜近世

文 三3I :::::2I 八2I 七2I 八2I 七2I 七2I 七2I 七2I 七2I 七2I 七2 I 
七〇八一九七八六七八七

献 七一六九一五七八一九二
九

備

考
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番 号 13 14 15 16 17 18 19 20 21 21 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 31 32 33 34 35 36 37 

流権権権西 悶 鬼流 晶 道三下大 塁 下下三鶴下佐下 畠 畠 佐佐 畠 畠 [ B 
遺 通現山 現現ノ ケ通 上 ノ 原原室 谷波谷 波波

遺団地 南 跡遺山 北山 畑遺跡 洗遺跡 跡遺島 団地 祭祀 跡遺 墳室古群 西遺跡 東神社 塚遺跡 >祭 遺跡 跡遺A 墳巻古 遺跡 郡東村 縄文遺 村郡東 東村郡 郡東村i 郡東村 郡東村
跡 跡古墳 品群 遺跡跡遺 居館 32 跡 28 31 30 3 6 

群 址 墳号墳号墳号墳号漏号墳墳号
名 2 

晶
りごごごにみおりなみみしだらししみつしさしささささささお
ゅんんんしたにゆがちむもいいももむるたわたわわわわゎわぽ

し、 うげげげのらがうみうろのとこははろまやぐやぐぐぐ：ぐぐか
つんんんはししつぞえこにう ] らら A きいんじんんん 『 んんた
やややたいまうさいふしじ さいいこせあょあああ ああざ

せ だう まままけせいだいせんいんかいせせふきずうずずずむずずか
んみいきいきせんしきぐせじいしききん まもままま こ ままい

き
ちなせたせ きちい んきゃせい むんむむむ むむい
いみきこき いせ ききせ らいらららさららせ
せこ ふ せき よ き 32 せ 28 31 30 ~'3 6 き

め きふ ん き か ごきごごごれごご
ん ぐ ん う ううう 2 うう

し‘
<‘‘ ん し ふ ふふふごふふ
ん ん んんんよんん

ん

伊勢 伊勢 伊勢勢伊 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波

所
崎市乃日 崎市豊城 崎市豊城 崎市豊城 郡東村大 東郡村大 東村郡大 郡東村大 村郡東大 郡東村大 郡東村大 郡東村大 東村郡大 東村郡大 郡東村大 郡東村大 東村郡大 郡東村大 村郡東大 東村郡大 郡東村大 東村郡大 東村郡大 郡東村大 郡東村大 東村郡大 郡東村大 境郡町大
町出 町 町 町 字東字東字東 字東 方i 用 ；、 ；、 ; ; ；、 字東字東字東字東字東字東字東 ; ; ；、 ] 字東字上

小 腐方 慮方 小 小小小小小小小 小渕
保方 保方 保方保方保方保方保方保方保方方字保保方保方保方保方保方保方保方保方保方保方字名‘ 

在 小
rニュ4ゴエニ : 

地

旧石器

゜時 縄文

゜ ゜ ゜ ゜弥生

古墳 0 ・ • 0~0000 • • 0 0 ・ . •••••• 
奈良

゜ ゜平安

゜ ゜代
中世

゜ ゜近世

文 1 2 I 2 I 2 I 1 I } 1 1 2I 2I 2I 2I 2I 2I 2I 2I 3I 2 I 1 2 2 2 2 2 予 2 2 4 | | I I I I I I I I 
―七七七―――ー＝ = = = = = = ＝四＝ = = = = = = = = = = 
七八六八三四四七四四四四四四四四三四ー四四四四四四四四 I

献 三七二 四四四五六五四匹l 七 七四七七七七七七一
二三四二三 0 - 0 

゜
四九一三二五六七

備

考
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2 逍跡の立地と環境

番 方Cコ 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 

遺
矢ノ 矢ノ 稲 西遺開 柳沢遺 宅地 堂面 丁一 戌亥 戌亥 戌亥遺吉田 上渕 上渕 上渕 雙児 三 上渕 女采 采女 上 上 笠遺 新町 上渕 神谷伊与久 十三

遺跡原 遺跡原 伯遺跳前 跡 跡 跡付遺 跡遺 遺跡HI 跡遺 跡遺 跡 遺趾 古墳h名l 対古竹名 墳址名古 古墳山 筆遺淋 墳址古名 号村第7 号村第8 古墳址渕名 跡渕名遺 跡 遺跡 跡名遺 跡遺 跡遺 宝塚跡遺
跡

名

ややいさやたどいいいいよかかかふみか ょ ょ かかかしかかいじ
ののないなくうつぬぬぬしみみみたふみ みみさんみみよゅ

し、
ははりかぎちめちいいいだふふふごでふめめふふいまふやくう
ららまいさつんよいいいいちちちゃいちむむちちせちちいいさ
いいえいわけい ：こ せせせせなななませなららななきいなせせん

せ せせいせいいせ ききききここここきこだだこい せいききぽ
ききせきせせきい ふふふふ ふいいふせ きせ ] 

き き きき せ んんんん ん 7 8 んき き
き ししし しごごし か

つ、つ、 し‘
め せ

き
し、

佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波波佐 佐波 佐波 佐波 波佐 波佐 佐波 佐波 佐波 波佐 波佐 佐波 佐波

境郡境郡境郡 境郡 境郡境郡 境郡 境郡境郡 境郡境郡 境郡境郡境郡 境郡境郡 境郡 境郡 境郡境郡 境郡 境郡 境郡 郡境境郡 境郡境郡 境郡
所 町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大; ょ : 新孟 ょ新 ; 新 ; 新 孟新 孟新 新ょ ; 新 字字字字字字字字字字字字字字字 : 孟上上上上上上上上上上上下上上上

新新新 渕渕 塁 渕 杏: >塁 塁 i閲1 i'f!J i'f!J i'f!J i泊j i'f!l i閲j >
[ [ <井r子井r 子 [ ] 井字 井井井名名 名 名 ; ; 名 : : ] 西柳 ー字戌字戌字戌字吉字三字三字三 三字横字本字横 字笠 字上

在 ノノ 喜 開沢地面丁亥亥亥田筆筆筆 筆町屋町町町 田町 ・
原原付田 敷 ・下

馬 十
場

宝
新 塚
町

地 上
新 喜田

他

旧石器

゜ ゜ ゜時
縄文 0 0 

゜弥生

古墳

゜
0 0 

゜
00  ~.... .... 

゜ o. ゜
奈良

゜ ゜
000  000  

゜
00  

゜ ゜平安

゜ ゜
000  000  

゜
00  

゜ ゜代
中世

゜近世

文 4 4 4 4 4 4 • 4 4 • t • 4 • • • • • • 4 4 4 4 4 1 4 2 4 
I I I I I I I I I I I I I | I I | 

三上 三上 ユ[ • 9 [ 『 六-I 六I 六I 六-I 六-I 六I 三I ニI ニ+I ニI 三I 二十] -ノ Iヽ -ノ I ヽ -ノI‘ 亨十 五 予七 ニ二- —-I -= 四--I 
献 ーニ 八 ノ、五四ニーー五八ノ、五四七| ーー一 八 二八＿

三ーニ四

゜備 采［杜万 萎 萎 委17

は じ 晶第む
考

10 11 8 12 
I 方ロ 万にコ I 

, 



第 I章序目

番 号 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 86 87 88 89 90 91 92 ; 中 : 田田田雷雷雷雷矢宮上釈田須 悶 西i 百 土 萎 畠 久 喜 讐 行行
遺 川 端端端前電電電電中之萩迦i 久 i 橋遺 保 人人

跡

跡 西台地遺跡 跡 山遺跡 遺踪山 遺跡山 遺跡 裡遺跡 墳神社古 裡墳古 跡遺 西遺跡 原遺跡 遺跡 塚跡茂遺 跡遺田 跡 跡 下遺跡 跡 小学庭校杖遺 戸遺跳 西遺跡田 遺跡 戸遺跨 山遺跡 跡山遺

名 跡

うなうたたたららららやみかしたすまにひきどうしくわほぎぎ
らからばばばいいいいなやみやじくえしがのばめまぼかそょょ

し、 かがかたたたででででかのはかまもしばしししねがたみがうう
みわみやややんんんんいにぎいいづんばばたいしいにやいにに
やにやままままうじうせしわせせかでいばいせよとしいとんん

せ いしいいいいえらんらきいらききいんせいせきうぃいせいやや

き
せき だいせきせきせきせきせいせい じゃふこ せきせい せきせいきせき き 竺こせきせき きせき いま いま

ち ききこん き き う せせ
し、 ふ きき

め せ ん う
き て

し‘
し、

し、

せ
き

佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波波佐 佐波 佐波 佐波 佐波 佐波
境郡 境郡境郡 郡境境郡 境郡 境郡境郡 境郡境郡境郡 境郡境郡境郡 境郡境郡境郡境郡 境郡 境郡境郡 境郡境郡境郡 境郡境郡 境郡 境郡

所 町町町町 夏 町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
大大大大 大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大

字上 字伊久与 字上 字下渕字名 字下渕 字下i,1 字下渕 字伊与久 字伊与久 字伊与久 字伊久与 字伊久与 字伊久与 伊字久勺 字伊久与 字伊久与 字伊久与 字伊与久 字伊久与 字伊久与 字下渕字名 字字下渕名 字下渕 字伊与久 字伊与久 字伊与久 字保泉字行 字保字行泉: g 字沼悶 田 字名田 字名田i 千 孟百 孟電 羹 <字上 字上 字田 字西 前新 西字 字東 [ 中 中 海名島 字久i 細字 人 人
在 冒 冒 冒 三 中 萩萩島馬田 塁 醤 田田戸保 谷山山

前宝 裡・西原原 場・ 下.. 田・戸 ・
・塚 西・ 西 西馬・ 後香・ 電前雷 雷電前 西本 悶田・ 之矢 ご 久 ・郷

端山 雷電裡 西中 保 東・ 冒場・ •細; •上土土 駒谷

地 細合 八反 橋・ 橋・ 見戸

戸田三三 他
東 古古

屋屋

旧石器

゜時
縄文

゜ ゜ ゜弥生

古墳 0 0 9 9 ・ 00 • • 0 ,.。。。 0000  •• 
奈良 00  

゜
000  000  000  

平安

゜ ゜ ゜ ゜
00  000  

代
中世

゜ ゜近世

文 4 I 4 I 4 I 4 I 4 I 4 I 4 I 4 I 4 I 4 I 4 I 4 I 4 I 4 I 4 I 4 I 4 I 4 I 4 I 4 I 4 I 4 I 3 I 4 I 4 I i ] ] 
献

二四I 五：：：：I 五六I 五九I 五十I 五一I 五ーI 五四I 五ーI 五ーI 五ーI 五ニI ー四I ニ四I 八四I 三四I 五四I 四四I 七四I 五五I 五ーI 五ーI 一二 八一I 六四I ニ ー
七六 四

備 塁 女村采第 采女村第 i 、士剛Cヽ ヽ剛士じヽ
は 村第 村第

考 49 1 2 3 90 92 
号 方ロ 方ロ 方E 方に 方ロ
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2 遺跡の立地と環境

番号 1 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102 103 104 105 1% 107 108 109 100 1ll l12 113 114 115 115 116 117 118 119 

行行丸丸丸丸丸丸丸丸保新一新新堀堀堀堀前前前武下御天三宮
人人山山山山山山山山泉井丁井井南南南北畑畑畑士武岳王社前
山山東北東西東東東北遺遺畑遺遺遺遺遺遺遺遺遺古士山塚神遺
遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺跡跡遺跡跡跡跡跡跡跡跡跡墳遺遺古社跡
跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡 跡 群跡跡墳古

靡

遺

跡

名

し‘

せ
き
め

し、

み
や
ま
え
い
せ
き

さ
ん
じ
ゃ
じ
ん
じ
ゃ
こ
ふ
ん
ぐ
ん

て
ん
の
う
づ
か
こ
ふ
ん

お
ん
た
け
や
ま
い
せ
き

し
も
た
け
し
い
せ
き

た
け
し
こ
ふ
ん
ぐ
ん

ま
え
は
た
け
い
せ
き

ま
え
は
た
け
い
せ
き

ま
え
は
た
け
い
せ
き

ほ
り
き
た
い
せ
き

ほ
り
み
な
み
い
せ
き

ほ
り
み
な
み
い
せ
き

ほ
り
み
な
み
い
せ
き

あ
ら
い
い
せ
き

あ
ら
い
い
せ
き

い
っ
ち
ょ
う
ば
た
け
い
せ
き

あ
ら
い
い
せ
き

ほ
ず
み
い
せ
き

ま
る
や
ま
き
た
い
せ
き

ま
る
や
ま
ひ
が
し
い
せ
き

ま
る
や
ま
ひ
が
し
い
せ
き

ま
る
や
ま
ひ
が
し
い
せ
き

ま
る
や
ま
に
し
い
せ
き

ま
る
や
ま
ひ
が
し
い
せ
き

ま
る
や
ま
き
た
い
せ
き

ま
る
や
ま
ひ
が
し
い
せ
き

ぎ
ょ
う
に
ん
や
ま
い
せ
き

ぎ
ょ
う
に
ん
や
ま
い
せ
き

所

在

地

佐
波
郡
境
町
大
字
下
武
士
字
新
畑
・
大
字
上
武
士
字
宮
前

佐
波
郡
境
町
大
字
下
武
士
字
相
生

佐
波
郡
境
町
大
字
上
武
士
字
相
生

佐
波
郡
境
町
大
字
上
武
士
字
西
久
保

佐
波
郡
境
町
大
字
下
武
士
字
新
畑
・
大
字
上
武
士
字
宮
前

佐
波
郡
境
町
大
字
下
武
士
字
新
畑
・
大
字
上
武
士
字
宮
前

佐
波
郡
境
町
大
字
上
武
士
字
前
畑

佐
波
郡
境
町
大
字
上
武
士
字
前
畑

佐
波
郡
境
町
大
字
上
武
士
字
前
畑

佐
波
郡
境
町
大
字
上
武
士
字
堀
北
・
大
字
下
武
士
字
野
々
宮

佐
波
郡
境
町
大
字
上
武
士
字
堀
南

佐
波
郡
境
町
大
字
上
武
士
字
堀
南

佐
波
郡
境
町
大
字
上
武
士
字
堀
南

佐
波
郡
境
町
大
字
上
武
士
字
新
井

佐
波
郡
境
町
大
字
上
武
士
字
新
井
・
堀
南

佐
波
郡
境
町
大
字
伊
与
久
字
一
丁
畑
・
下
一
丁
畑
・
馬
見
塚
・
堀
北

佐
波
郡
境
町
大
字
上
武
士
字
新
井

佐
波
郡
境
町
大
字
保
泉
・
北
原

佐
波
郡
境
町
大
字
保
泉
字
丸
山
北
・
池
の
上

佐
波
郡
境
町
大
字
保
泉
字
丸
山
東

佐
波
郡
境
町
大
字
保
泉
字
丸
山
東
・
開
場

佐
波
郡
境
町
大
字
保
泉
字
丸
山
東

佐
波
郡
境
町
大
字
保
泉
字
丸
山
西

佐
波
郡
境
町
大
字
保
泉
字
丸
山
東

佐
波
郡
境
町
大
字
保
泉
字
丸
山
北

佐
波
郡
境
町
大
字
保
泉
字
丸
山
東
・
開
場

佐
波
郡
境
町
大
字
保
泉
字
行
人
山

佐
波
郡
境
町
大
字
保
泉
字
行
人
山

旧石器

時：
古墳

奈良

代ロ
上
文

献

備

考

0 0 000  0 00000  000  

••o ooo 
0 000  

0 000  

00000  00000  0 • o.., 。

0
I
O
 

000000  

000000  

0
-
0
 ゜
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―
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4
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―
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I
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ー
十
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―
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I
―
七
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'
-
―
_
―
七

4
|

―
-
I
九

4|-—|+ 
4
|
-

―
ー
四
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4

ー
八
ー
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4
|
-

―
ー
ニ

4|-—|-
4
|
-
I

二

4

ー
八
ー
三

4

ー
八
ー
ニ

4

ー
七
ー
一
三

4
|
+
|
-

4
七
ー
八

4
ー
七
ー
九

4
ー
七
—
+
-

4

七
ー
十

4

ー
七
ー
七

4

ー
七
ー
六

4

ー
七
ー
五

4
ー
七
ー
―
二

4

ー
七
ー
四

4

ー
七
ー
ニ

剛
志
村
第
8
7号

剛
志
村
第

8
8号

剛
志
村
第
7
6号

6
6号

剛
志
村
第

4
7
\

4
5号
9
4ー
9
7号

剛
志
村
第
1

i
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第 I章序呂

番号 1 120 121 122 123 124 125 126 l打 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141 142 143 144 145 146 147 

六西野石宮宮宮萩町境境本堀柳女道谷大堀下住三西越皿三三三
反六々塚谷谷谷原並のの郷込ノ塚西口蔵込田林ツ林戸沼ツッツ
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2 遺跡の立地と環境
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第 l章序舌
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2 遺跡の立地と環境

番 方E 202 203 204 205 2!Xi 207 208 209 210 211 212 213 214 215 216 217 218 219 220 221 222 223 224 225 226 227 228 229 

遺
川館島 上野 溝中i 村中 反町 村中 竹之内 雁子 角田 宮田 大通 堀之 大通 道陸 大豆 花 郷本 郷本遺 江中 台遺 塁塁 小角 尾島 小角 跡! 世良田 世良
跡 跡井遺 跡遺 遺跡田 館跡 遺跡田 遺跡 遺跡 遺跡 稲荷遺 寺裏遺 遺跡内 寺前遺 神跡遺 柄跡遺 遺跡園 跡遺 跡 跡遺田 跡 >田 工業贋 ; 田 駅 上新田

跡 跡跡 跡 ; 田
(1 ) 跡遺 ( 2 ) 跡遺

名

かうなばなそなたがつみだほだどだはほほなだなこおこかせせ
わえかばかりかけごのやいりいういなんんかいかすじすぶらら

し‘
しのみひむまむのいだたつのつろずぞごごえいみみまみきだだ
まいぞがらちらうせいいう ; うくがのううだせちだこだいえか
やいいしたやたちきせなじ じじらいいいいきいま i. ませきみ

せ かせせいいかいい きりういまんいせせせせ せえ えきこし
たききせせたせせ いらせえいせきききき きし、よし‘ うん

き あ ききあと きき せいきいせき せ : せ なで
と きせ せき きき いん

き き (1) ん (2) し、し、

め ち せせ
し‘ きき

し‘
せ
き

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田

所

新郡田 新郡田 郡新田 郡新田 新郡田 郡新田 郡新田 新郡田 郡新田 新郡田 新郡田 郡新田 新郡田 郡新田 新郡田 郡新田 新郡田 新郡田 郡新田 郡新田 郡新田 郡新田 郡尾島 郡尾島 尾郡島 尾郡島 郡尾島 郡尾島
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町

大大i 大 ] 大大大大大大大大大大大大大大大大下大大大 [ 大 : 
胄 ：、 字村 字反字村村字字｣ 堀孟 : <] ] I ｣ 字字字中字高 田 雷良 言良 字世 字世田 田田町田田反町 江中江田江尾i 良良良良
井井 ; 字 田田田田田田田田

在 村中 原・ 小角小角小角字上新
場東田 田田田 [ 田

前前前

地

旧石器

゜時
縄文 000  00000  

弥生 00  

古墳 0 0 

゜
000  000000000000000  

゜奈良 00  00  00  

平安 00  

゜代
中世

゜ ゜ ゜近世

文 6 2 2 2 6 2 f 2 2 予 『 f 予 f 予 『 予 2 2 2 2 3 3 3 2 f 5 2 
I I I I I I I I I I I I I I I I I I 
三三三三一三三三三三三三三三三三三三三三三三二二三二五三
七五五五六六六六六六六六六六六六六六六六六四四五五六 五

献 八八九 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - - - - - - 四 四
八七九 二〇一三四五七六八九〇二七六八九 九 七

備

考

15 



第 1I 章 西今井遺跡の発掘調査

第 II 章 西今井遺跡の発掘調査

1. 調査の概要

東部鉄道伊勢崎線の境町駅より東北方 1 kmの新田郡新田町下田中地内より佐波郡境町西今井地内にかけて流

れる早川の付近に上武道路が通過することになった。この道路建設に伴い，蛇行する早川も河川改修が計画さ

れた。この道路建設と河川改修の 2 つの事業に先立ち，記録保存を目的に発掘調査が実施された。調査された

この遺跡の名称が「西今井遺跡」と呼ばれる。発掘調査は群馬県教育委貝会が主体となり，昭和50年 7 月 28 日

から昭和52年 1 月 22 日まで足かけ 3 年， 5 次にわたり継続的に調査された。遺跡は標高42m の平坦な地形に位

置する。東に木崎台地，西に渕名台地に挟まれたこの平坦な遺跡も，粕川，中川，早川の河道を合流した石田

川河道に面しており，度重なる河川氾濫により埋没した低平な洪積台地上に立地していたと考えられる。

発掘調査の予定区域は，上武道路予定地の道路中心線に打たれた南東部No.320から 600m である。北西部

No.350 までの長さ，幅は道路及び河川部分を含めた80m で，調査予定面積は約48, OOOm'であった。試掘調査の

成果をふまえ， また生活道路を除いた調査の実面積は26, 500m'で予定面積の55％を発掘したことになる。

発掘区の設定は，上武道路中心杭No.338 と No.342の80m の距離を直線に結び 4 m の方脹を組んだ。各中心杭

間は20m に打たれており 5 分割とした。中心杭No.338 は F -135 と呼称した。また，磁北と中心線のなす角度は，

N -37°50'-W を測る。

発掘区は地形の変化に合わせて 6 区分した。 I 区は西今井館から流出する排水口より東側で区画した。 II,

m, N区はこの排水口から上流の取水口の間に南北に走る道路 2 本によって区画し，東から順に番号に付した。

V 区は西今井館の取水口と考えられる 2 本の水路に区画された範囲内， VI 区は早川の大きく蛇行する新田町地

番の部分である。

第 1 次調査は試掘調査が主体である。調査事務所がW区に置かれたため， I 区と N区については河川によっ

て地形が区切られて調査が遠距離なため簡単な遺構確認だけで本調査にまわさざるを得なかった。調査の結果，

V 区を除く 5 つの地区に遺構の存在が確認された。

第 2 次調査はW区を発掘調査した。本地区は VI 区とともに本遺跡で最も標高の高い地域で42. 5m の等高線が

巡る。遺構の集中度も高く，集落地がより標高の高い地域を志向していることがうかがえる。調査事務所を建

設したため第 5 次調査にまわした未調査部分を含めて検出された竪穴住居は93軒，掘立柱建物 l 棟，土城233

基，溝 l 条であった。

第 3 次調査は皿区と VI区を発掘調査した。川区の検出された遺構は標高42m の等高線の高位置に占地してい

る。竪穴住居40軒，掘立柱建物 9 棟，土城128 基，溝 1 条であった。 VI 区の検出された遺構は早川の蛇行で島

状にとり残された地域から検出された。竪穴住居93軒，掘立柱建物 4 棟，土墟233基，溝 l 条であった。

第 4 次調査は II 区を発掘調査した。竪穴住居18軒，上城 3 基，溝 3 条であった。

第 5 次調査は I 区の全域と第 2 次調査で残されたN区の調査事務所部分の発掘調査を実施した。 I 区の遺構

は竪穴住居24軒，掘立柱建物 1 棟，土城41基，溝 3 条であった。

16 



' 
1
 9
 

I、

1
9
 

贔
ヽ

I
 

7
 

F
ヽ

心
、
、

、

-
-
-
-
6ー
 4
0'
 

ヽ
i
 
J
 J
 

u
 

•—
` 

[
 

I
 

ヽ
I
 

「
ノ
ー
一

/ 
37
. 
50
' 

` 
` 

\ 
ヽ

>

r
 

\ 
ヽ

lヽ
ノ‘

h
 ̀
 

( 
4
が

30
'

/‘•
 

ノ

' 
,, 

ヽ
ヽ

ヽ

` 
~
 
34
0 

` 
3
3
5
 

3
3
0
 

32
5 

J
 

＼
ド

I
 

I
 

I
 

' 
I
 

ヽ

w
 

III 
II 

I
 

u  p  k  F  A  

>
 

14
5 
14
0 

13
5 

13
0 

12
5 

12
0 

11
5 

11
0 

10
5 

10
0 

09
5 

0
9
0
 
0
8
5
 
0
8
0
 
0
7
5
 
0
7
0
 
0
6
5
 
0
6
0
 
0
5
5
 
0
5
0
 
0
4
5
 
0
4
0
 
0
3
5
 

¥  
u  p  k  F  A  

>
 

--
--
-
-

I
 

|
 9
 

` 
` 

` 
lヽ

ヽ N
 "
 

ヽ
u
 

VI
 

、
一
ー
―

へ
、

ヽ
ン

l
二
、

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

` 
,,,

, 
,¥ 

ヽ

` 
` 

' 
丁

35
0 

` 
34
5 

••
 

ト
ー
I¥ 

3
4
0
 

` 
,¥ 

ヽ
\' 

ヽ
1、
I
 

-1 

I
 

V
 

-
-
-
ノ

N
 

III 

i
 
I
 
|
 
|
 
|
 
lO|
 O
m
 

2
3
0
 
22
5 

2
2
0
 
21
5 
2
1
0
 
20
5 
zoo
 

19
5 

19
0 

18
5 

18
0 

17
5 

17
0 

16
5 

16
0 

15
5 

15
0 

14
5 

14
0 

13
5 

13
0 

12
5 

] 7  

渥 序 3 葉 痘

F
i
g
ｷ
 
4
 
西
今
井
遺
跡
の
発
掘
区
設
定



第 II 章 西今井遺跡の発掘調査
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第 11 章 西今井遺跡の発掘調査

2. 調査日誌

A 第 1 次発掘調査 試掘調査

1975年 7 月 28 日～ 9 月 13 日

7 • 28 発掘調査事務所建設開始。第 1 次発掘調査開始。

7 • 29 発掘器材搬入。

7 • 31 関係機関及び地元関係者へ発掘開始の挨拶。

8 • 1 発掘区の下草刈り開始。

8 • 2 発掘区の測量開始。

8 • 4 本日より発掘作業員雇用。本格的に草刈り、発掘

区の測量作業。 N区155 ライン試掘調査開始。

8 • 5 発掘区は建設省の用地中心杭を基準に 4mX4m

の発掘土城を設定。

8 • 6 トレンチによる発掘作業を開始。

8 • 11 N区140ライン試掘調査開始。

8 • 13 皿区125ライン試掘調査開始。

8 • 14 猛暑のため作業員疲労みられる。

8 • 15 [1区 110 ライン試掘調査開始。

8 • 20 N区160ライン試掘調査開始。

8 • 22 N区148ライン試掘調査開始。

8 • 23 台風 6 号接近。発掘区の巡検、資材類の保全作業

B 第 2 次発掘調査 w区

1975年 9 月 16 日～ 1976年 3 月 13 日

9 • 16 第 2 次発掘調査開始。発掘器材点検、遺構検出作

業。

9 • 17 豊受地区郷土史懇談会会員見学。

9 • 19 70 、 71 、 72号住居発掘開始。

9 • 22 73 、 75 、 76号住居発掘開始。

9 • 25 81号住居発掘開始。

10 • 1 80 、 82号住居発掘開始。

10 • 6 台風一過。秋晴れに作業進む。

10 • 9 74号住居発掘開始。

10 • 14 NH K 教養特集班取材。

10 • 20 59 、 60 、 68 、 79 、 83号住居発掘開始。 354 、 355 、

356 、 357号土城発掘開始。

10 • 22 69号住居発掘開始。

10 • 29 77 、 78号住居発掘開始。 N区表土剥ぎ重機導入

(10/29~11/13) 。

10 • 30 129 、 132号住居発掘開始。

11 • 1 128号住居発掘開始。

11 • 8 64号住居発掘開始。

11 • 10 61 、 62 、 65号住居発掘開始。

11 • 11 385 、 386 、 387号土堀発掘開始。

11 • 13 382 、 383 、 384号土墟発掘開始。

11 • 17 58 、 63号住居発掘開始。

11 • 19 119号住居発掘開始。

20 

8. 24 W 区150 、 153 ライン試掘調査開始。

8. 25 N 区 145 ライン試掘調査開始。

8. 26 N 区143ライン試掘調査開始。

8. 27 W 区158ライン試掘調査開始。

s ｷ 28 N 区135 、 138 ライン試掘調査開始。 11l 区 130 、 133 、

135 ライン試掘調査開始。

8 • 29 []]区 128 ライン試掘調査開始。

9 • 1 N区表土剥ぎ重機導入 (9/1~9/9) 。[l区 118 、 115 、

113 ライン試掘調査開始。

9 • 2 [l区］ 05 、 108 ライン試掘調査開始。

9 • 8 390 、 391号土墟発掘開始。

9 • 9 392 、 393 、 394 、 395号土城発掘開始。

9 • 10 8 号溝発掘開始。

9 • 12 388 、 389号土城発掘開始。

9 • 13 第 1 次発掘調査終了、次回調査方法について打合

せ。器材手入れ。

11 • 28 67 、 127 、 149 、 153 、 154 、 157 、 158 、 174 、 175号

住居発掘開始。 14号掘立柱建物発掘開始。 221 、 222 、 223 、

224 、 225 、 226 、 227 、 228 、 229 、 230 、 231 、 232 、 233 、

234 、 235 、 236 、 237 、 238 、 239 、 240 、 241 、 242 、 243 、

244 、 245号土堀発掘開始。

12 • 1 遺跡より焼夷弾痕跡の土城検出。境町笞察署に調

査依頼。

12 • 2 123 、 133 、 135号住居発掘開始。

12 • 3 霜の害が遺跡に及び、遺構の破損、作業員の安全

確保に注意する。

12 • 4 赤堀村教育委員会遺跡見学。

12 • 13 139 、 140 、 155 、 156号住居発掘開始。

12 • 15 131号住居発掘開始。 219 、 220号土城発掘開始。

12 • 16 130 、 134号住居発掘開始。

12 • 17 126 、 141号住居発掘開始。

12 • 18 159 、 160 、 161号住居発掘開始。

12 • 19 66号住居発掘開始。

12 • 20 125号住居発掘開始。

12 • 25 遺跡発掘作業は本年御用納め。
1 • 10 本日より新年の発掘作業開始。遺跡巡検、器機点

検。作業員確保。

1 • 12 N区表土剥ぎ重機導入(1/12~2/4) 。

1 • 14 246 、 247 、 248 、 249 、 250 、 251 、 252 、 253 、



254 、 255 、 256 、 257 、 258 、 259 、 260 、 261 、 262号土城発

掘開始。

1 • 19 137 、 138号住居発掘開始。

1 • 20 146号住居発掘開始。

1 • 26 136号住居発掘開始。 201号土城発掘開始。

1 • 28 144号住居発掘開始。 345 、 346 、 347 、 348 、 349 、

350 、 351 、 352 、 353号土城発掘開始。

1 • 29 145号住居発掘開始。

1 • 30 147号住居発掘開始。 344号土城発掘開始。北風終

日強し。

2 • 2 184 、 185 、 186 、 187 、 188 、 189 、 190 、 191 、 192 、

193 、 194 、 195 、 196 、 197 、 198 、 199 、 202 、 321 、 322 、

323 、 324 、 325 、 326 、 327 、 328 、 342号土堀発掘開始。

2 • 3 166 、 168号住居発掘開始。 168 、 169 、 170 、 171 、

172 、 173 、 174 、 175 、 176 、 177 、 178 、 179 、 180 、 181 、

182 、 183号土城発掘開始。

2 • 6 167号住居発掘開始。 212 、 213 、 214 、 215 、 216 、

217 、 218号土城発掘開始。

2 • 12 120号住居発掘開始。

2 • 13 142号住居発掘開始。 275号土城発掘開始。

2 • 14 122 、 164号住居発掘開始。

2 • 16 124号住居発掘開始。 209 、 210 、 211号土城発掘開

始。

2 • 17 343号土城発掘開始。

2 • 18 171号住居発掘開始。

2 • 19 150 、 151号住居発掘開始。

2 • 20 118 、 121 、 143 、 163 、 169 、 172号住居発掘開始。

200 、 203 、 204 、 205 、 206 、 207 、 208号土城発掘開始。

C 第 3 次発掘調査 皿、 VI区

1976年 3 月 19 日～ 1976年 9 月 25 日

3 • 19 第 3 次発掘調査開始。 101 、 103 、 109 、 11号住居

発掘開始。 148 、 149 、 150 、 151 、 152 、 153 、 154 、 155号

土城発掘開始。

3 • 22 100号住居発掘開始。 VI 区 l 、 2 、 3 トレンチ試

掘調査開始。

3 ｷ23 lll号住居発掘開始。 m 、 N区表土剥ぎ重機導入

(3/23~5/26) 、 VI 区 4 、 5 、 6 、 7 トレンチ試掘調査

開始。

3 • 24 156 、 157 、 158 、 159 、 160 、 161 、 162 、 163 、 164 、

165号土壊発掘開始。

3 • 25 143 、 144 、 145 、 146 、 147号土壊発掘開始。 VI 区 8 、

9 、 10 トレンチ試掘調査開始。

3 • 26 88 、 99 、 107 、 112 、 113号住居発掘開始。 VI 区 11 、

12 トレンチ試掘調査開始。

3 • 29 年度末、年度初の事務所引継ぎの為発掘作業中止。

4 • 5 本年度発掘作業開始。 188 、 195 、 197 、 198 、 200 、

203号住居発掘開始。

4 • 6 105 、 115 、 181 、 182 、 186 、 196 、 199 、 201号住居

発掘開始。

4 • 8 191号住居発掘開始。

4 • 17 43 、 44 、 45 、 46号土城発掘開始。

2 調査日誌

2 • 23 152 、 170 、 173号住居発掘開始。 329 、 330 、 331 、

332 、 333 、 334 、 335 、 336 、 337 、 338 、 339 、 340 、 341号

土城発掘開始。

2 • 25 162号住居発掘開始。

2 • 26 263 、 264 、 265 、 267 、 268 、 269 、 270 、 271 、 272 、

273 、 274号土城発掘開始。

2 • 27 50 、 51 、 54 、 55 、 57号住居発掘開始。 13号掘立柱

建物発掘開始。 276 、 277 、 278 、 279 、 280 、 281 、 282 、 283 、

284 、 285 、 301 、 304 、 305 、 306 、 307 、 308 、 315 、 316 、

319 、 320 、 358 、 359 、 381号土堀発掘開始。

2 • 28 56号住居発掘開始。 286 、 287 、 288 、 289 、 290 、 291 、

292 、 293 、 294 、 295 、 296 、 297 、 299 、 300号土堀発掘開

始。

3 • 1 374 、 375 、 376 、 377 、 378 、 379号土城発掘開始。

3 • 2 148号住居発掘開始。

3 • 3 11号掘立柱建物発掘開始。

3 • 4 53 、 165号住居発掘開始。 309 、 310 、 311 、 312 、 313 、

314 、 360 、 361 、 362 、 380号土墟発掘開始。

3 • 6 5 号堀立柱建物発掘開始。 47 、 48 、 49号土城発掘

開始。

3 • 8 V 区 A· B • C トレンチ試掘調査開始。

3 • 9 50 、 51 、 52 、 53 、 54 、 55 、 56 、 57 、 58 、 59 、 60 、

61 、 62 、 63 、 64 、 65 、 66 、 67号土堀発掘開始。

3 • 11 68 、 69 、 70 、 71 、 72 、 73 、 74 、 75 、 76 、 77 、 78 、

79 、 80 、 81 、 82 、 83 、 84号土城発掘開始。

3 • 13 第 2 次発掘調査終了。

4 • 22 194 、 202号住居発掘開始。

4 • 24 94号住居発掘開始。

4 • 26 114号住居発掘開始。 166号土城発掘開始。

5 • 10 群馬大学新井房夫教授現地調査。

5 • 11 92 、 93 、 98 、 108 、 178 、 180 、 184 、 185号住居発

掘開始。

5 • 14 90 、 97 、 106 、 183 、 185号住居発掘開始。 112 、 113 、

114 、 115 、 116 、 167号土城発掘開始。

5 • 17 春雷鳴り響く。

5 • 18 89 、 189号住居発掘開始。

5 • 20 190号住居発掘開始。

5 • 22 116 、 179号住居発掘開始。

5 • 25 104 、 117 、 176号住居発掘開始。

6 • 2 95号住居発掘開始。 5 号掘立柱建物発掘開始。

6 • 4 86号住居発掘開始。

6 • 10 10号掘立柱建物発掘開始。 93 、 94 、 95 、 96 、 97 、

98 、 99 、 100 、 101 、 102 、 103 、 104 、 105 、 106 、 107 、 108 、

109 、 110号土壊発掘開始。

6 • 14 2 号掘立柱建物発掘開始。

6 • 15 85 、 102号住居発掘開始。

6 • 17 96号住居発掘開始。 87 、 89 、 90号土城発掘開始。
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第 II 章 西今井遺跡の発掘調査

6 • 18 84号住居発掘開始。 7 号溝発掘開始。 6 、 8 、 9

号掘立柱建物発掘開始。 118 、 119 、 120 、 121 、 122 、 123 、

124 、 125 、 126 、 127 、 128 、 129 、 130 、 131 、 132 、 133 、

134 、 135 、 136 、 137 、 138 、 139 、 140号土堀発掘開始。

6 • 21 141 、 142号土城発掘開始。

6 • 23 87号住居発掘開始。

6 • 24 47号住居発掘開始。

6 • 29 I 区 B 、 F ライン試掘調査開始。

7 • 2 I 区 K 、 P ライン試掘調杢開始。

7 • 3 都立大学助教授峯岸純夫先生現地調在。

7 • 6 圃区表土剥ぎ重機導入 (7/6~7/10) 。

7 • 7 群馬大学名巻教授尾崎喜左雄先生現地指導。

7 • 14 I 区H 、 M 、 R ライン試掘調査開始。

7 • 21 本日より神奈川大学考古学研究会、学生考古学実

習に 7 名参加。

7 • 23 431 、 432 、 433号土城発掘開始。

8 • 4 412 、 426号土堀発掘開始。

8 • 13 48号住居発掘開始。旧区表土剥ぎ重機導入 (8/13

~9/8) 。

8 • 17 3 、 4 号掘立柱建物発掘開始。 117号土堀発掘開始。

D 第 4 次発掘調壺 II 区

1976年 9 月 27 日～ 1976年 11 月 6 日

9 • 27 第 4 次発掘調査開始。 4 、 5 、 6 号溝発掘開始。

40 、 41号土城発掘開始。

9 • 30 I 区 A ライン試掘調査開始。

10 • 1 42号土堀発掘開始。

10 • 8 3 号溝発掘開始。

10 • 19 Il 、 N区表土剥ぎ重機導人 (10/19~10/22) 。

10 • 21 34 、 39 、 41 、 42号住居発掘開始。

E 第 5 次発掘調査 I. w区

1976年 11 月 8 日～ 1977年 1 月 22 日

11 • 8 第 5 次発掘調査開始。 17号住居発掘開始。

11 • 17 18号住居発掘開始。 13 、 14 、 15号土城発掘開始。

11 • 20 25 、 26 、 27 、 28号住居発掘開始。

11 • 25 29 、 30号住居発掘開始。 I 、1]区表土剥ぎ重機導

入(11/25~12/1) 。

11 • 27 31 、 32号住居発掘開始。 2 号溝発掘開始。

12 • 2 22 、 23号住居発掘開始。 31 、 32 、 33 、 34 、 35 、 36 、

37 、 38号土城発掘開始。

12 • 3 19 、 20 、 21 、 24号住居発掘開始。 39号土城発掘開

始。

12 • 4 1 号掘立柱建物発掘開始。 16 、 17 、 18 、 19 、 20 、

21 、 22 、 23 、 24 、 25 、 26 、 27 、 28 、 29 、 30号土城発掘開

始。

12 • 6 12号住居発掘開始。

12 • 10 10 、 11 、 15号住居発掘開始。 6 、 7 、 8 、 9 、 10 、

11号土堀発掘開始。 1 号溝発掘開始。

12 • 13 3 、 7 、 14号住居発掘開始。 5 号土墟発掘開始。
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8 • 19 7 号掘立柱建物発掘開始。

8 • 20 神奈川大学考古学研究会、学生考古学実習本日に

て終了。

8 • 23 45号住居発掘開始。 396 、 397 、 398号土堀発掘開始。

8 • 24 46号住居発掘開始。

8 • 27 415 、 416 、 417 、 418 、 419号上堀発掘開始。

8 • 30 歴史教育研究協議会会員による巡検。 43号住居発

掘開始。

8 • 31 406 、 407 、 408号土城発掘開始。

9 • 1 44号住居発掘開始。 399 、 400 、 401 、 402 、 403 、 404 、

405 、 423 、 424 、 425 、 427 、 428号土堀発掘開始。

9 • 6 群馬大学教授勝守すみ先生現地視察。

9 • 9 台風17号接近。降雨激しい。

9. 17 a 、 N区表土剥ぎ重機導入 (9/17~10/4) 。 430号

土堀発掘開始。

9 • 20 193号住居発掘開始。 I 区 C ライン試掘調査開始。

9 • 21 429号土堀発掘開始。

9 ｷ24 177号住居発掘開始。総力戦で作業進める。

9 • 25 第 3 次発掘調査終了。

10 • 25 37 、 38号住居発掘開始。

10 • 27 33 、 35 、 36号住居発掘開始。

10 • 29 40号住居発掘開始。

11 • 6 第 4 次発掘作業終了。「文化財のつどい」を開き、

復元家屋を中心に、発掘された遺構、遣物を見ていただ

く。参加者250名。

12 • 14 4 、 5 、 6 、 8 、 9 号住居発掘開始。 1. 4 号土

城発掘開始。

12 • 15 1 号住居発掘開始。 2 、 3 号土城発掘開始。

12 • 17 13号住居発掘開始。

12 • 18 16号住居発掘開始。

12 • 23 本日にて発掘作業御用納め。

1 • 10 本日より発掘開始。遺跡巡検。発掘器材点検。作

業員の確保。

1 • 11 N区表土剥ぎ重機導入（1/11~1/18) 。発掘事務

所下の遺構検出。

1 • 13 49 、 52号住居発掘開始。 363 、 364 、 365 、 366 、 367 、

368 、 369 、 370 、 371 、 372 、 373号土城発掘開始。

1 • 14 12号掘立柱建物発掘開始。

1 • 22 第 5 次発掘作業終了。本日にて延 1 年 7 ヶ月にわ

たる西今井遺跡の発掘調査は全て終了した。



3 地形の調査

3. 地形の調在

II 区、 II1 区、 N 区、 VI 区の発掘時に使用した土層はW区の F -145 を基準としている。 I 区には関東ローム

層がところどころに残っている部分があり、その他の発掘区の表土下は V層に比せられる土を中心に堆積して

おり、早川による氾濫が微高地を侵食したと考えられる。 II b層の浅間山 B 軽石層の堆積は部分的に分布して

おり、その範囲も少なく遺講検出面上には殆んど観察されていない。遺構の切り込みは Illb層、ないしはW層

で確認される。この層序は場所により複雑な変化を示し、 II 層～ N層は土質の差異、色調の変化等が微妙に異

なり、 III 層、 N層の区分基準さえも不明瞭になる発掘区もみられる。 V層下半部には、榛名山ニツ岳噴出物と

みられる薄茶色の軽石層 (FP層）が、 2 ~3 cmの厚さで凹凸を呈して堆積しているが、全ての層に認められ

るわけではなかった。 V層、 VI層は遺構基盤面に比較的安定してみられる層だが、厚さや土質に変化があり、

区域によってかなりの高低の差がみられる。深い住居跡やピットの底は VI層にまで達しているところもある。

VI層以下には、粘土層、砂質土層、シルト層が人り乱れて続き、約 3m下は厚い砂礫層に到達する。 II1 区の早

川地域には、前述の V層、 VI層が表土下に堆積している部分が島状に残る所があり、周辺の II 区、 N区に比べ

地層の安定した場所だった様である。 V層、 VI層はある時期に河川によって切断され、その部分には遺構がみ

られない。住居やピット埋土は III 層、 N層に近似した土層が多く、 V層や VI層近似の土層がブロック状に入っ

た遺構もみられた。
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1---------
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ー-------
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VI 

VII 

1 暗褐色

Ila 暗褐色

IIb 灰褐色

Illa 暗灰揖色

Illb 灰褐色

N 灰褐色

v 暗褐色

VI 黒色

VII 灰黒色

現耕作土で、砂質分が強い層。

砂質のサラサラした感じの層で、鉄

分をわずかに含む。

浅間山噴出物の B 軽石純堆積層。

浮石を少量含み、鉄分の凝集もわず

かながら見られる層。

ややしまった砂質土で、細長の鉄分

凝集が見られる層。

III b 層に比較して、砂質分、鉄分の
凝集が強い層。

鉄分の1疑集による茶褐色の斑文が見

られ、比較的しまった層。

粘性が強く、鉄分がわずかに見られ

る層。

VI 層に砂のまじった層で、漸移的に

変化する。

Figｷ 7 西今井遺跡基準土層 (N 区 F-145周辺を参照）
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第 III 章竪穴住居の調査（南地区）

第 11I 章 竪穴住居の調在（南地区）

1. 遺構

遺構の分布は，本遺跡のように乱流する河川の台地の侵食と複雑な埋没経過をたどる低地が複合している場

合，各発掘区の状況をまわりくどく述べてもその意味は少ないと考えられる。地形と占地を含めた集落のまと

めについては「河川改修調査」に譲りたい。

I 区は上武道路中心杭No.323から No.332の間で発掘実面積は6,980 m'である。東側には大きく蛇行する早川

がせまり，台地縁辺を削り込む。更に最悪なことに，この東側に公有地化に便乗した衛生業者による大羅の糞

尿投棄のための溝が2,200 m勺こわたって縦横に走って調査が不可能になっていたことが重なっていた。本地区

は標高42m の等高線上に位置する。竪穴住居は北寄り 5 軒と東寄り 19軒の 2 ケ所に分かれて分布している。発

掘区の中央部の住居付近は東方から早川の大きな蛇行が台地縁辺を侵食している。

II 区は東西に走る生活道路と西今井館からの排水路にはさまれた5,200 m'の面積を発掘した。標高42m の等

高線上に竪穴住居は検出され発掘区の北寄りに 14軒，中央部にはまばらに 4 軒が散見する。この北寄りのまと

まりは道路を挟む 1II 区の竪穴住居のまとまりに連続する。

lil区は東西に走る 2 つの生活道路に区画された4, 180m' を発掘した。西方に撥状に拡がる発掘区の南西方向

にはより南西方向に竪穴住居が拡散するように 6 軒が検出された。また，南東方向の壁際には 4 軒ほどの竪穴

住居が II 区に隣接して分布している。発掘区中央部から北東方向にかけては， 30軒の竪穴住居が馬の背状に細

長く集中している。

N区は北方向から南に向かって流下する早川の蛇行によって発掘区の北川は大きくえぐり取られている。こ

の部分は第 1 次試掘調査時点で削除した。標高は42. 5m で比較的平坦な台地が広がる。この台地が北東方向に

突出して早川の乱流によって改変させられたと考えられる。このため発掘実面積は6,400げであった。本地区

で検出された竪穴住居は93軒である。これらの竪穴住居は大きくは 8 つのまとまりに集約される。 C 137 に 4 軒，

C 145 に 9 軒， C 154 に 9 軒， D 159 に 5 軒， P 140 に 12軒， 0146 に 10軒， Vl42 に25軒， Vl49 に 5 軒である。

またその他の竪穴住居もこれらのまとまりの間にまばらに分布している。

V区は西今井館へ取水したと考えられる 2 本の水路に挟まれた狭小な低地帯である。標高42m の等高線は西

から東に向かって緩傾斜をもち下る。試掘調査の結果ではこの部分には遺構の存在は認められなかった。遺跡

の存否の決定については，早川と館の水利の関係，それから平地を流れる小河川の乱流が複雑な地形環境を長

期にわたって形成した結果を慎重に検討して，判断を下してゆかねばならない。

VI 区の周辺で早川は特に大きくうねり蛇行を繰り返す。この早川の東側より新田町地籍が舌状にのびてきて

いる。標高42. 5m の等高線に占地し周辺は袋状にすぽまるように侵食を受けている。発掘面積は1, 740m主狭い。

けれども検出された竪穴住居は28軒と多い。Q 180周辺には 6 軒が， R 186周辺には14軒が， 0191周辺には 8

軒が一部重複しながら集中している。

多時期における集落の同時存在については，遺物・遺構を遺跡全体のなかで検討をせざるを得ないが，限ら

れた発掘区のなかではあるが竪穴住居の密度から集落の中心部分を推定しておきたい。発掘区100対あたり何

軒の竪穴住居が存在するのかを数値で表わしてみると， I 区は0.3軒， II 区も 0.3軒， III 区は 1 軒， N 区は1. 5軒，

VI 区は1. 6軒となる。このことはN区と VI 区にかけてが竪穴住居の密度が高いことを示す。
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第 m章 竪穴住居の調査（南地区）

1 号住居 S B001 （遺構 PL. 5 、遺物 PL. 22 、 Fig. 95) 

発掘区 I 区の F 064に位置する。平面形は横長形、縦4.32m 、横5.13m を測り、面積は約22.2m'である。住

居の方位は N -99ー -E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は38cm、周溝はなく、床面高

は40.01 m である。覆土は 9 層に分けられた。 I ~ 5 層は住居内覆土、 6 、 7 層は窯体埋没土、 8 、 9 層は住

居に関連するピット埋土である。土質は 1 層灰白色土層、 2 層暗褐色土層、 3 層暗灰色土層、 4 層赤褐色土層、

5 層暗褐色土層、 6 層黒褐色土層、

トは 3 ケ所である。

7 層褐色土層、

1 号ピットは深さ 21cmである。

8 層暗褐色土層でややしまって硬く、 9 層は黄褐色土層

で軟質である。縦焚口部分の焼土の広がりは少なく、炭化物、焼土の混入も少ない。床面から穿たれたピッ

2 号ピットは深さ 24cmで少量の焼土を含む軟質黒褐色土

の埋土である。 3 号ピットは深さ llcmの浅い不定形のピットである。本住居に伴う遺物は、土師器杯 3 、土

師器鉢 2 、土師器甕 5 、須恵器杯 2 の合計12点である。
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遺 構

2 号住居 S B002 （遺構 PL. 5 、遺物 Fig. 95、土層 103P) 

発掘区 I 区の E 066に位置する。平面形は横長形、縦2.37m 、横2.98m を測り、面積は約7. lm'である。住

居の方位は N -102ー -E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。壁高は37cm、床面高は41. 01 m である。
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3 号住居 S 8003 （遺構 PL. 5 、遺物 PL. 22 、 Fig. 95、土層 103P) 

発掘区 I 区の F 075に位置する。平面形は縦長形、縦3.0lm 、横2.40m を測り、面積は約7.2m2である。住

居の方位は N-100°-E を取り、寵は東壁中央に付設される。壁高は47cm、床面高は40.90m である。
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第 m章 竪穴住居の調査（南地区）

4 号住居 S 8004 （遺構 PL. 5 、逍物 PL. 22 、 F ig. 95) 

発掘区 I 区の G068に位置する。平面形は横長形、縦3.05m 、横3.67m を視ljり、面積は約11.2m2である。住

居の方位は N -104ー-E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は60cm、周溝はなく、床面高

は40.64m である。覆土は 15層に分けられた。 1~ 5 、 9~11層は住居内覆土、 6 ~ 8 、 12~14層は窯崩落土、

15層は窯前のピット埋土である。土質は 1 層暗褐色土層、 2 層暗褐色土層、 3 層褐色土層、 4 層暗褐色土層、

5 層褐色土層、 6 層灰白色土層、 7 層灰褐色土層、 8 層暗褐色土層、 9 層暗褐色土層、 10層暗褐色土層でゃ

や硬くしまっている。 11層暗褐色土層、 12層暗褐色土層、 13層赤褐色土層、 14層赤橙色土層、 15層は灰と焼

土を含む赤褐色土層である。寵の燃焼部は緩やかで 2 段に落ちる。焚口前の焼土範囲は広い。この焼土下に

径 8 cm、深さ 18cm の 1 号ピットがある。本住居に伴う遺物は土師器杯 l 、須恵器杯 2 、須恵器瓶 1 の合計 4

点である。
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ー 遺 構

5 号住居 S B005 （遺構 PL. 6 、遺物 PL. 22 、 F ig. 95) 

発掘区 I 区の H072に位置する。平面形は横長形、縦2.73m 、 •68m を測り、面積は約10.0m'である。住

居の方位は N -100ー -E を取り、籠は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は40cm、周溝はなく、床面高

は40.84m である。覆土は 6 層に分けられた。 1 、 2 層は住居内覆土、 3 層は窯崩落土、 4 ~ 6 層は窯体埋没

土である。土質は 1 層暗褐色土層で地山の粘士ブロックを処々に混入する。 2 層黒色土層で粘土ブロックは

混入していない。 3 層暗褐色土層で焼土と粘土ブロックを混入している。 4 層赤褐色土層で天井部焼土の落

ち込み下層に炭化物が見られる。 5 層暗褐色土層である。 6 層暗灰色土層は灰層、焼土、炭化物が見られる。

土層断面の観察から、遺構の重複関係は 5 号住居→ 1 号土城となる。 1 号ピットは貯蔵穴で上端平面形は不

定形で、深さは25cm を測る。埋土ば焼土、赤色粘土ブロック・、灰を少量含む黒褐色土である。本住居に伴う

遺物は、土師器杯 l 、土師器甕 2 、須恵器杯 1 、須恵器蓋 1' 須恵器内黒 l の合計 6 点である。
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第 m章 竪穴住居の調査（南地区）

6 号住居 S 8006 （遺構 PL. 6 、遺物 PL. 23 、 Fig. 96) 

発掘区 I 区の K 076に位置する。平面形は縦長形、縦3.83m 、横3.25m を測り、面積は約12.4m2である。北

側は発掘区の範囲が残る。北西隅は、住居に接するように南西方向から北東方向に 1 条の溝が直線に走る。

また、住居の北西隅には 7 号住居と切り合っている。住居の方位は N -107ー-E を取り、甑は東壁右隅に付設

される。確認された壁高は15cm、周溝はなく、床面高は41. 49m である。覆土は 2 層に分けられた。 1 層は窯

崩落土、 2 層は窯構築材である。土質は 1 層灰褐色土と暗褐色土の混土層で焼土粒が全体にまじる。 2 層暗

褐色土層を中心に灰白色粘土ブロソクを含む。土層断面の観察から、遺構の璽複関係は 1 号溝→ 6 号住居→

7 号住居となる。寵の焚口前には、扇状に焼土と灰層の混入する暗褐色土の層が広がる。焚口幅は50cm を測り、

燃焼部分の奥行き 35cmである。煙道部前方部幅は約20cmで長さ 55cm を測る。

本住居に伴う遺物は、土師器甕 1 、埴輪 1 の合計 2 点である。

2 層上面が焼成の上面である。
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遺 構

7 号住居 S 8007 （遺構 PL. 6 、遺物 PL. 23 、 F ig. 96) 

発掘区 I 区の K 077に位置する。平面形は横長形、縦3.93m 、横5.50m を測り、面積は約21. 6m'である。北

側は発掘調査外である。住居中央を 1 号溝が走り東南隅を 6 号住居と重複する。住居の方位は N -83ー -E を

取り、寵は東壁中央に付設される。確認された壁高は10.4cm、周溝はなく、床面高は40.90m である。覆土は

2 ~ 6 層は窯体埋没土、8 層に分けられた、 1 層は窯崩落土、 7 層は窯構築材、 8 層は 1 号溝覆土である。

土質は 1 層暗褐色粘土層でローム細粒及び焼土粒を含む。 2 層焼土塊とローム塊の混土する赤褐色土層、 3
 層暗褐色土層でローム塊を含む。 4 層暗灰色土層は灰と焼土塊の混土層で固い、 5 層灰層で灰褐色土、 6 層

暗灰色の灰層に焼土が入る。 7 層暗褐色土と灰、焼土粒、 ローム粒の混土層、

土層断面の観察から、遺構の龍複関係は 1 号溝→ 6 号住居→ 7 号住居となる。

8 層黒褐色粘質土層である。

1 号ピットは貯蔵穴と考えら

れ深さ 25cm を測る。本住居に伴う遺物は、土師器杯 l 、土師器鉢 4 、土師器甕 5 、紡錘車 1 の合計11点である。

077\ — 
‘
、

、
'

9
,
¥
^
 

‘
、
へ
‘
、
'
\

\ 、
＇

\ , 

X
、

SB006 

。

\ 

奄

\ ̀
` \ 

\ 
\ 

ヽ

'
、

＼
ヽ

9
,
'
Y、
‘

¥
 

'

,

 
、

＼
9
,

＼
い
，
＇
、
十

`` 
ヽ

ヽ

\ 
'
、

9
,
Y

、

¥
 

ヽ
｀
｀

¥

¥

 

\
‘
、

＼
ヽ

9
,
Y

、

\ 
ヽ

、
、

ヽ

、

Y
、

、

＼
＼
い
『
I

\
‘
ぐ
‘
\
-
―

\‘,\—— 

[

:

I

Iiii 

9

,

I

 

9

,

I

 

゜

I

I

 

ヽ
｀

I

、

‘
、
ヽ
｀
＼

ヽ

ヽ
｀
，
、

‘
、
＼
入
｀
＼
‘

‘
、
‘
,
\
,

‘
、
‘
、
\
\

‘
、
‘
入

·
9
,
'

、
、
\
\

‘
‘
\
、
\
‘

ヽ
＼

、
‘
‘
‘
‘
入
，
＼

、
‘
、

ヽ
＼

、
`
~
\

、
、

．
、
入
，
＼

\ 
\ ̀
` 

+ 

令 a
/J  

a 

42.lm 命

Figｷ 17 第 7 号竪穴住居 ゜1 | | | | 1 l m 

33 



第皿章 竪穴住居の調査（南地区）

8 号住居 S B008 （遺構 PL 6 、遺物 PL. 23 、 F ig. 96) 

発掘区 I 区の F077に位置する。平面形は横長形、縦3.17m 、横4.55m を測り、面積は約14.4m2である。住

居の北側は 9 号住居と 1 号溝が董複している。住居の方位は N -108ー -E を取り、砥は東壁右寄りに付設され

る。確認された壁高は40cm、周溝はなく、床面高は41. 36m である。覆土は 5 層に分けられた。

4 層は窯構築材、覆土、 2 層は窯崩落土、

土層で軽石を含む。

3 層は窯体埋没土、

2 層暗褐色土層で多量の粘土を混入する。

1 層は住居内

5 層は 1 号溝覆土である。土質は 1 層暗褐色

3 層赤褐色上層で焼土プロックである。 4 層

黒色土層である。 5 層黒褐色粘質土層である。士層断面の観察から、遺構の重複関係は 1 号溝→ 9 号住居→

8 号住居となる。甑は小型で焚口前の焼土範囲は明瞭でない。焚口右側の位置に貯蔵穴があり、焼土、灰を

少量含む黒褐色土層で深さ 20cm を測る。本住居に伴う遺物は、土師器鉢］、土師器甕 3 、須恵器杯 4 、須恵

器甕 l の合計 9 点である。
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1 遺構

9 号住居 S B009 （追構 PL. 7 、逍物 PL. 23 、 F ig. 96) 

発掘区 I 区の G 077に位置する。住居の中央を南西から北東に向かって直線的に 1 号溝が走る。南東隅には

8 号住居が大きく重なる。溝の検出作業と 8 号住居の検出作業を進めるあまり、本住居の発見が遅れてしまっ

た。遺物の分布範囲や床面の拡がりから、住居の形を消極的に確定した。 1 号溝は本住居よりも古いもので

覆土中より出土の逍物には弥生土器片、古式土師器片が出土している。本住居に伴う遺物は 4 点であった。

いずれも床面に密着していたものである。 4 点とも高台杯で小形である。回転糸切りを杯底面に残し、高台

は多様であるが、全体的には退化傾向にある。 0046の杯ば灯明JIILのように口縁部に湘煙がべったりと厚く付

着している。平面形は横長形、縦3.02m 、横4.61 m を測り、面積は約13.9m2である。住居の方位は N -111° — 

E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は23cm、周溝はなく、床面高は41. 53m である。覆

上 l 層は 1 号溝覆土である。土質は黒褐色粘質土層で下面にロームブロック細粒を混土する。
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第 1ll 章竪穴住居の調査（南地区）

10号住居 S 8010 （追構 PL. 7 、遺物 Fig. 97) 

発掘区 I 区の E 079に位置する。平面形は正方形、縦3.45m 、横3 .44m を測り、面積は約1 1. 9m'である。北

西隅に接して 4 号土堀が存在する。住居の方位は N -ll1ー-E を取り、砲はなかった。確認された壁高は29cm 、

周溝はなく、床面高は4 1. 30m である。覆土は 6 層に分けられた。 1 ~ 5 層は住居内覆土、 6 層は住居に関連

するピット埋土である。土質は 1 層暗黒褐色土層で軽石混入、ローム粒がわずかに見られる。 2 層暗褐色土

層は黒色土層中にローム粒が混入している。 3 層黒色土層とロームが半々に混入。 4 層ロームブロックで黄

褐色土層を呈する。 5 層暗褐色土層中にロームブロック細粒含む。 6 層暗黒灰色土層に焼土プロックを混入

する。床面から穿たれたピットが 3 ケ所ある。北東の壁寄りから北壁にかけて、床面下の掘り方状に幅広に

めぐる。 1 号ピットの深さはllcm 、 2 号ピットの深さは 5 cm 、 3 号ピットは26cmである。本住居に伴う遺物は、

土師器甕 2 、須恵器杯 1 の合計 3 点である。
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遺 構

11 号住居 S B011 （遺構 PL. 7 、逍物 PL. 23 、 Fig. 97) 

発掘区 I 区の E081 に位置する。平面形は横長形、縦3.60m 、横4.87m を測り、面積は約17.5m'である。南

壁寄りに 9 号、 10号、 11号土城が位置しており、北西隅を 12号住居が重複する。住居の方位は N-101°-E を

取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は26cm、周溝はなく、床面高は41. 53m である。覆土は

12層に分けられた。 1 層は住居内覆土、 2 、 3 、 5 ~ 8 層は窯体埋没士、 4 層は窯構築材、 9~12層は 12号

住居覆土である。土質は 1 層黒褐色土層、 2 層赤褐色土層、 3 層黒褐色土層、 4 層暗褐色土層、 5 層赤褐色

焼土ブロック、 6 層灰褐色粘土ブロック、 7層赤色焼土中に灰層を含む （灰褐色）、 8 層暗灰色粘土中に焼土

を含む。 9 層暗褐色土層、 10層暗褐色土層、 11層赤褐色焼土を少量含む層、 12層黒褐色土層を呈する。土層

断面の観察から、遺構の重複関係は 11号住居＜げ〗］は、 10号土城となる。焚口部分の灰や焼土の分布範囲
は不明確である。本住居に伴う遺物は、土師器甕 l 、須恵器杯 6 、灰釉 1 の合計 8 点である。
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第川章 竪穴住居の調査（南地区）

12号住居 S B012 （遺構 PL. 7 、追物 Fig. 97) 

発掘区 I 区の F082に位置する。平面形は横長形、縦4.08m 、横4.63m を測り、面積は約18.9m'である。本

住居は南南西から北北東に向かう 2 号溝と切り合っている。また、南東隅も 11号住居と重なっている。確認

できた壁高は高く下方にゆくほど直立気味に堅固になる。床面は貼り床で中央の破線内は堅く、壁寄りは軟

質となる。住居の方位は N -97ー -E を取り、龍は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は72cm、周溝は

なく、床面高は41 m である。覆土は 18層に分けられた。 1 、 2 層住居内覆土、 3 層窯崩落土、 5 層窯体埋没土、

6 、 17層窯構築材、 7 ~10層住居に関連するピット埋土、 4 、 11 、 12 、 18層床面整地土、 13層 11号住居毅土、

14~16層 2 号溝覆土である。土質は 1 層暗褐色土にローム細粒の混じった層で固い。 2 層暗褐色土とローム

の混土層、 3 層暗褐色土層でローム塊が少なくなる。 4 層ロームと黒褐色土の混土層で固いロームが多い。

5 層黒褐色土層でロームブロックを混入する。 6 層暗褐色土層でローム粒を多量に含む焼土、灰との混合土層、
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遺 構

7 層暗灰色上層でローム粒、焼土、炭化物を含む。 8 層焼土ブロックで赤褐色を星する。 9 層灰色の灰層で

若干の炭化物を含む。 10層黄褐色ロームブロックに少量の黒色土を含む。 11層ロームと黒褐色土の混土層、

12層黄褐色ロームブロック中に少量の黒色土を含む。 13層暗褐色土層で少量のロームプロック混上。 14層黒

褐色土層中にロームブロック混上、 9 土層中にロームブロック混土、 16層黒褐色士層中にロームブ
ロック混土、 17層赤褐色焼土ブロック、 18層は黄褐色ロームブロックである。土層断面の観察から、遺構の

重複関係は、 11号住居→12号住居→ 2 号溝となる。本住居の北東隅には深さは床面と同じであるがピットが

張り出している。南東隅は瘤状の張り出しがあり、平坦な面を一段形成する。寵の焚口部は幅70cm、燃焼部

の奥行き 80cmで卵形の平面形である。焼成面下の焚口前庭部から燃焼部前半部に左右60cm、前後70cm の灰層

掻き出しのピットがあり、深さ 12cm を測る。煙道部は幅30cm、長さ 102cmでゆるやかに傾斜している。焚口前

庭部の灰層のひろがりは右袖の壁際にまで達する。南東隅に地山を掘り出した長方形の台が検出された。縦

55cm、横40cm、高さ 10cmである。本住居に伴う遺物は、土師器杯 2 、土師器甕 2 の合計 4 点である。
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第 m 章 竪穴住居の調査（南地区）

13号住居 S B013 （遺構 PL. 7 、遺物 PL. 23 、 24 、 Fig. 97) 

発掘区 I 区の H 082に位置する。平面形は縦長形、縦4.03m 、横3.30m を測り、面積は約13.3m'である。住

居の方位は N -98ー-E を取り、縦は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は48cm、周溝はなく、床面高

は4 1. 37m である。覆土は 10層に分けられた。 l ~3 層は住居内覆土、 4~8 層は窯体埋没土、 9 層は寵構築

材、 10層は床面整地土である。土質は 1 層暗褐色土層、 2 層暗褐色上層、 3 層暗褐色土層、 4 層黒褐色土層、

5 層黄褐色ローム、 6 層赤褐色焼土ブロソク、

は黄褐色ロームブロックである。

土に混人している。

3 号ピットは燃焼部下の灰の掻き出し穴と考えられ、少量の灰、焼土も埋

6 号ピソトは寵右側に位置しており、 16cm と浅い。また、

トが床面下に検出されている。深さは 1 号ピットは 5 cm 、

住居に伴う遺物は、土師器杯 4 、土師器甕 5 、須恵器蓋 1 の合計10点である。
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遺 構

14号住居 S 8014 （遺構 PL. 8 、追物 PL. 24 、 Fig. 97 、土培 103P) 

発掘区 I 区の H 081 に位置する。平面形は正方形、縦3.74m 、横3.36m を測り、面積は約12.6m2である。住

居の方位は N-llT-E を取り、寵は東壁中央に付設される。壁高は16cm、床面高は4 1. 66m である。
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15号住居 S B015 （追構 PL. 8 、逍物 PL. 24 、 F ig. 97 、土料 103P) 

発掘区 I 区の H 084 に位置する。平面形は正方形、縦3.05m 、横2.90m を測り、面積は約8.8m2である。住

居の方位は N -102ー -E を取り、瓶は東壁右寄りに付設される。壁高は 5 cm、床面高は41.77 m である。
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第 1II 章 竪穴住居の調査（南地区）

16号住居 S B016 （遺構 PL. 8 、遺物 PL. 24 、 Fig. 98、土培 103P) 

発掘区 l 区の E 084 に位置する。平面形は横長形、縦2.28m 、横3.10m を測り、面積は約7. lm'である。住

居の方位は N-l18°-E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。壁高は11cm、床面高は4 1. 65 m である。
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17号住居 S B017 （遺構 PL. 8 、遺物 Fig. 98、土培 103P) 

発掘区 l 区の G087 に位置する。平面形は横長形、縦2.25m 、横3.24m を測り、面積は約7.3m'である。住

居の方位は N-111°-E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。壁高は19cm、床面高は41. 61 m である。
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遺 構

18号住居 S 8018 （遺構 PL. 8 、逍物 PL. 24 、 F ig. 98) 

発掘区 I 区の F 086に位置する。平面形は縦長形、縦4.18m 、横3.15m を測り、面積は約13.2付である。北

東隅には 17号住居が本住居に接して位置する。住居の方位は N-107°- E を取り、寵は東壁右寄りに付設され

る。確認された壁高は60cm、周溝は明瞭でなく、床面高は41.28m である。覆土は11層に分けられた。 l ~ 4 

層は住居内覆土、 5 、

質は 1 層暗褐色土層、

土層、

086¥ IG 

メ

6 層は窯崩落士、

2 層暗褐色土層、

7 層灰褐色土層、

7 層は窯構築材、 8 ~11層は住居に関連するピソト埋土である。土

3 層明赤褐色土層、 4 層暗褐色土層、

8 層暗褐色土層、 9 層黄褐色土層、 10層黄褐色土層、 11層黄褐色土層を呈する。寵

焚口範囲は広範囲に及び、床面の暗褐色土中に焼土ブロ、Jク、灰が混入する。焚口右側に貯蔵穴が検出された。

なだらかな落ち込みで深さは18cm と浅い。本住居に伴う遺物は、土師器杯 2 、土師器甕 3 、須恵器杯 1 、須

恵器短頸壺 l の合計 7 点である。
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第 1Il 章 竪穴住居の調査（南地区）

19号住居 S B019 （逍構 PL. 9 、逍物 PL. 24 、 25 、 F ig. 98) 

発掘区 l 区の D093に位置する。平面形は横長形、縦3.48m 、横3.98m を測り、面積は約 13.9対である。住

居の方位は N -98ー -E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は 8 cm、周溝はなく、床面高

は41 .48m である。覆土は 5層に分けられた。 1 層は住居内覆土、 3 層は窯体埋没土、 4 、 5 層は住居床面下

のピット埋土、 2 層は床面整地土である。土質は 1 層黄褐色土層で多最のロームブロ、ノクを混入する層、 2
 

層暗褐色土層で炭化物、焼土等は混入していない。 3 層暗褐色土層で焼土、炭化粒を混入する。 4 層黒褐色

土に炭化物を少量含む。 5 層明褐色土層で焼土を少量含む。焚口部分の灰、及び焼土の拡がりは明瞭でなく、

またその堆積も薄い。床面下にピットが検出されている。 1 号ピットは深さ 10cm 、 2 号ピットは深さ約 12cm 、

4 号ピットは25cmである。 3 号ピットは貯蔵穴で20cm を測る。本住居に伴う遺物は、土師器杯 l 、須恵器杯 1 、

灰釉 l の合計 3 点である。
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1 遺構

20号住居 S B020 （遺構 PL. 9 、逍物 Fig. 98、土培 103P) 

発掘区 I 区の I 100 に位置する。平面形は正方形、縦2.59m 、横2.80m を視ljり、面積は約7.3対である。住

居の方位は N -109ー-E を取り、寵は東壁中央に付設される。壁高は38cm、床面高は40.96m である。
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21 号住居 S B021 （遺構 PL. 9 、逍物 PL. 25 、 Fig. 98、土培 103P) 

発掘区 I 区のJ 100 に位置する。平面形は横長形、縦2.25m 、横3.62m を測り、面積は約8.lm2である。住

居の方位は N-l08°- E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。壁高は23cm、床面高は41. 21 m である。
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第川章 竪穴住居の調査（南地区）

22号住居 S B022 （遺構 PL. 9 、遺物 PL. 25 、 F ig. 99) 

発掘区 I 区のJ 101 に位置する。平面形は正方形、縦3.85m 、横3.65m を測り、面積は約14. lm'である。住

居の方位は N -108°-E を取り、砲は21号住居に切られている。確認された壁高は18cm、周溝はなく、床面高

は41. 22m である。覆土は 7 層に分けられた。 1 ~ 4 層は住居内覆土、 5 層は住居床面下のピット、 6 、 7 層

は21号住居覆土である。土質は 1 層灰白色土層で炭化物を少量含む。 2 層灰白色土層で鉄分凝集混入、 3 層

暗灰色土層で砂質分を多量に含む。 4 層明赤褐色の焼土ブロノク、 5 層黄褐色ロームブロック、 6 層灰褐色

土層で黄色ロームブロック混土、 7 層灰白色士層で灰と炭化物を含む。土層断面の観察から、遺構の重複関

係は、 22号住居→21号住居となる。蔽焚口付近と考えられる東壁南寄りは少量の焼土、灰が散布し、床上面

から穿たれたピットは 4 ケ所で、 1 号ピソトは深さ 11cm 、 2 号ピソトは 11cm 、 3 号ピソトは 14cm 、 4 号ピッ

トは 11cmである。本住居に伴う遺物は、土師器杯 3 、土師器甕 3 、須恵器杯 4 、紡錘車 l の合計11点である。
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1 遺構

23号住居 S B023 （逍構 PL. 9 、遺物 PL. 25 、 F ig. 99、土培 103P) 

発掘区 I 区の F 103に位置する。平面形は横長形、縦3,00m 、横3,47m を測り、面積は約10,4m2である。住

居の方位は N -112ー-E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は14cm、周溝はなく、床面高

は4 1. 40m である。覆土は 2 層に分けられた。いずれも住居内覆土である。士質は 1 層暗褐色土層で粘質を持

ち固い。鉄分凝集と炭化物粒が若干混入する。乾燥するとボロボロの覆土。 2 層暗褐色土層で寵の崩れ、焼土、

炭化物混入する。若干の粘土粒が見えるが、術に使用したのかは不明。瓶構造についてはほとんど不明と言

わざるを得ない。壁より突出した砲の燃焼部より先端の窯底はなだらかで、いわゆる掻き出し穴状のものも

見られなかった。また、焚口部分の床面には焼土、赤色粘士ブロック、灰も少量のみの検出であった。焚口

幅は30cm、奥行は65cmで、燃焼部と煙道との区別はできない。遺物の分布は寵左袖寄りを床東壁寄りの 2 ケ

所である。本住居に伴う遺物は、土師器杯 2 、土師器甕 2 、須恵器杯 4 、須恵器蓋 l の合計 9 点である。
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第 1II 章 竪穴住居の調査（南地区）

24号住居 S B024 （逍構 PL. 10、遺物 Fig. 99) 

発掘区 l 区の G 103 に位置する。平面形は縦長形、縦4. 71m 、横3.62m を祉ljり、面積は約17. lm'である。北

半分は発掘区域外のため、平面形は想像の域を出ないが、本遺跡における他の住居形態から縦位置とした。

住居の方位は N -107ー -E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は34cm、周溝はなく、床面

高は41. 86m である。覆土は 8 層に分けられた。 1 ~ 3 層は住居内覆士、 4 、 5 層は窯崩落土、 6 、 7 層は窯

体埋没土、 8 層は窯構築材である。土質は 1 層暗褐色土層、 2 層暗褐色土層、 3 層暗褐色上層、 4 層暗褐色

土層、 5 層赤褐色土層、 6 層黄褐色土層、 7 層黒色土層、 8 層灰褐色土層を呈する。砥の底面はなだらかに

煙道方向に立ち上がり、焚口部分の焼土、灰層の分布は弱く、広がりは不明瞭である。術前の 1 号、 2 号ピ‘ノ

トの深さは29cm と 13cmで、両方ともやや焼土を含む軟質黒褐色士が埋土である。 3 号ピソトは貯蔵穴と考え

られ深さは15cm と浅い。本住居に伴う遺物は、上師器杯 2 、土師器甕 3 、須恵器杯 1 の合計 6 点である。
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ー 逍 構

25号住居 S B025 （遺構 PL. IO、逍物 PL. 25 、 F ig. 99 、土~'1 103P) 

発掘区 II 区の L 108に位置する。平面形は縦長形、縦3.53m 、横2.97m を測り、面積は約10.5m'である。住

居の方位は N-111°-E を取り、術は東壁中央に付設される。壁高は20cm、床面高は4 1. 30m である。
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26号住居 S B026 （遺構 PL. 10、遺物 Fig. 100、土培 103P) 

発掘区 II 区の 0113 に位置する。平面形は正方形、縦2.70m 、横2.50m を測り、面積は約6.8m2である。住

居の方位は N -120ー -E を取り、寵は東壁中央に付設される。壁高は16cm 、 1未面高は4 1. 43m である。
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第 1ll 章 竪穴住居の調査（南地区）

27号住居 S 8027 （遺構 PL. 10、直物 Fig. 100) 

発掘区 Il 区の N 110に位置する。平面形は縦長形、縦3.27m 、横2.35m を測り、面積は約7.7m2である。本

住居の北東隅は28号住居が重複している。住居の方位は N -95ー -E を取り、術は東壁右隅に付設される。確

認された壁高は29cm、周溝はなく、床面高は41. 21 m である。殷土は 9 層に分けられた。 1 ~ 4 層は住居内覆

土、 5 層は窯崩落土、 6 、 7 層は窯体埋没土、 8 層は窯構築材、 9 層は28号住居毅土である。土質は 1 層暗

灰色土層、 2 層暗灰色土層、 3 層暗灰色土層、 4 層暗灰色土層、 5 層暗灰色士層、 6 層黄褐色土層、 7 層黄

褐色土層、 8 層黄灰色土層、 9 層灰白色土層を呈する。土層断面の観察から、遺構の重複関係は28号住居→

27号住居となる。術の焚口部分の焼土及び灰の分布範囲は狭い。 1 号ピットは貯蔵穴の位置にあり、若干の

焼土混入があるものの深さは 6 cm と浅く適していない。 2 号ビットは住居南西壁寄りに穿たれており深さは

29cm を測る。本住居に伴う遺物は、土師器甕 2 点である。
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遺 構

28号住居 S 8028 （逍構 PL. 11 、逍物 Fig. 100) 

発掘区 II 区の 0110に位置する。平面形は縦長形、縦3.78m 、横3.13m を測り、面積は約1 1. 8げである。本

住居の南西隅は27号住居と重複している。住居の方位は N -117ー-E を取り、寵は東壁中央に付設される。確

認された壁高は24cm、周溝はなく、床面高は41. 22m である。覆土は13層に分けられた。 l ~4 層は住居内覆

土、 5 層は窯崩落上、 6 ~ 8 層は窯体埋没土、 9 、 10層は窯構築材、 11~13層は27号住居覆土である。土質

は 1 層暗褐色土層、 2 層暗褐色土層、 3 層灰白色土層、 4 層黒褐色土層、 5 層暗褐色土層、 6 層赤褐色土層、

7 層暗褐色土層、 8 層黒灰色土層、 9 層黄褐色土層、 10層暗褐色上層、 11層暗褐色土層、 12層は暗灰色土層、

13層は暗褐色土層を呈する。士層断面の観察から、遺構の重複関係は28号住居→27号住居となる。蔽構造の

全容は復元できない。焚口部分の焼土、灰の拡がりは寵前面から南方向に向かい、その面はやや果色強く硬い。

本住居に伴う遺物は、須恵器杯 1 点である。
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第 III 章 竪穴住居の調査（南地区）

29号住居 S 8029 （迅構 PL. 11 、逍物 Fig. 100) 

発掘区 II 区の L 118に位置する。平面形は縦長形、縦4.10m 、横2.97m を測り、面積は約12.8m'である。本

住居の西南壁寄りに重複せずに31号住居の甑が接近して位置する。住居の方位は N-108°- E を取り、寵は東

壁右寄りに付設される。確認された壁高は14cm、周溝はなく、床面高は41.37 m である。覆土は 3 層に分けら

れた。 1 層は住居内覆土、 2 層は窯体埋没土、 3 層は窯構築材である。土質は 1 層暗灰色土層は砂質分を含む。

炭化粒、鉄分凝集層で、本住居跡全体を一挙に埋めており粘質で固い。 2 層赤褐色土層で、炭化物、焼土を

含む層で若干軟質である。 3 層炭化物層で黒灰色を呈し、赤色焼土も含む。寵の燃焼部から煙道にかけては

緩やかに立ち上がる。また、焚口前面にまで窯底は窪んでおり使用段階での掻き出しの結果であろう。焚口

部分の広がりは不明確である。また寵部分は、人為的な破壊によってえぐり取られ、その後に住居に一括の

覆土が埋坦したとも推考されよう。本住居に伴う遺物は土師器甕 2 、須恵器杯 l の合計 3 点である。
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遺 構

30号住居 S 8030 （遺構 PL. 11 、逍物 PL. 25 、 F ig. 100) 

発掘区 II 区の L 118に位置する。平面形は縦長形、縦4.37m 、横3.40m を測り、面積は約14.9m'である。住

居の方位は N -96ー -E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は50cm、周溝はなく、床面高

は41. 04m である。覆土は 7 層に分けられた。 1 ~4 層は住居内覆土、 5 、 6 層は窯体埋没土、 7 層は窯構築

材である。土質は 1 層暗灰色砂質シルト層で鉄分凝集が見られる。 2 層暗灰色砂質シルト層で鉄分凝集が若

干混人する。 3 層暗褐色砂質シルトの比較的単純層、 4 層暗褐色砂質シルト層、 5 層暗褐色砂質シルト層で

比較的粘性を増す。 6 層暗褐色砂質シルト層で焼土及び灰を混入、 7 層暗灰色の粘土ブロックである。蔽の

焚口は幅広で燃焼部は短かく収束する。小さく残っだ煙道は段を持って立ち上がり緩やかに終わる。右袖部

分に凝灰岩の立石の基部が残り、その構造の一端をうかがい知ることができる。焚口前には焼土ブロック、

灰層が薄く堆積し東南壁際まで及ぶ。本住居に伴う遺物は上師器杯 l 、土師器甕 2 の合計 3 点である。

1
8
Y
 

ー

a
0
 

一
令

令
'
1
a

傘
討

\ x
-

〕
ー
も
1
1
9
1

令L
+ 

。
+
`
`
`

●
●
、
‘

、
‘
、
`
、
`
’
'
し
、
デ

+ 

b
 

／
ー
ー
ー
令

走 C

u令

+ 

+ 

令

o
r
[
O
 

I
O
 

+ 

＂戸令

二
l
a
令
＇

+ 
a 
l 

-0-
l 

ロニニロ
b

令 令 丑
d

令
＇

Figｷ 41 第30号竪穴住居（基準高さ 41. 8 m) |゚ | 1 | | 1 
3 m 

53 



第 m 章 竪穴住居の調査（南地区）

31 号住居 S 8031 （逍構 PL. 11 、逍物 PL. 26 、 F ig. 100) 

発掘区 1I 区の L 119に位置する。平面形は縦長形、縦4.13m 、横3.50m を測り、面積は約14.5m'である。住

居の方位は N -97ー -E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は37cm、周溝はなく、床面高

は41. 09m である。覆土は 13層に分けられた。 1 ~3 層は住居内覆土、 4 層は窯崩落土、 5 層は窯体埋没土、

6 層は窯構築材、 7 層は29号住居覆土、 8~12層は32号住居覆土、 13層は33号住居覆土である。土質は 1 層

暗灰色土層、

暗灰色土層、

2 層暗灰色土層、

8 層暗灰色土層、

3 層暗灰色土層、 4 層黄褐色土層、 5 層赤橙色土層、 6 層灰褐色土層、 7 層

9 層暗灰色上層、 10層赤褐色土層、 11層黒褐色土層、 12層暗灰色土層、 13層

暗灰色土層を呈する。土層断面の観察から遺構の重複関係は33号住居→31号住居→32号住居となる。術の焚

口部分と考えられる焼土の範囲は不明瞭である。南東壁際に貯蔵穴が穿たれており、その深さは約33cm を測る。

本住居に伴う遺物は土師器杯 4 、土師器甕 2 、須恵器杯 2 、土錘 1 の合計 9 点である。
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遺 構

32号住居 S B032 （遺構 PL. 12、遺物 PL. 26 、 Fig. JOO) 

発掘区 II 区の L 119に位置する。重複が多いが、平面形は縦長形、縦4.50m 、横3.62m を測り、面積は約16.3m2

である。住居の方位は N-102°- E を取り、縦は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は50cm、周溝はな

く、床面高は4 1. 00m である。覆土は25層に分けられた。 l 、 2 、 5 層は住居内裂土、 3 、 4 、 6 ~9 層は窯

体埋没土、 10~14層は窯構築材、 15~19層は31号住居覆士、 20 、 21層は 35号住居覆土、 22~24層は33号住居

覆土、 25層は33号住居窯構築材である。土質は 1 層暗灰色土層、 2 層暗褐色土層、 3 層暗灰色土層、 4 層赤

褐色土層、 5 層暗褐色上層、 6 層赤褐色土層、 7 層黒色土層、 8 層黒褐色土層、 9 層暗灰褐色土層、 10層黒

色土層、 11層灰白色土層、 12層赤橙色土層、 13層暗褐色土層、 14層灰褐色土層、 15~21層暗灰色土層、 22層

暗褐色土層、 23層赤褐色土層、 24層暗灰色土層、 25層黒褐色土層を呈する。本住居に伴う遺物は、土師器杯 3 、

須恵器杯 2 、砥石 l 、土錘 2 の合計 8 点である。
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第 m章 竪穴住居の調査（南地区）

33号住居 S 8033 （遺構 PL. 12、遺物 PL. 26 、 F ig. 101) 

発掘区 1I 区の L 119に位置する。重複により、ほとんど積栖的で正確な寸法は示せないが、平面形は縦長形、

縦3.08m 、横2.64m を視ljり、面積は約8. lm'である。住居の方位は N -92ー-E を取り、寵は東壁右寄りに付設

される。確認された壁高は49cm、周溝はなく、床面高は4 1. 01 m である。覆土は 18層に分けられた。 1 ~4 層

は住居内覆土、 10~12層は窯崩落土、 13層は窯体埋没土、 5 ~ 9 層は32号住居毅土、 14 、 17 、 18層は31号住

居覆土、 15 、 16層は35号住居覆土である。土質は 1 層赤褐色土層、

黒褐色土層、 5 層暗灰色土層、 6 層暗褐色土層、 7 層暗褐色土層、

2 層暗褐色土層、

8 層暗灰色土層、

3 層暗灰色土層、 4 層

9 層赤橙色土層、 10層

赤褐色土層、 11層黒灰色土層、 12層黒色土層、 13層黄褐色土層、 14層暗灰色土層、 15層暗灰色土層、 16層暗

灰色土層、 17層暗灰色土層、 18層暗灰色士層を呈する。土層断面の観察から、遺構の重複関係は33号住居

：：喜謬仕塁：言謬甘馨となる。本住居に伴う遺物は、土師器杯 l 、土師器甕 2 、須恵器杯 2 の合計 5 点である。
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1 遺構

34号住居 S B034 （遺構 PL. 12、逍物 PL. 26 、 Fig, 101) 

発掘区 I1 区の G 120に位置する。平面形は正方形、縦2.96m 、横3.16m を測り、面積は約9.4m2である。南

西隅に 5 号溝、 6 号溝が近接している。住居の方位は N -92ー -E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確

認された壁高は34cm、周溝はなく、床面高は41.09m である。覆土は 4 層に分けられた。 1 、 2 層は住居内覆

土、 3 層は窯崩落土、 4 層は窯構築材である。土質は 1 層暗褐色シルト層で鉄分凝集が見られる。 2 層暗褐

色シルト層で鉄分が若干多い。 3 層暗赤褐色土層で焼土及び炭化物の混入が増してゆく。 4 層暗灰色土層で

焼土と炭化物と灰と寵壁ブロックと土器片が多量に混入する層である。寵の構造は焚口幅の広い、燃焼部の

短いものである。煙道部も段を持って緩やかに立ち上がる。焚口前の面ぱ焼土、灰層の拡がりも弱く不明瞭

であった。北西隅には突出したピソトが穿たれており黒褐色の埋土の類似から本住居に伴うものと推断され、

深さは12cmである。本住居に伴う遺物は、土師器杯 4 、土師器甕 3 、須恵器杯 l の合計 8 点である。
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第 m章 竪穴住居の調査（南地区）

35号住居 S B035 （遺構 PL. 12、遺物 Fig. 101) 

発掘区 1I 区の L120に位置する。本住居の北西隅に38号住居が重複し南壁に32号住居が接している。平面形

は縦長形、縦4.28m 、横3.14m を測り、面積は約13.4m'である。住居の方位は N -95ー-E を取り、寵は東壁

右寄りに付設される。確認された壁高は24cm、周溝はなく、床面高は41. 30m である。覆土は11層に分けられ

た。 1 ~3 層は住居内覆土、 4 層は窯崩落土、 5 、 6 層は窯体埋没土、 7 層は窯構築材、 8~10層は32号住

居覆土、 11層は33号住居覆土である。土質は 1 層暗灰色土層、

色土層、

2 層黄褐色土層、 3 層暗灰色土層、 4 層暗灰

9 層暗灰色土層、 10層暗灰

色土層、 11層灰褐色土層を呈する。土層断面の観察から、遺構の重複関係は、 35号住居：：：：］悶昇彗］ご32号住
4 層が床面を覆う範囲までが焚口前の床部分と考えられるが、焼土、灰の堆積は薄い。 1 号ピッ

5 層暗灰色土層、 6 層暗灰色土層、 7 層黄褐色土層、 8 層暗灰色土層、

居となる。

トは貯蔵穴だが7.5cm と浅い。本住居に伴う遺物は、土師器杯2、須恵器杯 3 の合計 5 点である。
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1 遺構

36号住居 S 8036 （遺構 PL. 12、遺物 Fig. 101) 

発掘区 1I 区の H 120に位置する。平面形は横長形、縦3.28m 、横3. 71m を測り、面積は約12.2m'である。北

東隅に37号住居が、西壁も 39号住居が重複している。寵の煙道部に攪乱土城がある。住居の方位は N -95° — 

E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は45cm、周溝はなく、床面裔は41. 07m である。覆

土は 11層に分けられた。 1 、 2 層は住居内覆土、 3 層は窯崩落上、 4 、 5 層は窯体埋没土、 6 、 7 層は窯構

築材、 11層は攪乱、 8 、 9 層は39号住居覆上、 10層は37号住居覆土である。土質は 1 層暗灰色土層、 2 層暗

灰色士層、 3 層灰色土層、 4 層灰褐色上層、 5 層黄灰色上層、 6 層暗灰色土層、 7 層灰褐色土層、 8 層暗灰

色土層、 9 層暗灰色土層、 10層暗灰色土層、 11層黄褐色土層を呈する。土層断面の観察から、遺構の重複関

係は39号住居→36号住居→37号住居となる。寵の焚口前の焼土、灰の堆積は薄く範囲は不明瞭であった。南

東壁寄りに貯蔵穴が穿たれ深さは23cm を測る。本住居に伴う遺物は土師器杯 l 点である。
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第皿章 竪穴住居の調査（南地区）

37号住居 S B037 （遺構 PL. 13、遺物 PL. 26 、 F ig. IOI 、 l02)

発掘区 II 区の I 120に位置する。平面形は横長形、縦3.41m 、横5.55m を測り、面積は約18.9m'である。南

西隅は36号住居が重複している。住居の方位は N -89ー -E を取り、甑は東壁右寄りに付設される。確認され

た壁商は28cm、周溝はなく、床面高は4 1. 25m である。覆土は 12層に分けられた。 1 ~ 3 層、 11 、 12層は住居

内覆土、 4 層は窯崩落土、

層暗灰色土層、

暗灰褐色土層、

5 ~ 7 層は窯体埋没土、

3 層暗灰色土層、 4 層暗灰色土層、

8 ~10層は窯構築材である。土質は 1 層暗灰色土層、

5 層赤褐色土層、 6 層暗灰色土層、 7 層灰色土層、

2
 

8 層

9 層灰褐色土層、 10層灰褐色土層、 11層黒灰色土層を呈する。土層断面の観察から、遺構の

重複関係は36号住居→37号住居となる。寵の焚口部分の前面の焼土及び灰層の拡がりは明瞭でない。住居南

東隅には貯蔵穴があり、上端部の平面形は長方形で短辺35cmX 長辺60cm、深さは39cm を測る。本住居に伴う

遺物は、土師器杯 2 、土師器甕 8 、須恵器杯 2 、須恵器瓶 l 、須恵器蓋 2 、土錘 l の合計16点である。
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遺 構

38号住居 S 8038 （逍構 PL. 13、遺物 PL. 27 、 F ig. 102) 

発掘区 1I 区の L 120に位置する。平面形は横長形、縦3.52m 、横4.72m を測り、面積は約16.6m'である。北

西隅は未発掘部分が残り南東隅は35号住居が重複している。住居の方位は N-89°- E を取り、寵は東壁右寄

りに付設される。確認された壁高は78cm、周溝はなく、床面高は4 1. 19m である。覆土は 15層に分けられた。

1 ~ 3 、 5~9 層は住居内覆土、 4 層は窯崩落土、 10~12層は窯体埋没土、 13 、 14層は35号住居覆土、 15層

は 32号住居覆土である。土質は 1 層暗灰色土層、

灰白色土層、 6 層青灰色土層、 7 層灰白色土層、

2 層灰白色土層、

8 層暗灰色土層、

3 層黒褐色土層、 4 層灰白色土層、 5 層

9 層暗褐色土層、 10層黒褐色土層、 11層

赤褐色土層、 12層黒灰色土層、 13層暗灰色土層、 14層暗灰色土層、 15層暗褐色土層を呈する。土層断面の観

察から、遺構の重複関係は35号住居：：：悶昇げ喜となる。
で14cm と浅い。本住居に伴う遺物は、土師器杯 2 、土師器甕 2 、須恵器杯 l の合計 5 点である。

1 号ピットは貯蔵穴で深さ41cm 、 2 号ピットは軟質
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第 11I 章 竪穴住居の調査（南地区）

39号住居 S B039 （遺構 PL. 13、遺物 PL. 27 、 Fig. 102、土陪 103P) 

発掘区 11 区の H 121 に位置する。平面形は横長形、縦3.20m 、横4.07m を測り、面積は約13.0m'である。住

居の方位は N-98°- E を取り、寵はなかった。壁高は26cm、床面高は4 1. 22m である。
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40号住居 S B040 （遺構 PL. 13、遺物 Fig. 102、土層 103P) 

発掘区 1I 区の I 122 に位置する。平面形は横長形、縦1.92m 、横2.72m を測り、面積は約5.2対である。住

居の方位は N-88°- E を取り、寵は東壁中央に付設される。壁高は80cm、床面高は41. 35m である。
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遺 構

41 号住居 S 8041 （遺構 PL. 13、遺物 Fig. 102) 

発掘区 I1 区の G 121 に位置する。平面形は正方形、縦3.50m 、横3.57m を測り、面積は約12.5m'である。本

住居の北東部分に39号住居が、南壁には42号土城が近接して位置する。住居の方位は N-94°- E を取り、寵

は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は33cm、周溝はなく、床面高は41. 12m である。覆土は11層に分

けられた。 l 、 2 層は住居内覆土、 3 層は窯崩落土、 4 、 8~11層は窯体埋没土、 5 層は住居に関連するピッ

卜埋土、

土層、

土層、

6 層は住居床面下のピット埋土、

3 層暗灰色土層、 4 層暗灰色土層、

7 層は39号住居覆土である。土質は 1 層暗灰色士層、

5 層黒褐色土層、 6 層黄褐色土層、 7 層暗灰色土層、

2 層暗灰色

8 層赤褐色

9 層暗灰褐色土層、 10層黒灰色土層、 11層赤橙色土層を呈する。寵焚口前庭に焼土、灰層が広範囲に

確められ、踏み固められたように固い。 3 ケ所にピットが検出され、深さは 1 号ピット 3 cm 、 2 号ピット 8 cm 、

3 号ピット 6 cm と浅い。本住居に伴う遺物は、土師器杯 2 、土師器甕 2 、土錘 1 の合計 5 点である。
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第 1Il 章 竪穴住居の調査（南地区）

42号住居 S B042 （遺構 PL. 14 、遺物 Fig. 103) 

発掘区 1I 区の C 123に位置する。平面形は正方形、縦4.03m 、横4.32m を測り、面積は約17 .4 m'である。北

西隅は未発掘区である。住居の方位は N-100°- E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は

59cm、周溝はなく、床面高は41. 01 m である。覆土は 11層に分けられた。 l ~ 5 層は住居内覆土、 6 層は窯崩

落土、 7 ~11層は窯体埋没土である。土質は 1 層暗灰色土層、

色土層、 5 層暗褐色上層、 6 層暗褐色土層、 7 層赤橙色土層、

2 層暗褐色土層、

8 層黒灰色上層、

3 層黒褐色土層、 4 層乳灰

9 層青灰色土層、 10層黒褐

色土層、 11層暗灰色土層を呈する。寵の焚口部の両袖残欠部分は住居内に張り出し、右袖部の方がやや長い。

燃焼部分はふくらんで丸い。煙道は段を形成して曲線を描き立ち上がる。燃焼部から煙道にかけて窯底は船

底状に窪む。焚口前庭には焼土や灰の散布は少なく、

土師器杯 2 、土師器甕 l の合計 3 点である。

むしろ右袖側に拡がっている。本住居に伴う遺物は、
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1 遺構

43号住居 S B043 （遺構 PL. 14 、遺物 Pし． 27 、 Fig. 103) 

発掘区 m 区の H 124に位置する。本住居の南半分は生活道路のため発掘は不可能となった。また、調査可能

な残存部分の各壁も直線を描いていない。ここでの住居形態や計測値は周辺の住居群との比較で算出したも

のである。平面形は横長形、縦3.05m 、横3.80m を測り、面積は約11.6m2である。住居の方位は N -91ー -E 

を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は43cm、周溝はなく、床面高は41. 13m である。覆土

は 2 層に分けられた。いずれも住居内覆土である。土質は 1 層灰色砂質土層中に鉄分凝集層がまだら状に混土、

2 層暗灰色砂層中に径 2 cm大のロームブロックを混入する。床面は暗褐色を呈し、しっかりとしている。ピッ

トは 2 ケ所から検出されている。 1 号ピットは埋土は暗灰色軟質土で、径30cmの円形で深さ 17cmである。 2

号ピットは埋土に焼土、灰を若干含む暗灰色土層で、 40X60cmの楕円形で深さ 9 cm と浅い。本住居に伴う遺

物は、土師器杯 4 、土師器甕 l 、須恵器杯 3 、砥石 1 の合計 9 点である。
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第皿章 竪穴住居の調査（南地区）

44号住居 S B044 （遺構 PL. 14、遺物 PL. 27 、 Fig. 103) 

発掘区 m 区の E 125に位置する。生活反応の薄い住居であった。平面形は縦長形、縦3.82m 、横3.08m を測

り、面積は約11.8対である。住居の方位は N -103ー-E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁

高は55cm、周溝はなく、床面高は41. 05m である。覆土は 7 層に分けられた。 1 、 2 層は住居内覆土、 3 、 4
 

層は窯崩落土、 5~7 層は窯体埋没土である。土質は 1 層暗灰色砂層中に鉄分のまだら状凝集とロームブロッ

ク混土、 2 層暗灰色砂層中に径 3 ~5 cm大のロームブロック混土、 3 層灰色粘土質層に鉄分を含むまだら層

と炭化物を混土、 4 層暗灰色砂層に炭化物と灰層を混入、 5 層黒灰色の炭化物層、 6 層赤橙色を呈する焼土

ブロック、 7 層灰褐色を呈する灰層である。窯は焚口前幅60cm、奥行き 60cmで平面形は三角形を呈し、窯底

は緩やかな曲線を描き煙道部に到る。焚口前庭の焼土や灰の拡がる面は明瞭ではないが黒灰色の炭化物層が

窯底内から連続的に前庭にかけて拡がる。本住居に伴う遺物は、土師器杯 4 点である。
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遺 構

45号住居 S 8045 （遺構 PL. 14 、遺物 Fig. 103) 

発掘区 m 区の G 126に位置する。平面形は横長形、縦3.32m 、横3.91m を測り、面積は約13.0m'である。住

居の方位は N -99ー -E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は17cm、周溝はなく、床面高

は41. 43m である。覆土は 5 層に分けられた。 1 層は住居内覆土、 2~5 層は窯体埋没土である。土質は 1 層

暗灰色土層中に灰色砂層鉄分の凝集あり。 2 層暗灰色砂層に炭化物を含む。 3 層焼土層で赤橙色を呈する。

4 層炭化物層で黒灰色を呈する。 5 層は黄色ロームブロックと黄褐色土を混土する黒褐色土層である。焚口

幅は 1 m 、東壁からの奥行き1. 2m を測る大形の寵が残存していた。窯底は幅50cm、奥行き 90cmで 2 層と 5 層

の土層の境界が最終使用面と考えられる。燃焼部分が最も凹む堀り方面は焚口前庭に向かって高くなり床面

と同ーになる。焚口前庭には焼土、灰を分布する面が存在し住居中央の北寄りに拡散している。本住居に伴

う遺物で復元可なものは、土師器杯 4 、士師器甕 2 、須恵器甕 1 、須恵器内黒 1 の合計 8 点である。
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第皿章 竪穴住居の調査（南地区）

46号住居 S 8046 （遺構 PL. 14 、遺物 Fig. 103) 

発掘区圃区の C 129に位置する。住居の南西隅は発掘調在区域外であった。北東70cmに近接して47号住居が

位置する。平面形は縦長形、縦4.23m 、横3.llm を測り、面積は約13.2m'である。住居の方位は N -95ー-E 

を取り、甑は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は43cm、周溝はなく、床面高は41. 13m である。覆土

は 3 層に分けられた。いずれも住居内覆土である。土質は 1 層暗灰色粘土質砂層中に鉄分のまだら状の凝集

層を混土、 2 層暗灰色砂層に径 2 ~3 cm大のロームブロック混土、 3 層灰色砂層に径 1 ~2 cmのロームブロッ

クを混土する。寵は焚口幅40cm、長さ1.4m を測る。底面はなだらかに曲線を描いて立ち上がる。焚口前庭部

の焼土及び灰層の分布は不明瞭で範囲を確定できなかった。本住居に伴う遺物は、土師器杯 3 、須恵器杯 1

の合計 4 点である。安山岩のこぶし大の円礫が 4 点床面に接して出土している。使用痕跡は認められなかった。
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ー 遺 構

47号住居 S 8047 （遺構 PL. 15 、遺物 Fig. 104) 

発掘区川区の D 129に位置する。平面形は横長形、縦2.77m 、横3.60m を測り、面積は約10.0m2である。住

居の方位は N-97°- E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は18cm、周溝はなく、床面高

は4 1. 44m である。覆土は10層に分けられた。 1 、 2 層は住居内覆土、 3~6層は窯体埋没土、 7 層は窯構築材、

8~10層は48号住居覆土である。土質は 1 層灰色土層、 2 層灰色土層、 3 層暗灰色土層、 4 層灰褐色土層、

5 層黒褐色土層、 6 層暗灰色士層、 7 層暗灰色土層、 8 層暗灰色土層、 9 層灰色土層、 10層灰色土層を呈する。

土層断面の観察から、遺構の重複関係は47号住居→48号住居となる。寵の焚口前幅は50cm、奥行きは60cm を

測る。燃焼部の底面は緩やかな曲線を描きながら立ち上がる。寵使用時の底面は、 7 層上面、 6 層中にあっ

たものと考えられる。 1 号ピットは灰の掻き出し部と推考され深さ約20cm、右袖に接する 2 号ピットは貯蔵

穴にしては小さく深さ約12cm を測る。本住居に伴う遺物は、土師器杯 4 点である。
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第 11I 章 竪穴住居の調査（南地区）

48号住居 S 8048 （遺構 PL. 15、遺物 PL. 27 、 28 、 F ig. 104) 

発掘区 1lI 区の E 130に位置する。平面形は縦長形、縦3. 74m 、横2.76m を測り、面積は約10.3対である。住

居の方位は N -99ー-E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は58cm、周溝はなく、床面高

は4 1. 02m である。覆土は 8 層に分けられた。 1 ~4 層は住居内覆土、 5 、 6 層は窯体埋没土、 7 、 8 層は47

号住居覆土である。土質は 1 層鉄分凝集が多く見られ炭化物とローム風化粒の混入した粘質砂層で暗灰色土

層、 2 層炭化物を含む灰色砂層、 3 層炭化物とロームブロックを含む灰色砂層、 4 層ロームブロックを多量

に含む粘質暗灰色上層、 5 層暗灰色粘土質砂層、 6 層暗灰色砂層に炭化物層と焼土を含む。 7 層鉄分凝集の

強い灰色砂質層、 8 層灰色砂質層に黒色粘土ブロックを混土する。土層断面の観察から、遺構の重複関係は

47号住居→48号住居となる。焚口前幅40cm、奥行き1. 5m を測る。底面は 3 つの小さな段を持ちながら緩やか

に立ち上がる。本住居に伴う遺物は、土師器杯 5 、土師器甕 l 、須恵器杯 3 点の合計 9 点である。
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遺 構

49号住居 S B049 （遺構 PL. 15、遺物 PL. 28 、 Fig. 104) 

発掘区N区の E 131 に位置する。平面形は縦長形、縦3.50m 、横2.81m を測り、面積は約9.8対である。住

居の方位は N-102°- E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は44cm、周溝はなく、床面高

は41. 18m である。図示できなかったが本住居址の検出面までは表土から約50cm を測り、上下約25cmずつの 2

層に分層できた。上層は褐色の現耕作土、下層は粘質の灰褐色土層であった。住居址内の覆土は 2 層に分層

され上下それぞれ約25cm を測る。上層は灰褐色粘質土、下層は灰褐色軟質土層であった。表示した覆土は 2

層に分けられた。 1 層は窯崩落土、 2 層は窯体埋没土。土質は 1 層灰褐色粘質土中に、黒色粘土ブロック混入、

2 層黒色粘質土層で下部は灰白色の砂質分になるが粘性強く固い。寵の焚口幅40cm、奥行き1. 2m で両袖は粘

土で固定した凝灰岩の立石が使用されていた。灰層と焼土は、焚口前庭から右寄りに広範囲に分布していた。

本住居に伴う遺物は、土師器甕 1 、須恵器内黒 1 の合計 2 点である。
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第 1Il 章 竪穴住居の調査（南地区）

50号住居 S B050 （遺構 PL. 15、叫物 PL. 28 、 F ig. 104) 

発掘区W区の G 134に位置する。平面形は横長形、縦3.10m 、横4.17m を測り、面積は約12.9m'である。住

居の方位は N-100°- E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は44cm、周溝はなく、床面高

は41.18m である。授土は 4 層に分けられた。 1 、 2 層は住居内毅土、 3 層は窯崩落土、 4 層は窯構築材であ

る。土質は 1 層褐色土層で焼土粒子及び暗褐色粘土粒子をわずかに含み、砂質でしまっている。 2 層褐色土

層で暗褐色土粒を大きくブロック状に含む。 3 層褐色土層で焼土粒と暗褐色粘土粒を多量に含む。 4 層暗灰

色土層で粘土ブロックが主体である。術の焚口幅は50cm、奥行き 60cmの平面は半球形を呈し、煙道は更に小

突起状にのびる。断面形は焚口から燃焼部は平坦で続き急に立ち上がって煙道に移行する。焚口右隅の南壁

に接して長円形のピットが穿たれていた。深さ 20cm を測り炭化物、 ー褐色土を埋土とするこ
とから貯蔵穴と推考される。本住居に伴う遺物は、土師器杯 3 、土師器甕 1 の合計 4 点である。
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遺 構

51 号住居 S 8051 （遺構 PL. 16、遺物 Fig. 104) 

発掘区N区の H 136 に位置する。平面形は正方形、縦3.05m 、横3.00m を測り、面積は約9.2m'である。住

居の方位は N -96ー -E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は44cm、周溝はなく、床面高

は4 1. 18m である。覆土は 4 層に分けられた。 1層は住居内覆土、 3層は窯体埋没土、 4層は窯構築材、 2層は住

居床下のピット埋土である。土質は 1 層暗褐色粘質土層、 2 層黄褐色ローム質土層、 3 層灰褐色土層でしまっ

ており、炭化物、焼土ブロックを含む。 4 層赤橙色を呈し、粘土で焼けている層。寵の焚口幅は45cm、煙道

までの全長は1. 15m を測る。燃焼部までの奥行きは長さ 65cmで幅は焚口幅と同じ45cm を測る。底部は焚口部

よりなだらかに立ち上がり煙道部分で屈曲しで煙道に至る。寵の位置は、東壁の南東隅を利用して構築する

ために右袖は壁より 50cm も突出している。焚口前面は焼土と炭化物を含む灰層が分布する。南東隅に貯蔵穴

が穿たれ南北方向に細長い平面形状で深さは20cm を測る。本住居に伴う遺物は、須恵器壺 1 点である。
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第皿章 竪穴住居の調介（南地区）

52号住居 S B052 （遺構 PL. 16、遺物 PL. 28 、 29 、 Fig. 104 、 105)

発掘区N区の C 131 に位置する。平面形は正方形、縦3. 70m 、横3.57m を測り、面積は約13.2m'である。住

居の方位は N -96ー -E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は44cm、周溝はなく、床面高

6 層は窯体埋没は4 1. 18m である。覆土は 6 層に分けられた。 l ~ 3 層は住居内覆土、 4 層は窯崩落土、

土である。土質は 1 層暗灰色土層で黒色プロック混入、 2 層暗灰色土層で砂質が強い。

5 、

3 層暗褐色土層で黒

色ブロックを含むが 1 層より若干明るい。 4 層暗褐色土層で若干焼土を含む。 5 層暗褐色土層で多量の焼土

を含み、灰、炭化物も混人する。 6 層黒褐色土層で地山の崩れも含む。寵の焚口前幅は50cm、奥行きは45cm

で丸くすぽまる。焚口前庭部は炭化物、焼土を含む灰層が南東隅全体に分布している。 1 号ピットは北壁の

外に接するように検出面から深さ 16cm 、 2 号ピットは20cm 、 3 号ピットは 15cmで貯蔵穴と考えられる。本住

居に伴う遺物は、土師器杯 4 、土師器甕 6 、須恵器杯 2 の合計12点である。
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ー 遺 構

53号住居 S 8053 （遺構 PL. 16、土層 103P) 

発掘区N 区の E 137 に位置する。平面形は横長形、縦2.05m 、横3.00m を測り、面積は約6.2m'である。住

居の方位は N-121°-E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。壁高は18cm、床面高は41.52 m である。
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54号住居 S 8054 （遺構 PL. 16、遺物 PL. 29 、 F ig. 105、土層 103P) 

発掘区W区の I 137に位置する。平面形は正方形、縦2.55m 、横2.65m を測り、面積は約6.8m'である。住

居の方位は N-99°- E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。壁高は23cm、床面高は41.57 m である。
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第 m章竪穴住居の調査（南地区）

55号住居 S B055 （遺構 PL. 16、遺物 PL. 29 、 Fig. 105) 

発掘区N区の C 138に位置する。寵は焚口前幅25cm、最大幅50cm、燃焼部までの奥行きは56cm を測る。袋状

の平面形である。断面形は底部が平坦で煙道部で急激に立ち上がっている。燃焼部の底面には船底状にピッ

トが残り、 2 、 3 層が埋っている。床面から穿たれたピットは 2 ケ所ある。 1 号ピットは床面中央北寄りに

平面形が楕円形を呈し深さ 13cm を測る。南東隅には貯蔵穴と考えられる 2 号ピットが位置し深さ 31cmで、円

形ピットに深さ 6 cmの溝が連接する。平面形は横長形、縦2.89m 、横3.57m を測り、面積は約10.3m'である。

住居の方位は N-100°- E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は14cm、周溝はなく、床面

高は41. 70m である。覆土は 3 層に分けられた。 1 層は住居内覆土、 2 、 3 層は窯構築材である。土質は 1 層

灰褐色土層で粘性を有し炭化物、暗褐色粘質粒を含む。 2 層は焼土及び灰の堆積層で赤橙色を呈する。 3 層

は褐色土層でわずかに暗褐色ブロックを含むしまった層である。本住居に伴う遺物は、土師器杯 2 点である。
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遺 構

56号住居 S 8056 （遺構 PL. 16、遺物 Fig. 105) 

発掘区N区の D 138に位置する。平面形は縦長形、縦3.45m 、横2.80m を測り、面積は約9.7m2である。住

居の方位は N-l18°- E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は12cm、周溝はなく、床面高

は4 1. 67m である。覆土は 4 層に分けられた。 1 層は住居内覆土、 2 、 3 層は窯崩落土、 4 層は窯構築材であ

る。土質は 1 層褐色土層でややしまった鉄分を含む層、 2 層暗褐色土層で粘質土でしまっている。 3 層焼士

及び灰の堆積層で赤褐色を呈する。 4 層褐色土層でわずかに暗褐色ブロックを含むしまった層である。寵の

平面形は口のすぼまった袋状を呈する。焚口前幅は25cm、中央最大幅は40cm、燃焼部奥幅は35cm となる。全

長は70cm を測る。燃焼部底面は 4 層上面である。焚口部でややくぼみなだらかに立ち上がりながら煙道に至る。

焼士、炭化物を含む灰層は寵内部のみに堆積し、焚口前庭部分では僅かに認められるのみであろう。南東隅

には貯蔵穴が穿たれ深さは12cm と浅かった。本住居に伴う遺物は、土師器甕 1 である。
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第旧章 竪穴住居の調査（南地区）

57号住居 S B057 （遺構 PL. 17、遺物 PL. 29 、 F ig. 105) 

発掘区W区の F 139に位置する。平面形は横長形、縦3.28m 、横4.50m を測り、面積は約14.8m'である。住

居の方位は N-121°-E を取り、籠は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は18cm、周溝はなく、床面高

は41. 65m である。覆土は 4 層に分けられた。 1 、 2 層は住居内覆土、 3 層は窯崩落土、 4 層は窯体埋没土で

ある。土質は 1 層掲色土層でわずかに炭化物を含みしまっている。 2 層褐色土層で灰白粘土粒と焼土粒を含

む砂質土層、 3 層灰褐色土層で灰白色粘土粒を多羅に含む。 4 層灰と焼土の堆積層で赤橙色を呈する。現状

での焚口前幅は40cm を測り、中央最大幅は60cm、燃焼部奥幅は50cm とすほまる。窯全長は 1 m を測り、燃焼

部までは65cm、小さく突起する煙道は35cm を測る。焚口前庭から燃焼部煙道にかけて甑底面はゆるやかに立

ち上がってゆく。燃焼部下面には灰の掻き出しのための凹みがある。焚口前庭には右袖前方側に向かって小

範囲の灰堆積層が広がる。本住居に伴う遺物は、土師器甕 1 、灰釉 2 の合計 3 点である。
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ー 遺 構

58号住居 S 8058 （遺構 PL. 17、遺物 Fig. 105) 

発掘区N区の F 142に位置する。平面形は横長形、縦2 .47m 、横3.27m を測り、面積は約8. lm'である。住

居の方位は N -106ー-E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は31cm、周溝はなく、床面高

は41.63m である。覆土は 4 層に分けられた。 1 ~ 3 層は住居内覆土、 4 層は59号住居覆土である。土質は 1

層褐色土層でわずかに炭化物を含む砂質土層、 2 層暗灰色土層、 3 層灰と焼土、炭化物の堆積層で黒褐色を

呈する。 4 層暗褐色砂質土層である。土層断面の観察から、遺構の重複関係は59号住居→58号住居となる。

縦の焚口前幅は50cm、燃焼部奥幅も 50cm、奥行き 40cmで平面形は長方形を呈する。燃焼部は平坦な面を持ち

約10cmの段差を持って立ち上がり煙道部に連接する。煙道は前幅20cmで長さ1. 1 m を測り緩傾斜を持つ。ピッ

トは 2 つ検出され、 1 号ピットは貯蔵穴で南東隅に位置し深さ 20cm を測る。 2 号ピットは縦前面に位置し円

形を呈し深さは 6 cm と浅い。本住居に伴う遺物は、土師器甕 5 、須恵器杯 1 、須恵器瓶 1 の合計 7 点である。
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第 m章 竪穴住居の調査（南地区）

59号住居 S 8059 （遺構 PL. 17、遺物 PL. 29 、 F ig. 106) 

発掘区N区の G 143に位置する。平面形は縦長形、縦4.77m 、横3.35m を測り、面積は約16.0m'である。住

居の方位は N -78ー -E を取り、鼈は北東壁右寄りに付設される。確認された壁高は44cm、周溝はなく、床面

高は41. 60m である。覆土は 6 層に分けられた。 1 ~ 3 、 5 、 6 層は住居内覆土、 4 層は窯崩落土である。土

質は 1 層暗褐色土層で砂質分が多く含まれ、鉄分の凝集が見られる。 2 層暗褐色砂質層、 3 層青灰色粘土層

でまだらロームブロックを含む。 4 層青灰色粘土プロックを多量に含む層。 5 層砂質分の多いサラサラした

暗褐色土層で、 6 層砂質で鉄分を含む暗褐色土層である。土層断面の観察から、遺構の重複関係は59号住居

→58号住居となる。寵の焚口は前幅は50cm、煙道までの全長1.4m を測る。寵の底面は小さな起状をもつもの

の平坦であり煙道部分で急に立ち上がる。 1 号ピットは 10cm 、 2 号ピットは 3 cm といずれも浅い。本住居に

伴う遺物は、土師器杯 3 、土師器甕 8 、須恵器杯 3 の合計14点である。
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遺 構

60号住居 S 8060 （遺構 PL. 17 、遺物 PL. 30 、 F ig. 106) 

発掘区W区のJ 143に位置する。平面形は横長形、縦3.18m 、横4.43m を測り、面積は約14.1 n1'である。住

居の方位は N-107°-E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は26cm、周溝はなく、床面高

は41. 66m である。覆土は 6 層に分けられた。 1 、 2 層は住居内覆土、 5 、 6 層は窯体埋没土、 3 、

居に関連するピソト埋土である。土質は 1 層褐色土層で砂をわずかに含み鉄分の凝集も見られる。

4 層は住

2 層灰褐

色上層で鉄分の凝集が見られ炭化物も含む。 3 層灰褐色士層で炭化物、粘土を含む。 4 層灰褐色士層で灰、

焼土と青灰色粘土を含む。 5 層青灰色粘土層、 6 層軟かくふわふわした褐色土層である。土層断面の観察から、

遺構の菫複関係は60号住居→354土堀となる。床面からのピットは 4 ケ所あり、 1 号ピットは12cm 、 2 号ピッ

トは 9 cm 、 3 号ピットは12cm 、 4 号ピットは10cm と浅い。 2 号ピットの周辺には灰白色粘土が分布している。

本住居に伴う遺物は、土師器杯 2 、土師器甕 4 、須恵器杯 1 、須恵器内黒 1 、灰釉 3 の合計11点である。
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第 III 章 竪穴住居の調査（南地区）

61 号住居 S 8061 （道構 PL. 18、遺物 PL. 30 、 F ig. 107) 

発掘区W 区の B 143 に位置する。平面形は横長形、縦2.65m 、横3.29m を測り、面積は約8.7m'である。住

居の方位は N-16°-E を取り、瓶は北壁右寄りに付設される。確認された壁高は14cm、周溝はなく、床面高

は4 1. 80m である。覆土は 5 層に分けられた。 1 、 3層は住居内覆土、 2 、 4 、 5層は窯崩落土である。土質は 1

層褐色土層でやや軟かな砂質土、 2 層青灰色粘土層、 3 層褐色士の砂層、 4 層褐色土層で粘土と焼土と灰を

含む。 5 層黒褐色土の砂層である。寵の焚口部分の両袖は 10cmから 20cm ほど残存しており地山を削り残して

白色粘土を被覆している。焚口前幅は40cmで燃焼部分の幅も同寸法を測り奥行き部分は丸く始末する。煙道

部分は幅15cmで長さ 50cm と細長く続く。砥の底面は焚口部分から燃焼部分にかけては平坦で、煙道部分から

は緩やかな曲線を描いて立ち上がる。焚口前庭部の灰層の範囲は幅95cm、前方に70cmであり、踏み固められ

ている。本住居に伴う遺物は、土師器甕 5 、須恵器杯 3 、灰釉 2 、緑釉 l の合計11点である。
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遺 構

62号住居 S 8062 （遺構 PL. 18、遺物 PL. 30 、 Fig. 107) 

発掘区N区の E 144 に位置する。平面形は正方形、縦3.08m 、横3.32m を測り、面積は約10.2m'である。住

居の方位は N -99ー -E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は38cm、周溝はなく、床面高

は41. 62m である。覆土は 4 層に分けられた。 1 、 2 層は住居内覆土、 3 、 4 層は窯体埋没土である。土質は

1 層褐色土層で暗灰色の粘土ブロックを含みやや砂質土を含む。 2 層褐色の砂質土層で鉄分の凝集が見られ

る。 3 層灰白色土層で砂質を滞び、焼土ブロックも混入、 4 層焼土と灰と炭化物の堆積層で赤褐色を呈する。

寵の燃焼部分は幅50cm、奥行き 40cm を測り、平面形は楕円に近い。煙道は幅15cm で長さ1. 2m と細長い。ピッ

トは 4 ケ所で検出された。

2 号ピットは 13cmである。

1 号ピットは 19cm と深く埋土中に焼土の混入が認められ貯蔵穴の可能性もある。

3 号ピットは22cm と深くその位置から貯蔵穴と推考される。 4 号ピットは 4 cm と

浅い。本住居に伴う遺物は、土師器甕 3 、須恵器杯 4 、須恵器甕 l 、須恵器内黒 l の合計 9 点である。
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第 m章 竪穴住居の調査（南地区）

63号住居 S B063 （遺構 PL. 18、遺物 Fig. 107) 

発掘区N区の C 144に位置する。本住居は64号住居と重複している。平面形は横長形、縦2.33m 、横2.90m

を測り、面積は約6.8m2である。住居の方位は N-116°- E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された

壁高は16cm、周溝はなく、床面高は41. 84m である。覆土は 4 層に分けられた。 1 、 2 層は住居内覆土、 3 層は

窯崩落土、 4 層は窯体埋没土である。土質は 1 層褐色砂質土層で鉄分の凝集が見られる。 2 層焼土層で暗褐色

3 層褐色砂質土層で焼土を含む。 4 層赤橙色土層で灰と焼土と炭化物の堆積がみられる。土層断

面の観察から、遺構の重複関係は63号住居→64号住居となる。前述のように64号住居によって寵の一部分と南

を呈する。

壁寄りが残されていただけであった。寵の焚口前庭部の範囲は菫複により不明である。煙道部分は幅20cmで

長さ 90cm と細長い。右袖の位置付近に 1 号ピットが穿たれている。埋土に焼土や灰を混入しているが10cm と

浅い。 2 号ピットは深さ 11cmで床面から穿たれたものである。本住居に伴う遺物は、須恵器杯 1 点である。
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遺 構

64号住居 S 8064 （遺構 PL. 18、遺物 PL. 30 、 Fig. 108) 

発掘区W区の C 144に位置する。平面形は横長形、縦3.00m 、横3.35m を測り、面積は約10.1m2である。住

居の方位は N-93°- E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は23cm、周溝はなく、床面高

は41. 74m である。覆土は 9 層に分けられた。 1 、 2 層は住居内覆土、 3 層は窯崩落土、 4 層は窯体埋没土、

5 ~ 7 層は窯構築材、 8 、 9 層は住居に関連するピット埋土である。土質は 1 層褐色土層、

3 層暗褐色土層、 4 層黒灰色土層、 5 層暗灰色土層、 6 層暗灰色土層、 7 層赤橙色土層、

2 層赤橙色土層、

8 層黒褐色土層、

9 層黒灰色土層を呈する。土層断面の観察から、遺構の重複関係は63号住居→64号住居となる。寵の焚口前

幅は50cm を測り煙道までの長さはl. lm で平面形は三角形を呈する。焚口前庭部の灰層は右袖に近く穿たれた

貯蔵穴まで覆う。 ピットの深さは、 1 号は31cm 、 2 号は 10cm 、 3 号は 18cm 、 4 号は 7 cm 、 5 号は21cm と比較

的深い。本住居に伴う遺物は、土師器杯 1 、上師器甕 1 、須恵器杯 3 、須恵器甕 2 の合計 7 点である。
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第 III 章 竪穴住居の調査（南地区）

65号住居 S B065 （遺構 PL. 18、遺物 PL. 30 、 Fig. 108) 

発掘区N 区の E 145 に位置する。平面形は縦長形、縦3.47m 、横2.50m を測り、面積は約8.7m'である。住

居の方位は N -104ー-E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は12cm、周溝はなく、床面高

は41. 81 m である。覆土は 9 層に分けられた。 1 、 2 層は住居内覆土、 3~ 5 層は窯崩落土、 6 、 8 層は窯体

埋没土、

色土層、

7 層は窯構築材、

4 層赤橙色土層、

8 層は窯前ピット埋土である。土質は 1 層褐色土層、

5 層灰褐色土層、 6 層暗褐色土層、 7 層暗灰色土層、

2 層暗褐色土層、

8 層灰褐色土層、

3 層暗灰

9 層赤褐

色土層を呈する。土層断面の観察から遺構の重複関係は66号住居→65号住居となる。寵の焚口前幅は35cm 、

燃焼部の奥行きは90cm を測る。緩やかに曲線を描いて立ち上がる燃焼部の底面は段差を持って煙道に移行す

る。煙道の幅は20cm長さは50cmである。ビットは 4 ケ所にあり、深さは、

3 号ピット 25cm 、 4 号ピット 14cm を測る。本住居に伴う遺物は、土師器甕 1 、須恵器杯 2 の合計 3 点である。

F a',,a2 

神

145 

\ 

X 

／
争

-
a
 李

1 号ピット 25cm 、

令
'
E
t
.
N
<

"e 

+ 

c
c
o
 

z
c
c
o
 

2 号ピット llcm 、

l 

"'-0-
l 

Figｷ 76 第65号竪穴住居 ゜| | | | | 1 
（基準高さ 42.2m) 

3m 

I 

86 



遺 構

66号住居 S 8066 （遺構 PL. 19、遺物 Fig. 108) 

発掘区N区の D 146に位置する。平面形は横長形、縦3.19m 、横3.70m を測り、面積は約11.8m'である。住

居の方位はN -100ー-E を取り、寵は東壁中央に付設される。確認された壁高は60cm、周溝はなく、床面高は

41. 33m である。覆土は 7 層に分けられた。 1 、 2 層は住居内覆土、 3 、 4 層は窯体埋没土、 5 、 6 層は67号

住居覆土、

質である。

7 層は65号住居覆土である。土質は 1 層褐色土層で鉄分が含まれる砂質土層、 2 層褐色土層で砂

5 層褐色土層で鉄分を含む

砂質層である。 6 層暗灰色砂質土層である。土層断面の観察から遺構の菫複関係は66号住居＜ば悶汀げ喜となる。
寵の焚口前幅は55cmで燃焼部幅と同寸法である。奥行きは70cm を測る。煙道幅は25cm位で長さは95cm を測る。

3 層暗褐色土層でサラサラした砂を含む粘質土層、 4 層暗灰色土層、

寵の底面は燃焼部と煙道の境で段差を持ち緩やかに立ち上がる。ピットの深さは、 1 号ピット 6 cm 、 2 号ピッ

ト 4 cm 、 3 号ピット 8 cmである。本住居に伴う遺物は、土師器杯 l 、土師器甕 3 の合計 4 点である。
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第 III 章 竪穴住居の調査（南地区）

67号住居 S B067 （遺構 PL. 19、遺物 PL. 31 、 F ig. 108) 

発掘区N区の D 146に位置する。本住居の北東隅は66号住居と菫複している。平面形は正方形、縦4.37m 、

横4.55m を測り、面積は約19.9m'である。住居の方位は N-12°-W を取り、寵は北壁右寄りに付設される。確

認された壁高は52cm、周溝はなく、床面高は41. 42m である。覆土は 4 層に分けられた。

土、 3 、 4 層は66号住居覆土である。土質は 1 層褐色土層で鉄分を含む砂質層である。

l 、 2 層は住居内覆

2 層暗褐色土層で灰

と焼土の堆積層、 3 層褐色土層で鉄分が含まれる砂質土、 4 層褐色砂質土層である。土層断面の観察から遺

構の重複関係は66号住居→67号住居となる。寵は焚口前庭部の灰、焼土の分布範囲は明確にできなかった。

焚口前幅は55cmで全長は約95cmである。燃焼部分の最大幅と奥行きは55cmで平面は方形を呈する。寵の底面

は緩やかに立ち上がり急に屈曲しで煙道に至る。遺物は寵周辺に集中し、全て灰層の上からの出土であった。

本住居に伴う遺物は、土師器杯 2 、土師器鉢 l 、土師器甕 3 、須恵器杯 1 の合計 7 点である。
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ー 遺 構

68号住居 S B068 （遺構 PL. 19、遺物 PL. 3] 、 Fig. 109) 

発掘区N 区の H 148に位置する。平面形は横長形、縦2.25m 、横3.58m を測り、面積は約8. lm'である。住

居の方位は N-102°-E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は45cm、周溝はなく、床面高

は41. 24m である。覆土は 11層に分けられた。 1 ~4 層は住居内覆土、 9 、 10層は窯崩落土、 5~8層は窯体埋

没土、 11層は窯前のピット埋土である。土質は 1 層暗灰色土層、 2 層暗褐色士層、 3 層灰褐色土層、 4 層暗

灰褐色土層、 5 層赤橙色土層、 6 層赤橙色土層、 7 層暗灰色土層、 8 層灰色土層、 9 層暗灰色土層、 10層赤

橙色土層、 11層赤褐色土層を呈する。寵の焚口前幅は50cm、燃焼部幅もほとんど変わらず、奥行きは35cmの

みが残存している。焚口部から燃焼部までは寵の底部は緩傾斜、煙道部で段差を持ち傾斜を強め検出面まで

至る。焚口前庭の灰層は南東隅、右袖側に広範囲に広がっている。 1 号ピットは 5 cm と浅く、貯蔵穴と考え

られる 2 号ピットは22cm と深い。本住居に伴う遺物は、土師器甕 3 、須恵器杯 2 の合計 5 点である。
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第 m章 竪穴住居の調査（南地区）

69号住居 S B069 （遣構 PL. 19、遺物 PL. 3] 、 Fig. 109) 

発掘区N区の F 151 に位置する。平面形は横長形、縦2.18m 、横3.22m を測り、面積は約7.0m'である。住

居の方位は N -115ー-E を取り、甑は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は33cm、周溝はなく、床面高

は41. 41 m である。覆土は 6 層に分けられた。 1 、 2 層は住居内覆土、 3~ 5 層は窯崩落土、 6 層は窯構築材

である。土質は 1 層褐色土層、 2 層褐色土層で焼土の小粒子と炭化物を含む粘質土層、 3 層赤褐色土層、 4
 層黒灰色土層、 5 層焼土、炭化物を含む粘質土で灰褐色土層を呈する。 6 層は灰褐色粘土ブロソクである。

寵の焚口前幅と燃焼部最大幅とも 55cm を測り燃焼部分の奥行きは35cm と短かい。両袖は欠落してなかった。

煙道最大幅25cmは手前にあり、長さは60cm を測る。寵の使用断面は 6 層直上にあり、焚口前面から煙道部ま

では平坦で煙道奥で急に立ち上がる。右袖側、住居の南東隅には貯蔵穴が穿たれ深さは19cm と浅い。本住居

に伴う遺物は、土師器杯 1 、土師器甕 6 、須恵器杯 4 、灰釉 2 の合計13点である。
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遺 構

70号住居 S 8070 （遺構 PL. 19、遺物 PL. 31 、 32 、 Fig. 110) 

発掘区N区の C 152に位置する。平面形は横長形、縦2.50m 、横3.22m を測り、面積は約7.2m2である。住

居の方位は N-108°- E を取り、蔽は東壁中央に付設される。確認された壁高は47cm、周溝はなく、床面高は

41.41 m である。覆土は 18層に分けられた。 1 ~ 3 層は住居内覆土、 4~8 層は窯崩落上、 9~17層は窯体埋

没土、 18層は窯構築材である。土質は 1 層暗灰褐色土層、 2 層暗灰褐色土層、 3 層暗褐色土層、 4 層赤褐色

土層、 5 層黒灰色土層、 6 層赤橙色土層、 7 層灰褐色土層、 8 層黒灰色土層、 9 層暗褐色土層、 10層白色土層、

11層黒灰色土層、 12層暗褐色土層、 13層暗赤橙色土層、 14層暗褐色土層、 15層赤橙色土層、 16層赤褐色土層、

17層黒色土層、 18層灰褐色土層を呈する。土層断面の観察から、遺構の重複関係は70号住居→71号住居となる。

寵の遺存状況は大変良好であった。焚口幅は35cm、長さ 1.25m を測る。燃焼部長さは80cm、煙道部長さは45cm

である。本住居に伴う遺物は、土師器甕 3 、須恵器杯 6 、須恵器甕 4 、灰釉 2 の合計15点である。
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第 rn章 竪穴住居の調査（南地区）

71 号住居 S 8071 （遺構 PL. 20、迫物 PL. 32 、 F ig. 110) 

発掘区W区の D 152に位置する。平面形は横長形、縦4.47m 、横5.59m を測り、面積は約25.0m'である。住

居の方位は N-95°- E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は45cm、周溝はなく、床面高

は41. 47m である。覆土は 9 層に分けられた。 1 ~4 層は住居内覆土、 5 層は窯崩落土、 6 層は窯構築材、 7
 

~ 9 層は窯体埋没土である。土質は 1 層褐色上層、 2 層灰色土層、 3 層灰色土層、 4 層灰色土層、 5 層赤橙

色土層、 6 層灰白色土層、 7 層暗灰色土層、 8 層灰白色土層、 9 層赤褐色土層を呈する。土層断面の観察か

ら遺構の重複関係は70号住居→71号住居となる。寵の焚口幅は50cm 、全長1. 3m を測る。床面から穿たれたピッ

トは 7 ケ所である。それぞれの深さは 1 号ピットは 2 cm 、

トは 9 cm 、 5 号ピットは 19cm 、

伴う遺物は、須恵器杯 6 、須恵器内黒 2 、灰釉 4 、土錘 l の合計13点である。
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1 遺構

72号住居 S B072 （遺構 PL. 20、遺物 PL. 32 、 Fig. 111) 

発掘区N 区の C 153 に位置する。平面形は横長形、縦2.26m 、横3.10m を測り、面積は約7.0m'である。住

居の方位は N -18ー -E を取り、寵は北東隅に付設される。確認された壁高は36cm、周溝はなく、床面高は41. 54m

である。覆土は 2 層に分けられた。いずれも住居内覆士である。土質は 1 層褐色土層で炭化物、焼土の小塊

を含み鉄分の凝集も見られる。 2 層灰褐色土層で粘性の増す砂質土でわずかに鉄分の凝集が見られる。寵は

北東隅に位置する。残存する焚口幅は50cmで燃焼部幅と同じである。燃焼部の奥行きも 50cm を測り、平面形

は隅の落ちた方形を呈する。煙道部は手前幅は最大で20cm、長さは50cm を測る。燃焼部の床面下には幅30cm 、

長さ 40cm、最深 5 cmの楕円形の灰掻き出しのためと考えられる浅いピットが認められた。焚口前庭部の灰層

は同心円状に広がる。ピットは南壁に寄って 1 ケ所検出された。長さ 50cm、幅25cmの偏楕円形で深さ 37cm と

深い。本住居に伴う遺物は、須恵器杯 6 、須恵器甕 2 、灰釉 2 の合計10点である。
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第川章 竪穴住居の調査（南地区）

73号住居 S 8073 （遺構 PL. 20、遺物 PL. 33 、 F ig. 111 、 112)

発掘区W区の F 153に位置する。北西隅に74号住居が重複している。平面形は横長形、縦2.20m 、横3.llm

を測り、面積は約6.8m2である。住居の方位は N -100ー-E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認され

た壁高は34cm、周溝はなく、床面高は41.62m である。覆土は 6 層に分けられた。 1 ~ 3 層は住居内覆土、 4 、

5 層は窯構築材である。土質は 1 層褐色土層でやや粘性を持つ砂質土、 2 層灰褐色土層で砂質分が強い。 3

層灰褐色土層で砂層、炭化物をわずかに含む。 4 層赤褐色土層で粘土ブロックを含む。 5 層灰褐色土層で炭

化物＋灰＋焼土を含む。 6 層は灰褐色粘土ブロックである。土層断面の観察から遺構の重複関係は74号住居

→73号住居となる。寵の焚口幅は40cm、煙道部までの長さは1. 2m を測る。燃焼部内には凝灰岩の熱で割れた

石が落ち込んでいた。西壁寄りにはピットが検出され、深さは 16cm を測る。本住居に伴う遺物は、土師器杯 1 、

土師器甕 8 、須恵器杯 7 、須恵器甕 l 、須恵器蓋 l 、土錘 2 の合計20点である。
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1 遺構

74号住居 S 8074 （遺物 PL. 33 、 F ig. 112) 

発掘区N区の F 154に位置する。平面形は横長形、縦3.34m 、横4.11 m を測り、面積は約13. 7m'である。住

居の方位は N-101°-E を取り、瓶は東壁右寄り、東壁中央に付設される。確認された壁高は23cm、周溝はな

く、床面高は4 1.71 m である。覆土は 2 層に分けられた。 1 層は住居内覆土、 2 層は窯崩落上である。土質は

1 層褐色土層でややしまった粘土まじりの砂質土層、 2 層褐色土層で炭化物と焼土が含まれる。土層断面の

観察から遺構の重複関係は74号住居→73号住居→394号土城となる。北縦の焚口幅は60cm 、全長1. 2m 、南寵

の焚口幅は50cm、全長1. 7m を測る。焚口前庭部の灰層の広がりは北寵では認められなかったが南寵では前庭

から右袖方向にかけて灰に炭化物、焼土の混入する薄い層が認められた。これから考えると南寵の方が北寵

よりも新しいとも考えられようか。ピットは 2 ケ所検出され、 1 号ピットは 18cm 、 2 号ピットは28cmの深さ

である。本住居に伴う逍物は、土師器甕 2 、須恵器杯 4 、須恵器壺 1 、灰釉 2 、土錘 6 の合計15点である。
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第 m章 竪穴住居の調査（南地区）

75号住居 S B075 （遺構 PL. 20、遺物 PL. 33 、 Fig. 111 、 112)

発掘区N区の B 154 に位置する。平面形は横長形、縦2.18m 、横2.53m を測り、面積は約5.5対である。住

居の方位は N -105ー-E を取り、福は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は35cm、周溝はなく、床面高

は41. 61 m である。覆土は 12層に分けられた。 l ~3 層は住居内覆土、 4 ~ 7 層は窯崩落土、 8~10層は窯体

埋没土、 11 、 12層は 76号住居覆土である。土質は 1 層灰褐色土層、 2 層暗褐色土層、 3 層暗褐色土層、 4 層

褐色土層、 5 層灰褐色土層、 6 層灰褐色土層、 7 層褐色土層、 8 層青白色土層、 9 層赤褐色土層、 10層黒灰

色土層、 11層褐色土層、 12層褐色土層を呈する。士層断面の観察から遺構の重複関係は、 75号住居→76号住

居となる。縦は南東隅に位置する。焚口は羽釜の胴部破片で左右とも袖を補強していたらしくその左右幅は

35cm を測る。燃焼部分の奥行きは40cmであった。煙道は幅15cmで長さ 65cmであった。床面から穿たれた 2 つ

のピットは両方とも 11cmの深さであった。本住居に伴う遺物は、土師器甕 1 、須恵器杯 3 の合計 4 点である。
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1 遺構

76号住居 S B076 （遺構 PL. 20、遺物 Fig. 112) 

発掘区N区の B 155に位置する。平面形は横長形、縦3.14m 、横4.05m を測り、面積は約12. 7m'である。住

居の方位は N-107°-E を取り、寵は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は36cm、周溝はなく、床面高

は4 1. 52m である。覆土は 9 層に分けられた。 1~5層は住居内覆土、 6 層は窯崩落土、 7 層は窯体埋没土、 9

層は攪乱、 8 層は75号住居覆土である。土質は 1 層褐色上層、 2 層暗褐色土層、 3 層灰褐色土層、 4 層やや

黄色を帯びた褐色土層、 5 層暗褐色土層で砂質土中に黄色ロームプロック混土、 6 層赤褐色上層で粘土と炭

化物を混土する。 7 層赤橙色の焼土層、 8 層灰褐色土層、 9 層暗褐色砂質土層である。土層断面の観察から

遺構の重複関係は75号住居→76号住居→ 8 号溝となる。寵の焚口幅は45cm、煙道までの長さは1.4m を測る。

焚口前庭の灰層の広がりは前面から右袖にかけて認められた。貯蔵穴と考えられる 1 号ピソトは29cm と深い。

本住居に伴う遺物は、土師器甕1、須恵器杯 6 、須恵器甕 2 、土錘 2 の合計11点である。
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第 1II 章 竪穴住居の調査（南地区）

77号住居 S B077 （遺構 PL. 21 、遺物 Fig. 113) 

発掘区N区の D 155に位置する。平面形は横長形、縦3.05m 、横3.65m を視ljり、面積は約11.lm2である。住

居の方位は N-101°-E を取り、盗は東壁右寄りに付設される。確認された壁高は33cm、周溝はなく、床面高

は41. 69m である。覆土は 18層に分けられた。 l 、 8 層は住居内覆土、 2 、 6 、 7 層は窯崩落士、 9 ~13層は

窯構築材、 3 ~ 5 層は窯前のピット埋土、 14~16層は78号住居覆土、 17 、 18層は393号土城覆土である。土質

は 1 層灰色土層、 2 層暗褐色土層、 3 層褐色土層、 4 層暗褐色土層、 5 層明褐色土層、 6 層灰色土層、 7 層

黄褐色ロームプロック、 8 層灰色土層、 9 層暗赤褐色土層、 10層灰白色土層、 11層灰褐色土層、 12層赤橙色

土層、 13層灰褐色土層、 14層灰褐色土層、 15層褐色土層、 16層褐色土層、 17層暗褐色土層、 18層暗褐色土層

を呈する。寵の焚口幅は崩壊部分も含めて 1 m 、燃焼部分の奥行きは55cm、煙道部分の前方幅は15cm、長さ

は1.2m を測る。本住居に伴う遺物は、土師器甕 1 、須恵器杯 3 、灰釉 l 、土錘 1 の合計 6 点である。
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ー 遺 構

78号住居 S 8078 （遺構 PL. 2] 、遺物 PL. 33 、 34 、 Fig. 113) 

発掘区N区の E 156に位置する。平面形は縦長形、縦2.95m 、横2.50m を測り、面積は約7 .4 m2である。住

居の方位は N -107ー -E を取り、寵は東壁中央に付設される。確認された壁高は32cm、周溝はなく、床面高は

41. 48m である。覆土は 6 層に分けられた。 1 ~ 3 層は住居内覆土、 4 、 5 層は窯崩落土、 6 層は窯体埋没土

である。上質は 1 層灰褐色上層でやや粘性を持ち鉄分の凝集が見られる。 2 層褐色砂質土層、 3 層褐色の砂

層で焼土、炭化物が少羅にみとめられる。 4 層しまった灰褐色粘土層、 5 層やわらかな砂質の黄褐色土層で灰、

焼土を少星含む。 6 層灰と焼土の堆積層で赤褐色を呈する。寵の焚口幅は40cm、全長80cm を測る。焚口部か

ら燃焼部分は平坦で、煙道部分は急に立ち上がる。砥右袖部分に貯蔵穴が穿たれ深さは29cm を測る。住居北

西隅に突出する地下式ピットが掘り込まれており、底面は床と同じ高さである。本住居に伴う遺物は、土師

器杯4、土師器鉢 1 、土師器甕 3 、須恵器杯 7 、須恵器蓋 l 、須恵器内黒 2 、灰釉 l の合計19点である。
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第皿章 竪穴住居の調査（南地区）

79号住居 S B079 （遺構 PL. 2] 、遺物 PL. 34 、 F ig. 114 、土培 103P) 

発掘区W区の E 158に位置する。平面形は横長形、縦3.15m 、横3.55m を測り、面積は約1 1. 2m'である。住

居の方位は N -90ー -E を取り、寵は東壁左寄りに付設される。壁商は0cm、床面高は41.88m である。
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80号住居 S 8080 （遺構 PL. 2] 、遺物 PL. 34 、 Fig. 114、土培 103P) 

発掘区N区の E 159に位置する。平面形は横長形、縦3.02m 、横3.43m を測り、面積は約10 .4 m'である。住

居の方位は N-99°-E を取り、寵は東壁中央に付設される。壁高は0cm、床面高は41. 92m である。
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Figｷ 91 第80号竪穴住居（基準高さ 42.7m) 
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ー 遺 構

81 号住居 S B081 （遺物 PL. 34 、 Fig. 114 、土培 103P) 

発掘区N区の F 159に位置する。平面形は横長形、縦2.93m 、横3.40m を測り、面積は約10.0m'である。住

居の方位は N -92ー -E を取り、寵は東壁中央に付設される。壁高は0cm、床面高は4 1. 90m である。
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82号住居 S B082 （遺物 PL. 34 、 Fig. ll4 、土層 103P) 

発掘区W区の E 159に位置する。平面形は横長形、縦2.90m 、横3.60m を測り、面積は約10.4m2である。住

居の方位は N-99°- E を取り、寵は東壁中央に付設される。壁高は0cm、床面高は41. 94m である。
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第 m章 竪穴住居の調査（南地区）

83号住居 S B083 （遺物 Fig. ll4) 

発掘区N区の C 160に位置する。北壁は80号住居と 82号住居が重複している。特に住居の西半分は発掘時の

掘り下げのため床面も無くなっており復元図である。平面形は縦長形、縦4.15m 、横3.60m を測り、面積は

約14.9対である。住居の方位は N-142°-E を取り、寵は南東壁中央に付設される。確認された壁高は14cm 、

周溝はなく、床面高は41.79 m である。覆土は 1 、 2 層とも住居内覆士である。土質は 1 層暗褐色の砂質土層

で少量の黄褐色ブロックと炭化物と灰と焼土を含む。 2 層暗褐色の砂質土層中に黒褐色粘土ブロックを少械

含む。 80住と 82住との重複関係は不明。寵の焚口幅は35cm、全長は90cm を測る。焚口前庭部分の灰層の広が

りは認められなかった。右袖部分の南隅には土器の破片が散布するものの貯蔵穴は検出されなかった。ピッ

トが住居の床中央あたりに 4 ケ所検出された。いずれも床面から穿たれたもので、 1 号ピットは18cm 、 2 号ピッ

トは 5 cm 、 3 号ピットはllcm 、 4 号ピットは14cm を測る。本住居に伴う遺物は、土師器杯 l 点である。
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2 遺物

＜補遺＞ 住居の土層分類

住居番号
土培

分 類 観 察
番号

住居番号
土層

分 類 観 察
番号

SB O O 2 1 住居内覆土 暗褐色土層 軽石、ローム粒混 S BO 2 5 1 住居内撹土 黒褐色土層に灰を含む。

入、固い砂質土壌。 2 住居内裂土 暗褐色軟質土層に粘土粒を含む。

2 住居内覆土 暗灰色土層 1 層と 3 培の混土 3 窯崩落土 灰白土培に粘土プロックを含む。

層がしみ込み軟質。 4 窯崩落土 暗褐色砂質土層。

3 住居内覆土 灰白色土層 軟質であるが若f

粘質を持つ。 S BO 2 6 1 住居内覆土 暗褐色土層中に炭化物を含む。

4 住居l村覆土 暗褐色土層 土や山崩れ層、 1 2 住居内覆土 暗褐色土に炭化物と焼士を含む。

層に似ている。 3 住居内狡土 暗褐色砂質土層。

4 住居内覆土 黄褐色砂層。

SB O O 3 I 住居内覆土 暗灰褐色土層。 5 窯構染材 暗褐色砂質土層。

2 住居内覆土 暗灰褐色土にロームを含む。 6 窯崩落土 暗褐色土培中に焼土を含む。

3 窯体埋没土 暗灰黒色土にロームを含む。 7 窯崩落土 赤褐色土培に焼土塊を含む。

4 窯体埋没土 暗灰黒色土にロームを含む。 8 窯崩落土 暗褐色粘質土層。

5 窯体埋没土 暗灰黒色土とロームの混土培。 , 窯体埋没土 黒色土中に炭化物を含む。

6 窯体埋没土 赤褐色土層。 10 窯体埋没土 暗褐色土層中に焼土を含む。

7 窯構築材 暗褐色土層。 11 窯体埋没土 暗褐色土層中に焼土を含む。

8 床下ビット 黄褐色土にロームを含む。 12 窯構築材 暗褐色砂質土層。

SB O 1 4 I 窯体埋没土 暗褐色土に軽石と焼土を含む。 SB O 3 9 1 住居内覆土 暗灰色砂質シルトで鉄分凝集あ

り。

SB O I 5 I 住居ピソト 暗褐色ローム質土。 2 住居内覆土 暗灰色砂質シルト。

2 2 号溝覆土 黒褐色土中にローム塊を混土。 3 仕居内覆土 暗灰色シルトでローム塊混入。

3 窯体埋没土 暗褐色土に焼士を含む。 4 36号住覆土 暗灰色砂質シルト。

4 窯体埋没土 赤褐色混土層。 5 36号住覆土 暗灰色砂質シルト。

5 窯体埋没土 暗褐色土にロームを含む。 6 36号住覆土 暗灰色砂質シルトで粘性を増す。

6 窯構築材 黄褐色ロームブロック。 7 36号住覆土 黄褐色ロームプロック。

8 36号住覆土 黄色ローム。

SB O I 6 I 住居内覆土 暗褐色土に焼土と炭化物を含む。

2 窯崩落土 赤褐色土層。 SB O 4 0 I 住居内覆土 黒褐色土層で鉄分凝梨あり。

3 窯崩落土 暗褐色粘土層。 2 窯体埋没土 暗灰色土培で炭化物混入。

4 窯崩落土 黄褐色ロームプロック。 3 ＇窯構築材 暗灰色砂質土層。

5 窯崩落土 赤褐色土で焼土塊と灰を含む。

6 住居ビ、Jト 赤色土焼土プロック。 SB O 5 3 
I 住居内覆土

掲色土で炭化物を僅かに含み、

やや粘性のある培。

SB O 1 7 1 住居内覆土 暗褐色土中にローム塊を混土。

2 18号住覆土 暗褐色粘土層。 S BO 5 4 1 住居内覆土 褐色で比較的しまった砂質土層

3 18号住覆土 暗褐色粘質土を主体にする層。 に暗褐色粘質土を混土する。

4 18号住覆土 暗褐色粘質土。 2 住居内覆土 暗褐色砂質土層。

SB O 2 0 1 住居内覆土 暗灰色土層中に鉄分凝集あり。 3 窯崩落土 暗褐色土で粘性が強く黒味が

2 住居内覆土 灰色土層に粘土プロックを含む。 かった層。

3 窯崩落土 暗褐色土層に粘土塊混土。 4 窯崩落土 焼土と炭化物の混土層。

4 住居内覆土 灰色土層中に粘土プロック含む。

5 住居内覆土 暗褐色土層。 5 窯崩落土 褐色土で暗褐色粘質土と浮石を

6 窯構築材 暗褐色砂質土層。 僅かに含む層。

7 攪乱 灰褐色土層に粘土塊混入。

SB O 7 9 1 窯構築材 赤橙色を呈する焼土

SB O 2 1 1 住居内覆土 灰褐色土層に炭化物塊を含む。

2 住居内覆土 灰白色砂質土層。 SB O 8 0 1 窯構築材 赤橙色を呈する焼土

3 窯崩落土 暗褐色土層に焼土プロック混入。

4 窯構築材 黒色土層に焼土、炭化物、灰混入。 SB O 8 I I 窯構築材 赤橙色を呈する焼土

5 床下ビット 黄褐色プロック。

6 22号住覆土 灰白色土層。 SB O 8 2 I 窯構築材 赤橙色を呈する焼土

7 22号住覆土 暗褐色土層に焼土と灰を混入。 I 

8 22号住覆土 明赤褐色土層。
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第 m 章 竪穴住居の調査（南地区）

2. 遺物

集落を分析するには各遺構の構造的把握とともに伴出した遺物の遺構内での原位置の確認作業と，遺物個々

の性格認定作業が必要となる。この遺構，遺物を遺跡のなかで位置付けることが必要となる。当然，遺構外出

上遺物の分布状況も加味されることとなる。

特に出土遺物の編年作業， とりわけ普遍性の高い出土土器の分析をとおしての型式把握が実年代決定の単位

となり，その尺度を遺跡のなかに還元することが始めの集落分析にたどりつくということになる。前記のよう

な視点を常に念頭におきつつ出上土器の分類作業を進めてみた。

土器は「土師器」「須恵器」「施釉陶器」に大別される。もちろん器形や製作技法が「須恵器的」で焼成が酸

化炎焼成に近い「土師器的」なる一群は，須恵器の範疇である。

土師器は杯，鉢，甕の器形に分類される。杯は口径10~15cm大のもので底部は丸底である。口縁部が内湾す

るもの (0169), 口縁部が直立気味のもの (0161), 口縁部が外反するもの (0221) がある。鉢の底部は小さく

浅い丸底を呈するもので長い口縁部は内湾気味に立ち上がる。口径20cm大のもの (0451), 口径15cm大のもの

(0029), 口径12cm大のもの (0338) に分類される。甕は口縁部が「く」の字状を呈する長甕 (0262), 口縁部

が「コ」の字状を呈する長甕 (0113), 口縁部が緩やかな「く」の字状を呈し，器肉の原い長甕（0362), 口縁

部が内湾する大形の土釜 (0417), 「く」の字状の口縁部を持つ丸底の甕は口径10cm以下 (0051) から口径10cm

以上～20cm以下 (0249) など 4 段階に分類される。台付甕は，体部ヘラケズリ技法のもの (0102) と体部刷毛

目技法のもの (0070) に分類される。

須恵器は器種別に杯，甕，瓶，壺，短頸壺，蓋，皿，内黒に分類される。杯は平底で底部切り離し技法が糸

切りだけのもの (0455), 底部切り離し技法が糸切り離し後回転ヘラ削りの調整技法があるもの (0106), 酸化

炎焼成に近く底部切り離し技法が糸切りのみのもの (0263），酸化炎焼成に近く底部，体部下半部が手持ちへ

ラケズリのもの (0304), 平底で底部切り離し技法が静止糸切りのもの (0464), 酸化炎焼成に近く平底の底部

は糸切りのみのかわらけ状のもの (0383) がある。杯には他に高台の一群がある。いわゆる硬質で須恵器とい

えるつくりのしっかりしているもの (0110), 灰白色のやや胎土の軟質のもの (0315), 酸化炎焼成に近く底部

切り離しに糸切り技法の残るもの (0046), 酸化炎焼成に近く体部下半を手持ちヘラケズリにより調整するも

の (0346), 酸化炎焼成に近いが製作技法は明らかに輛輯成形により胎土も良好なもの (0083), 酸化炎焼成に

近く胎土の良好な皿形に近い器形のもの (0383), 酸化炎焼成に近く体部の深い椀で足高高台のもの (0041)

がある。甕には水甕と考えられる大形の甕 (0186) と，羽釜の甑と考えられる口縁部の開放するもの (0086),

羽釜の長甕と考えられる内湾気味の口縁を持つもの (0399) がある。瓶には肩部の張る小形のもの (0019),

壺としたものには肩部が張り自然釉の流れる大形のもの (0133), 短頸壺には口径10cm位の中形のもの (0090)

がある。蓋はつまみの宝珠の退化して受け部のかえりの無い段階のもの (0180), 皿には胎土の軟質な口径15cm

大のもの (0077) がある。内黒土器は胎土の良好なもので酸化炎焼成に近い (0466) 。施釉陶器は釉によって

灰釉陶器と緑釉陶器に分けられる。灰釉陶器の椀は，口径15cm大で深さのある大きめの高台椀（0369), 口径12cm

大で体部の浅い高台椀 (0471) がある。皿には口径12cm大で高台部を含めた高さが 2 cm位のもの (0443) があ

る。皿には他に径 7 cmに復元できる耳皿 (0389) もある。瓶は大小あり大きめのものは肩部の張る作りのしっ

かりしたもの (0096) と，肩のなだらかな小形のもの (0059) がある。緑釉陶器は，全面施釉の径15cm位に復

元できそうな椀で高台部は直立気味で四角く張る。
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2 遺 物
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第 m章 竪穴住居の調査（南地区）
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第 m章 竪穴住居の調査（南地区）
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2 遺物

土器番号 器形 法植
備考遺構番号

分類 器翡・ [I 径・底径
器形の特徴 成 形・調整の特徴 胎土 色調・焼成

出土地点

0001 杯 (2.5) 丸底の底部から直立して尖る [l 縁 底部外血手持ちヘラケズリ 砂粒含む 橙 良好 口縁～体部

S BOO! (12.0) 部に到る。 胴部外面指オサエ後ナデ ％残存

゜
土師器 [I縁部横ナデ

0002 杯 4.0 丸底の底部は、緩やかに内湾して 底部外面ヘラケズリ← 赤褐色粒を 浅黄橙 良好 ％欠損

S BOO! 12.3 立ち上がり、短く立つ口縁部に到 胴部外面指オサエ後ナデ 含む. 土師器 る。 [I縁部横ナデ

0003 杯 丸部の底部から、内湾する口縁部 底部外面手持ちヘラケズリ 砂粒含む 橙 良好 口縁～胴部

S BOO! (14.4) に到る。 胴部外面指オサエ後ナデ ％残存

゜
土師器

0004 杯 3.5 一定した器原の底部を持ち、屈曲 底部外面右回転ヘラ調整 細砂含む 灰 良好 口縁～胴部

S BOO! 13.1 気味に強く内湾して立ちあがり、 胴部内外面 ロクロ目痕 ％残存

0 須恵器 6.6 外反気味の口縁部に到る。 [i縁部横ナデ

0005 杯 底部は厚＜、腰部に 1叶面をもつ。 底部外面回転ヘラ切り 細砂含む 青灰 良好 ロクロ回転

S BOO! 底部周辺磨滅 方向不明

゜
須恵器 7.0 

0006 甕 口縁部は外反し、端部で薄くなり 服部外面ヘラケズリ← 1mmの砂粒 にぶい黄橙 良好 口縁％残存

S BOO! (JJ.O) 沈線が入る。 内面ヘラナゲ 含む から図上復. 土師器 口縁部横ナデ 元

0007 甕 05.3) 胴部は内湾気味に立ち上がり、や 胴部外面ヘラケズリ 細砂含む 淡橙 良好 口縁～胴部

S 8001 13.5 や球形を呈し、コの字状の口縁部 内面ヘラナデ 一部、底部. 土師器 (6.3) に到る。 [J縁部横ナデ 欠損

0008 甕 平な底部は内消して立ち上がり、 底部外面ヘラケズリ 細砂多孤含 赤褐 良好 底部～服部

S 8001 胴部は肩部に張りを持つ。 胴部外面ヘラケズリ む のみ完形. 土師器 4.2 

0009 甕 張りを持つ服部から、直立気味の 胴部外面ヘラケズリ← 赤褐色粒． 橙 良好 口縁～服部

S B001 (18.0) 口縁部に到る。 内面ヘラナデ Immの砂粒 小片. 土師器 口縁部横ナデ 含む

0010 甕 口縁部は強く外反し、端部で尖る。 服部外面ヘラケズリ← Immの砂粒 にぶい橙 良好 口縁部H残

S 8001 (20.0) 内面ヘラナデ 含む 存. 土師器 口縁部横ナデ

0011 甕 ほとんど張りを持たない胴部から 胴部外面横ヘラケズリ 細砂含む 橙 良好 口縁部のみ

S 8001 (20.3) 強くくの字状に外反する I叶1縁部に 内面ヘラナデ ％残存. 土師器 到る。 口縁部横ナデ

0012 甕 器肉の原い小さい底部は、直線的 底部外面ヘラケズリ 砂粒含む にぶい赤褐 良好 外面煤付着

S BOO! に立ち上がる。 胴部外面ヘラケズリ後ナデ. 土師器 (4.0) 内面ヘラナデ

0013 杯 3. 7 器肉の薄い底部から絞り込みを持 底部外面右回転ヘラ調整 長石・軽石・ 青灰 良好 口縁～底部

S B002 (12.0) ちながら強く内湾して立ち上がり 胴部外面ロクロ目痕 砂粒等含む ％残存. 須恵器 7. I 口縁部は肥原する。 口縁部横ナデ

0014 杯 服部は内湾しながら、外反気味の 朋部外面ロクロ H痕 赤褐色粒含 灰褐 良好 口縁部のみ

S 8003 (11.2) 口縁部に到る。 内面 ロクロ目痕 む 残存

゜
須恵器 日縁部横ナデ

0015 台付椀 7,0 しっかりした高台を貼付する底部 高台部付高台横ナデ 細砂含む 外面灰 良好 口縁部％残

S 8003 (16.8) から屈曲して立ち上がり、直線的 胴部内外面 ロクロ目痕 内面灰白 存. 須恵器 に口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0016 杯 3.0 扁平な丸底の底部は短かく内湾気 底部外面ヘラケズリ 細砂含む 明赤褐 良好 ％残存

S 8004 (14.8) 味に立ち上がり、直立する日縁部 同部外面指ナデ. 土師器 に到る。 口縁部横ナデ

0017 台付椀 高台は欠損し、一定した器原の底 高台部欠損 白色鉱物 H 灰 良好 一部欠損

S B004 (12.1) 部からやや屈曲して立ち上がり、 底部外面 回転糸切り後ナデ 立←』—·つ

゜
須恵器 直線的に口縁部に到る。 胴部内外面 ロクロ目痕

0018 杯 3.5 ほぽ一定した器厚の底部から立ち 底部外面右回転糸切り 細砂粒含む 灰 良好 口縁部一部

S 8004 12. 7 上がり、直線的に開き僅かに外反 胴部 ロクロ目痕 欠損

゜
須恵器 6.6 する口縁部に到る。 日縁部横ナデ 色調まだら

0019 長頸壺 中央より器厚を増す底部は強く屈 底部外面右回転糸切り 細砂含む 青灰 良好 口縁部のみ

S B004 曲して立ち上がり、肩部で張る。 胴部外面下端ヘラケズリ← 欠損. 須恵器 5.3 

0020 杯 3.0 丸底気味の底部から、内湾して立 底部外面ヘラケズリ 赤褐色粒． にぶい橙 良好 口縁～底部

S B005 (15.0) ち上がり、口縁端部で僅かに外反 胴部外面指オサエ後ナデ 砂粒等含む ％残存

゜
土師器 (12.0) して終わる。 口縁部横ナデ
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第 11I 章竪穴住居の調査（南地区）

土器番号 器形 法巌 備考遺構番号
分類 器裔· □径・底径

器形の特徴 成 形・調整の特徴 胎土 色調・焼成
出土地点

0021 台付椀 内湾する胴部から、僅かに外反す 胴部外面ロクロ目痕 軽石粒・赤 橙 良好 口縁～底部

S B005 (12.4) る薄い口縁部に到る。 内面棒状ヘラ磨き 褐色粒•砂 ％残存内面. 土師器 口縁部横ナデ 粒含む 黒色処理

0022 台付椀 4 4 薄い裔台を貼付する、一定した器 高台部付高台横ナデ 細砂含む 灰白 良好 口緑～底部

S B005 (13.0) 厚の底部から、しっかりした立ち 底部外面回転ヘラ切り ％残存

゜
須恵器 8.3 上がりで直線的に口縁部に到る。 胴部 ロクロ目痕

0023 蓋 胴部は外方へ大きく開き、直に折 胴部外面ロクロ目痕 細砂含む 外面褐灰 良好 重ね焼き

S B005 (20.5) れる口縁部に到る。 内面 ロクロ目痕 内面にぶい橙

゜
須恵器 口縁部横ナデ

0024 甕 口縁部は強く外反し、端部は尖る。 口縁部横ナデ 赤褐色土・ 明赤褐 良好 口縁部％残

S B005 (21.0) 砂粒含む 存

゜
土師器

0025 甕 平底の底部は、屈曲して直線的に 底部外面ヘラケズリ 細砂含む 橙 良好 底部のみ残

S B005 立ち上がる。 胴部外面下端ヘラケズリ→ 存

゜
土師器 5.0 内面ヘラナデ

0026 甕 内湾気味に立ち上がり、強く張り 胴部外面ヘラケズリ 細砂含む 橙 良好 胴部中位％

S B006 12.6 出す肩部を持つ胴部は、コの字状 内面横ヘラナデ と高台部欠. 土師器 4.0 の口縁部に到る。 損

0027 杯 3.2 底部は丸底で腰部に張りを持ち、 底部外面ヘラケズリ→ 細砂含む 橙 良好 口縁一部分

S B007 12. 7 端部で内傾する口縁部に到る。 胴部外面指オサエ後ナデ 欠損. 土師器 口縁部横ナデ

0028 杯 (4.2) 丸底の底部から、腰部に張りを持 底部外面ヘラケズリ 赤褐色粒． にぶい橙 良好 口縁～底部

S B007 (12.2) ち、端部で僅かに尖り直立する口 腰部外面指オサエ後ナデ 砂粒含む ％残存

゜
土師器 縁部に到る。 口縁部横ナデ

0029 杯 5.4~5.8 丸底の底部は、やや直線的に立ち 底部外面ヘラケズリ← I mm程の黒 にぶ黄橙色 良好 口縁～胴部

S 8007 14.9 上がり、口縁部内面に面をもって 桐部外面ヘラケズリ← 雲母と茶色 ％欠損

゜
土師器 9.8 終わる。 口縁部横ナデ の砂粒含む

0030 台付椀 丸底の底部から、内湾傾向を保ち 底部外面ヘラケズリ 砂粒含む 浅黄橙 良好 口緑～胴部

S B007 (15.2) 僅かに外反する口縁部に到る。 胴部外面指オサエ後ナデ ％残存

゜
土師器 口縁部横ナデ

0031 杯 4.5 丸底の底部から内消して立ち上が 底部外面ヘラケズリ 砂粒含む にぶい橙 良好 口縁～底部

S B007 (16.3) り僅かに外反する口縁部に到る。 胴部内外面ナデ ％残存

゜
土師器 口縁部横ナデ 鉄分付着

0032 甕 やや丸味のある胴部は、強くくの 胴部外面ヘラケズリ← 赤褐色粒含 明赤褐 良好 口縁部％

S B007 21.8 字状に外反し、端部は尖る。 内面ヘラナデ む 内外面鉄分. 土師器 口縁部横ナデ 付着

0033 甕 口縁部はくの字状に外反する。 服部外面ヘラケズリ← 1mmの砂粒 橙 良好 口縁小片

S B007 (19.4) 内面ヘラナデ を多凪に含. 土師器 口縁部横ナデ む

0034 甕 僅かに張りを持つ胴部から、くの 胴部外面ヘラケズリ 赤褐色粒を にぶい橙 良好 口縁部のみ

S 8007 (21.8) 字状の口縁部に到る。 内面ヘラナデ 多絨に含む ％残存. 土師器 口縁部横ナデ

0035 甕 緩やかに張り出す胴部から、強く 胴部外面ヘラケズリ← 赤褐色粒含 橙 良好 口縁部のみ

S B007 (19. 7) 外反し端部で僅かに直立する、や 内面ナデ む ％残存. 土師器 やコの字状の口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0036 甕 口縁部は直立して立ち上がり、上 胴部外面ヘラケズリ← 赤褐色土・ 橙 良好 口縁～服部

S B007 (21.0) 半で外反し、端部でやや立ち上が 内面横ヘラナデ Immの砂粒 ％残存. 土師器 る。 口縁部横ナデ 含む

0037 台付椀 内湾する胴部から、外反気味に丸 服部外面下半ヘラケズリ← 砂粒含む にぶい橙 良好 口縁～胴部

S B008 (14.0) く終わる口縁部に到る。 上半指オサエ後ナデ ％残存

〇 土師器 口縁部横ナデ

0038 台付椀 底部は緩やかに内湾して立ち上が 底部外面右回転糸切り 細砂を多最 橙 良好 高台部欠損

S B008 (12.4) り、やや外反気味の口縁部に到る。 胴部内外面 ロクロ目痕 に含む. 須恵器 口縁部横ナデ

0039 台付椀 器高の高いしっかりした高台を貼 高台部付高台横ナデ 赤褐色粒． にぶい橙 良好 胴部内面に

S B008 付する底部は、内湾して立ち上が 底部外面回転糸切り 砂粒含む 強いナデあ. 須恵器 8.9 る。 胴部 ロクロ目痕 り

0040 台付椀 6.0 僅かに開く高台を貼付する器肉の 高台部付高台横ナデ 赤褐色粒含 橙 良好 横ナデ痕瀕

S B008 (13.6) 厚い底部は、緩やかに内湾して立 底部外面右回転糸切り む 著. 須恵器 7.9 ち上がり、口縁部に到る。 口縁部横ナデ
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2 遺物

土器番号 器形 法械
器形の特徴 成 形・調整の特徴 胎土 色調・焼成 備考遣構番号

出土地点 分類 器翡・日径・底径

0041 台付椀 器高の高い緩やかに開く高台を貼 高台部付高台横ナデ 赤褐色粒含 橙 良好 胴内面に明

S BOOS 付する底部は、強く内湾して立ち 底部外面横ナデ む 瞭なナデあ. 須恵器 (10,0) 上がる。 胴部内外面ロクロ H痕 り

0042 甕 コの字状口縁。 胴部外面ヘラケズリ← 1mmの砂粒 橙 良好 口縁％残存

S B008 (12.0) 内面ヘラナデ 含む

゜
土師器 口縁部横ナデ

0043 甕 丸味のある胴部は、強くくの字状 胴部外面ヘラケズリ← Immの砂粒 橙 良好 口縁～胴部

S B008 (19.0) に外反する口粒部に到る。 内面横ヘラナデ 含む ％残存

゜
土師器 口縁部横ナデ

0044 甕 わずかに丸味を持つ胴部は、短く 胴部内外面ロクロ H痕 赤褐色粒． 橙 良好 口縁～胴部

S B008 (16.0) 内傾する口縁部に到る。日縁端部 口縁部横ナデ 白色粒多量 ％残存. 土師器 は平坦で内斜。 含む

0045 羽釜 胴部は直線的に立ち上がり、細長 胴部外面上半ロクロ目痕 砂粒含む 明褐 良好 底部欠損

S B008 09.8) く水平に張り出す鍔部を貼付し、 下半ヘラケズリ↓ 内外面鉄分. 須恵器 やや内傾する口緑部に到る。 内面ロクロ H 痕 付着

0046 台付椀 5.0 僅かに開く高台を貼付する底部は 高台付高台横ナデ 細砂含む にぶい黄橙 良好 内面及び外

S B009 11 9 しっかり立ち上がり、外反気味の 底部外面回転糸切り 面口縁部に. 須恵器 6.1 口縁部に到る。 胴部内外面ロクロ H痕 油煙付着

0047 台付椀 薄い高台を貼付し、胴部は内湾す 高台部付高台横ナデ 赤褐色粒含 浅黄 良好 底部のみ完

S 8009 る。 底部外面 回転糸切り後ナデ む 形. 須恵器 (7 0) 内面ナデ

0048 台付椀 端部で丸い高台を貼付する厚いし 高台部付高台横ナデ 砂粒含む にぶい橙 良好 底部のみ完

S 8009 っかりした底部は、内湾して立ち 底部外面 回転糸切り後ナデ 形. 須恵器 7. 7 上がる。 内面 ロクロ目痕

0049 台付椀 短い高台を貼付する一定した器厚 高台部付高台横ナデ 赤褐色粒． にぶい橙 良好 底部のみ完

S B009 の底部から、内湾して立ち上がる。 底部外面回転糸切り 砂粒・軽石 形. 須恵器 (7.4) 粒等含む

0050 台付椀 しっかりした高台は、厚い底部に 高台部付高台横ナデ 赤褐色粒含 橙 良好 底部％残存

S B010 貼付する。 底部外面回転糸切り む

゜
須恵器 7.0 内面 ロクロ目痕

0051 壺 球形の胴部は、短く外傾する口緑 胴部外面ヘラケズリ→ 細砂含む 灰白 良好 口縁～胴部

S B010 (9.4) 部に到る。 内面ナデ（指） ％残存、胴

゜
土師器 口縁部指オサエ後横ナデ 部煤付着

0052 甕 原くやや凹む底部から、屈曲して 底部外面ナデ 細砂含む にぶい橙 良好 底部のみ

S B010 立ち上がり、胴部は大きく開く。 胴部外面ヘラケズリ

゜
土師器 6.0 内面ヘラナデ

0053 杯 2.8 平底の底部から、立ち上がり部で 底部外面回転糸切り 赤褐色粘土 橙 良好 ％残存

S BOIi (10.0) 僅かに肥厚し、丸く終わる口縁部 胴部内外面 ロクロ目痕 粒含む. 須恵器 6.1 に到る。 口縁部横ナデ

0054 杯 僅かに凸面をなす底部から、強く 底部外面右回転糸切り 5mm大の石・ にぶい黄橙 良好 底部～胴部

S BOil 内湾して立ち上がる。 胴部内外面ロクロ H痕 赤褐色粒 中位まで残. 須恵器 (5.0) 含む 存

0055 台付椀 4. 5 大きく開く高台部を貼付する底部 高台部付高台横ナデ 細砂含む 浅黄 良好 口縁部％欠

S BOil 11.6 は、緩やかに内湾して立ち上がり 底部外面糸切り後ナデ 損. 須恵器 6.8 外反する口縁部に到る。 口緑部横ナデ

0056 杯 緩やかに内湾する胴部は、僅かに 胴部外面ロクロ目痕 細砂含む にぶい橙 良好 足高高台杯

S BOIi (13.5) 外反する口縁部に到る。 内面 ロクロ目痕 か. 須恵器 口緑部横ナデ

0057 台付椀 しっかりした高台を貼付する。器 高台部付高台横ナデ 軽石・赤褐 橙 良好

S BOil 肉の厚い底部から緩やかに立ち上 底部外面 回転糸切り 色砂粒含む. 須恵器 (8.0) がる。 胴部内外面 ロクロ目痕

0058 台付椀 器高の高い高台を貼付する。 高台部付高台横ナデ 赤褐色粒． にぶい橙 良好 高台の接合

S BOll 底部外面ナデ 軽石粒•砂 雑である。. 須恵器 内面 ロクロ目痕 粒含む

0059 小型瓶 胴部はいちじく形を星し、強く外 頸部外面ロクロ目痕 精選された 灰 良好 頸部½残存

S BOIi 反する口縁部に到るのではないか 内面 ロクロ目痕 胎土 施釉

゜
灰釉

0060 甕 厚くしっかりした底部から、肥原 底部外面調整なし 細砂含む 橙 良好 底部のみ残

S BOil して立ち上がる。 服部外面ヘラケズリ↑ 存. 土師器 内面ヘラナデ
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第皿章 竪穴住居の調査（南地区）

土器番号 器形 法械
器形の特徴 成 色講・焼成 備考遺構番号

分類 器篇•D径・底径
形・調整の特徴 胎土

出土地点

0061 杯 (2.9) 扁平な丸底の底部から、内沿して 底部外面手持ちヘラケズリ 白色軽石・ にぶい橙 良h-i- 口縁～胴部

S B012 05.8) 立ち上がり、直立する口緑部に到 胴部外面指オサエ後ナデ 砂粒含む ％残存. 土師器 る。 口縁部横ナデ

0062 杯 (3.8) 丸底の底部から強く内愴して立ち 底部外面手持ちヘラケズリ 細砂含む 橙 良奸 ％残イチ

S B012 (15.2) 上がり、直立する「J縁部に到る。 内面横ナデ. 土師器 口縁部横ナデ

0063 甕 口縁部は、くの字状に外反する。 胴部外面上位ヘラケズリ← Immの砂粒 橙 良好 L1縁～胴部

S B012 (20.0) 内面ヘラナデ 含む ％残存. 土師器 口緑部横ナデ

0064 甕 丸味のある胴部は、僅かに外傾し 胴部外面ヘラケズリ 細砂含む 橙 良奸 U象炉胴部

S 8012 (19.6) 端部で尖る口縁部に到る。 内面ヘラナデ 上半残tr.. 土師器 口縁部横ナデ

0065 杯 3.2 丸底の底部は、緩やかに内湾して 底部外面ヘラケズリ← 細砂含む 橙 良好 完形

S B013 13.2 立ち上がり、短く外反する口縁部 服部外面指ナデ 外面に鉄分. 土師器 に到る。 口縁部横ナデ 付着

0066 杯 (2.9) 平底気味の底部から、強く内消し 底部外面手持ちヘラケズリ 細砂含む 橙 良好 ％残存

S B013 (14.4) て立ち、直線的に外反し、瑞部で 胴部外面指オサエ後ナデ. 土師器 僅かに内傾する口縁部に到る。 内面横ナデ

0067 杯 (2.8) 扁平な丸底の底部は、強く内湾し 底部外面手持ちヘラケズリ 細砂含む 橙 良h-f ％残存

S B013 (13.2) て立ち上がり、直立する口縁部に 胴部外面指オサエ後ナデ. 土師器 到る。口縁瑞部外面に門みを持つ 口縁部横ナデ

0068 杯 2.9 扁平な丸底の底部から、強く内湾 底部外面手持ちヘラケズリ 細砂含む 明赤褐 良好 ％残存

S 8013 (15.2) して立ち上がり、尖り気味の口緑 胴部外面指オサエ後ナデ. 土師器 部に到る。 口縁部横ナデ

0069 蓋 環状つまみ。 つまみ横ナデ 細砂含む オリープ灰 良奸 つまみ部分

S B013 のみ残存

0 須恵器 4.8 

0070 台付甕 台部はハの字状に開く。 台部外面ハケメ 細砂・赤褐 赤褐 良好 胴部のみ残

S B013 内面下半ハケメ 色粒含む 存. 土師器 (7 7) 上半指オサエ

0071 台付甍 台部を持つ底部は、内湾して立ち 胴部外面ヘラケズリ 細砂含む 橙 良好 口縁～脚部

S B013 上がり、胴部は球形を呈す。 内面ナデ 欠損. 土師器
0072 甕 口縁部は直線的に立ち上がり、上 服部外面ヘラケズリ← 細砂含む 橙 良好 口緑部％残

S B013 (20.6) 部で強く外反し、端部は尖る。 内面ヘラナデ 存. 土師器 口縁部横ナデ

0073 甕 口縁部は強くくの字状に外反する 胴部外面ヘラケズリ← 細砂含む 赤橙 良好 小片

S B013 (21.0) 内面ヘラナデ. 土師器 口縁部横ナデ

0074 甕 長胴形を呈する服部は、くの字状 胴部外面ヘラケズリ 細砂多く含 橙 良好 口紺～胴部

S B013 20.8 に外反する口縁部に到る。 内面ヘラナデ む 中位残存. 土師器 口縁部横ナデ

0075 杯 3.8 一定した器原の底部から屈曲して 底部外面右回転糸切り 赤褐色粒． 灰褐 良好 口縁～胴部

S B014 (14.0) 立ち上がり、胴部は僅かに内湾傾 服部 ロクロ目痕 細砂含む % . 須恵器 (6.8) 向を保ち口緑部に到る。 口縁部横ナデ

0076 甕 口縁部は、コの字状を呈し、端部 胴部外面ヘラケズリ← 赤褐色土・ 橙 良好 口縁部％残

S 8014 (20.4) に沈線が入る。 内面ヘラナデ Immの砂粒 存. 土師器 口縁部横ナデ 含む

0077 皿 2.5 中央より器原を増す底部から、緩 底部外面右回転糸切り 砂粒含む 灰褐 良好 口縁剖りる残

S BOIS 14.0 やかに内湾して立ち上がり、丸く 胴部 ロクロ目痕 存. 須恵器 6.4 肥原する端部に到る。 口縁部横ナデ

0078 甕 張りのある服部は、コの字状のロ 胴部外面ヘラケズリ← 赤褐色土粒 明黄褐 良好 口縁部％残

S B015 (18.6) 縁部に到る。 内面ヘラナデ 含む 存. 土師器 口縁部横ナデ 鉄分付着

0079 甕 張りを持たない肩部から、ややコ 胴部外面ヘラケズリ← 赤褐色上砂 浅黄橙 良好 口縁～胴部

S B015 (21.2) の状の口縁部に到る。 内面ヘラナデ 粒含む ％残存. 土師器 口緑部横ナデ

0080 台付椀 5.0 厚く短い高台を貼付する底部は、 高台部付高台横ナデ 細砂含む 明褐 良好 翡台低く歪

S 8016 13.2 大きく内消して立ち上がり、外反 底部外面 回転糸切り後ナデ みあり. 須恵器 7.0 気味の口縁部に到る。 服部外面 ロクロ目痕
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2 遺物

土器番サ 器形 法祉
器形の特徴 成 形・調整の特徴 色講・焼成 備考遺構番サ

分類 器裔□it·底径
胎土

出土地点

0081 台付椀 短い高台を貼付する。 高台部付高台横ナデ 軽石・赤褐 にぶい橙 良奸 底部のみ残

S B016 底部外面回転糸切り 色粒•砂粒 存. 須恵器 6.6 内面 ロクロ H 痕 含む

0082 杢 しっかりした底部から肥厚して立 底部外面ヘラケズリ 砂粒含む にぷい黄掲 良好 底部のみ残

S B016 ち上がる。 胴部外面ヘラケズリ← 存. 土師器 (8.3) 内面 ロクロ且痕

0083 台付椀 高台を貼付する一定した器肘の底 高台部付高台横ナデ 細砂含む 橙 良奸 高台部％欠

S B017 (13.6) 部から、緩やかに立ち上がり、直 胴部 ロクロ目痕 損. 土師器 線的に口粕部に到る。 [J象剥部 横ナデ

0084 足高椀 器尚の紬い尚台は、緩やかにハの 高台部横ナデ 細砂含む にぶい掲 良h-f

S B017 字状に開き、器肉の薄い底部に貼 底部外面回転糸切り. 須恵器 (11.0) 付する。 内面 ロクロ目痕

0085 甕 張りのある胴部から、直立気味の 胴部外面荒いロクロ目痕 砂粒含む にぶい赤褐 良好 口縁部％残

S B017 (18.5) 口緑部に到る。 内面ナデ 存. 土師器 日緑部横ナデ

0086 羽釜 直線的に外傾する胴部は、断面三 胴部外血横ナデ 細砂含む 淡黄 良好 l」紋～胴上

S B017 (28.0) 角形で水平に張り出す鍔を貼付し 内面 ロクロ且痕 部％残存. 須恵器 直立気味に立ち上がる。 口緑部横ナデ 目唇平坦

0087 杯 3.0 丸底の底部は強く内袴して立ち上 底部外面ヘラケズリ← 細砂含む 橙 良h-I- 完形

S B018 12. 7 がり、短く内傾する口縁部に到る。 胴部外面指オサエ. 土師器 口柑部横ナデ

0088 杯 (3.3) 丸底の底部から、内湾して立ち上 底部外面手持ちヘラケズリ 細砂含む 橙 良好 口縁～底部

S B018 (12.6) がり、僅かに内傾する n緑部に到 胴部外面手持ちヘラケズリ ％残存. 土師器 る。 口縁部横ナデ

0089 杯 3.3 底部から緩やかに内湾して立ち上 底部外面右回転糸切り、周 細砂含む 灰黄 良好 完形

S 8018 13.0 がり、口縁部で外反する。 縁部ヘラケズリ調 内外面鉄分. 須恵器 7. 7 整 付着

0090 壺 張りのある胴部は、短く外反する 服部外面ロクロ目痕 細砂含む 灰 良好 口縁部％残

S B018 10.2 口縁部に到る。口縁端部は尖る。 内面 ロクロ目痕 存

゜
須恵器 口縁部横ナデ

0091 甕 器肉の薄い口討部は、コの字状を 胴部外面ヘラケズリ← 細砂を多虻 橙 良好 口縁部小片

S B018 08.6) 呈す。 内面ヘラナデ 含む

゜
土師器 口縁部横ナデ

0092 甕 小さい平底の底部は、外方へI開き 底部外面ヘラケズリ 細砂含む 明赤褐 良好 胴部下位～

S B018 気味に直線的に立ち上がる。 胴部外面ヘラケズリ↓ 底部％残存. 土師器 4.4 内面ヘラナデ

0093 甕 やや丸味を持つ服部は、直立して 胴部外面上位ヘラケズリ← 赤褐色粘土 橙 良好 口縁部½~

S B018 20 9 立ち上がり、端部で強く外反する 中位ヘラケズリ＼ 粒・鉱物粒 胴部一部残. 土師器 口緑部に到る。 内面横ヘラナデ ・軽石含む 存

0094 杯 3.0 丸底の底部は、僅かに屈曲して立 底部外面ヘラケズリ← 細砂含む 橙 良好 口縁一部欠

S B019 11.8 ち上がり口縁部に到る。 胴部外面指ナデ 損. 土師器 口縁部横ナデ

0095 台付杯 しっかりした高台を貼付する底部 高台部付高台横ナデ 小石多横含 灰 良好 服部～高台

S B019 は、強く内湾して立ち上がる。 底部外面右回転糸切り む 残存

゜
須恵器 7.3 服部内外面 ロクロ目痕

0096 小瓶 やや張りを持つ胴部は、直線的に 服部外面ロクロ且痕 精選された 灰 良好 原始灰釉

S B019 5.2 長く立ち上がり、外反しつまみあ 内面 ロクロ且痕 中に砂粒含. 灰釉 げ口縁部に到る。 む

0097 椀 内湾する服部から端部で僅かに外 胴部外面上半ロクロ目痕 黒色斑点 灰 良好 口縁部％

S B020 16.4 反する口縁部に到る。 下半回転ヘラケズリ 情け掛け

゜
灰釉 口縁部横ナデ 焼きはぜ有

0098 甕 やや張りのある胴部は、緩やかに 胴部外面ヘラケズリ← 細砂・赤褐 橙 良好 口縁部％残

S B020 (17.0) 外反し、瑞部に沈線の入る口縁部 内面ヘラナテ' 色粘土粒含 存. 土師器 に到る。 口縁部横ナデ む

0099 杯 直線的な服部から、尖り気味のロ 朋部外面ロクロ目痕 赤褐色粘土 黄灰 良好 口椋～胴部

S B021 (13.8) 縁部に到る。 内面 ロクロ甘痕 粒・軽石砂 ％残存. 須恵器 口縁部横ナデ 粒含む

0100 台付椀 3.6 小さい三角形の高台を貼付する底 高台部付高台横ナデ 細砂含む 橙 良好 ％残存

S B021 部は、内湾して立ち上がり、上部 底部内外面ナデ 生地は硬質

゜
土師器 (7.0) で緩やかに外反する。 胴部内外面ナデ である

129 



第皿章 竪穴住居の調査（南地区）

土器番号 器形 法量
器形の特徴 成 形・調整の特徴 色調・焼成 備考遺構番号

分類 器扁・日径・底径
胎土

出土地点

0101 台付椀 高台は緩やかに開き、中央で器肉 高台部付高台横ナデ 赤褐色粒． にぶい橙 良好 高台底部指

S 8021 の薄くなる底部に貼付する。 底部外面ナデ 砂粒含む 頭圧痕あり. 須恵器 8.8 内面ナデ

0102 台付甍 17.0 開く台部を持つ底部は、内湾して 底部外面横ナデ 細砂を多埜 にぶい赤褐 良好 口縁～台部

S B021 03.5) 立ち上がり、胴部は球形を呈し、 内面ヘラナデ に含む ％欠損

゜
土師器 (I0.2) ややコの字状に口緑部に到る。 胴部外面ヘラケズリ

0103 羽釜 やや内湾する胴部は、細長く水平 胴部外面上半ロクロ目痕 Immの砂粒 浅黄 良好 外面の胴部

S B021 (22.1) に張り出す鍔部を貼付し、直立気 下半ヘラケズリ↓ 含む 下半に煤付

゜
須恵器 味の口縁部に到る。 着

0104 杯 平底気味の底部から内湾して立ち 底部外面手持ちヘラケズリ 砂粒含む にぶい橙 良好 底部～口縁

S B022 (14.0) 上がり、僅かに外反する口縁部に 胴部外面指オサエ後ナデ 部％残存. 土師器 到る。 口縁部横ナデ

0105 杯 (3.6) 扁平な丸底の底部から内湾して立 底部外面手持ちヘラケズリ 黒雲母・軽 橙 良好 内面棒状タ

S B022 (16.0) ち上がり、直線的に開き、端部で 内面 タテヘラミガキ 石•砂粒含 テヘラミガ

゜
土師器 (10.6) 内傾する口縁部に到る。 口縁部横ナデ む キ

0106 杯 3.8 底部外面に凹部を持ち、緩やかに 底部外面回転糸切り、周辺 細砂含む 灰褐 良奸 口縁部一部

S B022 13. 7 内湾して立ち上がり口縁部に到る。 部回転ヘラ調整 欠損. 須恵器 8.0 胴部 ロクロ目痕

0107 杯 3.5 全体に一定した器厚を保ち、緩や 底部外面回転糸切り、周辺 細砂含む 明褐 良好 ％残存

S 8022 13.6 かに内湾して立ち上がり、口縁部 左回転ヘラ調整. 須恵器 (8.4) で僅かに外反する。 ュ胴部 ロクロ目痕

0108 杯 3.5 平底の底部は、屈曲気味に立ち上 底部外面 回転糸切り後右回 細砂含む にぶい橙 良好 ％残存

S B022 13.2 がり、直線的に開く口緑部到る。 転ヘラ調整 内外面鉄分. 須恵器 8.0 口縁部横ナデ 付着

0109 杯 中央より器肉を増す底部は、強く 底部外面手持ちヘラケズリ 赤褐色粒． にぶい橙 良好 体部～底部

S B022 内湾して立ち上がる。杯より椀に か 砂粒含む ％残存. 須恵器 (7.I) 近い。 全体に磨滅

OllO 台付椀 4.3 しっかりした高台を貼付する器肉 高台部付高台横ナデ 細砂含む 外面明青灰 良好 底部厚い

S B022 14.2 の庫い底部は強く屈曲して立ち上 服部内外面 ロクロ目痕 内面灰白. 須恵器 9.1 がり、直線的に口縁部に到る。

Olli 甕 やや張りを持つ胴部から、くの字 胴部外面ヘラケズリ← 細砂含む にぶい橙 良好 口縁部下半

S B022 (21.8) 状に外反する口縁部に到る。 内面ヘラナデ 内外面に指. 土師器 口縁部横ナデ 頭痕あり

0112 甕 張りのある胴部からややコの字状 胴部外面ヘラケズリ← 細砂含む 明赤褐 良好 口縁部1/s残

S B022 (21.1) の口緑部に到る。 内面ヘラナデ 存. 土師器 口縁部横ナデ

0113 甕 丸味のある服部は、コの字状のロ 服部外面ヘラケズリ 細砂含む にぶい赤褐 良好 口緑～胴部

S B022 (21.8) 縁部に到る。 内面ナデ ％残存. 土師器 口縁部横ナデ

0114 杯 (3.4) 丸底気味の底部は、屈曲して立ち 底部外面手持ちヘラケズリ 細砂含む 橙 良好 口縁部％

S B023 (13. 7) 上がり、端部で僅かに内湾する口 胴部外面指オサエ. 土師器 (9.0) 縁部に到る。 口縁部横ナデ

0115 杯 (3.1) 丸底気味の底部から、強く内消し 底部外面ヘラケズリ 細砂含む 橙 良好 底部は削ら

S B023 (I I. 8) て立ち上がり、肥厚しやや内湾気 胴部外面指オサエ後ナデ れて薄い. 土師器 味の口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0116 杯 3.3 内面に凹凸をもつ底部から絞り込 底部外面右回転糸切り 茶褐色砂粒 灰 良好 口縁一底部

S B023 (12.3) みを持ちながら内湾して立ち上が 胴部内外面 ロクロ目痕 ·!mmの小石 ％残存. 須恵器 5.9 り口縁部に外反する。 口縁部横ナデ 含む

0117 杯 3.4 平底の底部は、屈曲気味に立ち上 底部外面右回転糸切り 4mmの砂粒 黄灰 硬質 ％残存底

S B023 14.2 がり、外反する口縁部に到る。 桐部内外面 ロクロ目痕 含む 部糸切りが

゜
須恵器 7.3 口縁部横ナデ だぶる

0118 杯 (3.5) やや厚く一定した器原から屈曲し 底部外面回転糸切り 細砂含む 灰白 良好 小片

S B023 (13.5) て立ち上がり、直線的に開き、ロ 胴部内外面 ロクロ目痕. 須恵器 7.4 縁部に到る。 口縁部横ナデ

0119 台付椀 しっかりした高台を貼付する底部 高台部付高台横ナデ 酸化鉄含む 浅黄橙 良好 高台部指頭

S B023 は、内湾して立ち上がる。 底部外面糸切り後ナデ 痕状のくぼ. 須恵器 7.6 胴部内外面 ロクロ目痕 みあり

0120 蓋 2.0 つまみを持たない平坦な天井部は 天井部外面右回転糸切り 砂粒を多く 灰 良好 ％残存

S B023 16.8 大きく外方へ開き、短く直に下に 体部外面上半回転ヘラ調整 含む

゜
須恵器 折れ肥厚して終る口縁部に到る。
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2 遺物

土器番号 器形 法罷
器形の特徴 成 形・調整の特徴 胎土 色調・焼成 備考遺構番号

出土地点 分類 若扁・ロ径底径

0121 甕 口縁部は直線的に立ち上がり、上 胴部外面ヘラケズリ← Immの砂粒 にぷい橙 良好 口縁部％残

S B023 (16.6) 部外面に段を持ち強く外反し端部 口縁部横ナデ 含む 存. 土師器 に沈線入る。

0122 甕 コの字状に口縁部は、端部に沈線 口縁部横ナデ 黒雲母・白 明赤褐 良好 口縁部％残

S B023 (20.3) が入る。 色砂粒含む 存. 土師器
0123 杯 3.5 平底気味の底部から強く内湾して 底部外面手持ちヘラケズリ 細砂含む にぶい橙 良好 口縁部％残

S B024 12.2 立ち上がり、端部で僅かに直立す 胴部外面指オサエ後ナデ 存. 土師器 る口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0124 杯 丸底の底部から、腰部は緩やかに 底部外面手持ちヘラケズリ 細砂含む 明赤褐 良好 口縁部小片

S B024 (15.2) 張り僅かに外反する口縁部に到る。 胴部外面指オサエ

゜
土師器 口縁部横ナデ

0125 杯 僅かに内湾する胴部から、そのま 胴部外面 ロクロ且痕 微細砂粒含 灰白 良好 口縁部％残

S B024 (12. 5) ま素直に口縁部に到る。 内面 ロクロ目痕 む 存

゜
須恵器 口縁部横ナデ

0126 甕 口縁部は緩やかに外反する。 胴部外面ヘラケズリ← 細砂含む 明赤褐 良好 口緑部％残

S B024 (24.3) 内面ヘラナデ 存内外面. 土師器 口縁部横ナデ 鉄分付着

0127 甕 丸底気味の底部は、大きく外方へ 底部外面ヘラケズリ 細砂含む 橙 良好 胴下部一底

S B024 開きながら立ち上がる。 胴部外面ヘラケズリヽ 部％残存. 土師器 (6.9) 内面ヘラナデ

0128 甕 内面に凹凸を持つ平底の底部から 胴部外面下半ヘラケズリ↓ 細砂を多祉 橙 良好 底部のみ残

S B024 緩やかに立ち上がり、朋部は丸味 下半ヘラケズリ← に含む 存. 土師器 6.5 を持つ。 内面ヘラナデ 表面磨耗

0129 台付甕 20,5 底部は直線的に内湾して立ち上が 台部横ナデ 砂粒を多量 橙 良好 台部一部分

S B025 (12.9) り、胴部中位に最大径を持ち、コ 底部外面横ナデ に含む 欠損. 土師器 (6.5) の字状の口縁部に到る。 胴部外面ヘラケズリ

0130 杯 4.0 平底の底部は、緩やかに立ち上が 底部外面右回転糸切り 小石含む 灰白 良好 口縁～底部

S 8026 13.0 り、やや直立する器肉の薄い口縁 胴部ロクロ H痕 ％残存. 須恵器 6.8 部に到る。口唇内湾気味。 口縁部横ナデ 籾痕あり

0131 杯 胴部は内湾し、短く外反し肥厚し 胴部 ロクロ目痕 砂粒含む 黒 良好 燻

S B026 (13.2) て、丸く終る口縁部に到る。 口縁部横ナデ

゜
須恵器

0132 台付椀 短く開く高台を貼付する底部は、 高台部付高台横ナデ 砂粒含む 灰白 良好 胴下部％～

S B026 やや内湾気味に立ち上がる。 底部外面右回転糸切り 底部、高台. 須恵器 (6.9) 胴部 ロクロ目痕 部％残存

0133 壺 僅かに張る屑部を持つ。 胴部 ロクロ目痕 細粒含む 灰 良好 体部小片

S B026 . 須恵器
0134 甕 口縁部は、直立気味に立ち上がり、 胴部外面ヘラケズリ← 細砂含む 橙 良好 口縁部％残

S 8027 (16.2) 上部で強く外反する。 内面ヘラナデ 存. 土師器 口縁部横ナデ

0135 甕 口縁部はコの字状を呈し、端部で 胴部外面ヘラケズリ← 2mmの砂粒 橙 良好 口縁～胴部

S B027 (20.2) 短く立ち上がる。 内面 ヨコナデヘラナデ 含む ％残存. 土師器 口縁部横ナデ

0136 杯 3.5 平底の底部は、緩やかに内湾して 底部外面右回転糸切り 砂粒含む 灰白 良好 底部～口縁

S B028 (12. 7) 立ち上がり、外反する口縁部に到 桐部 ロクロ目痕 部％残存. 須恵器 (6.6) る。 口縁部横ナデ

0137 杯 3.4 一定した器原の底部から絞り込み 底部外面切り離し後右回転 細砂含む 灰白 良好 ％残存

S B029 (13.8) を持ちながら強く屈曲して立ち上 ヘラ調整 周辺ヘラ調

゜
須恵器 (7.9) がり、直線的に開き口縁部に到る。 整か

0138 蓋 大きく外方へ開く胴部は、短く直 胴部 ロクロ目痕 細砂含む 灰白 良好 小破片

S B029 (18. 7) に折れる口縁部に到る。 口縁部横ナデ

゜
須恵器

0139 甕 丸味を持つ胴部は、コの字状のロ 胴部外面ヘラケズリ＼ 細砂含む 淡赤橙 良好 口縁部½残

S B029 (14.0) 縁部に到り、端部で短く立ち上が 内面 ヨコナデヘラナデ 存. 土師器 る。 口縁部横ナデ

0140 杯 3.5 丸底の底部は、強く内湾して立ち 底部外面ヘラケズリ← 黒雲母•砂 橙 良好 ほぽ完形

S B030 12.6 上がり、短く内傾する口縁部に到 胴部外面指オサエ後ナデ 粒含む 口縁部に煤. 土師器 る。 口縁部横ナデ 付着
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第皿章 竪穴住居の調査（南地区）

土器番号 器形 法祉
器形の特徴 成 形・調整の特徴 色調・焼成 偏考遺構番号

分類 呂高•D径・底径
胎土

出土地点

0141 甕 口縁部は強く外反する。 胴部外面ヘラケズリ← 軽石粒・鉱 橙 良好 口縁部まで

S 8030 (22.4) 外反ヘラナデ 物質粒・細 ヘラケズリ. 土師器 口縁部横ナデ 砂含む 痕残るヽ

0142 甕 小さい平底の底部は、直線的に立 底部外面ヘラケズリ 赤褐色粘土 にぶい橙 良好 胴部～底部

S B030 ち上がる。 桐部外面ヘラケズリヽ 粒・軽石粒・ の一部残存. 土師器 4.4 内面ヘラナデ 鉱物質粒含 底部黒班

0143 杯 3.3 丸底の底部は、強く屈曲気味に内 底部外面ヘラケズリ 細砂含む 橙 良好 部分的に指

S 8031 13.2 湾して立ち上がり、口縁部端部で 朋部外面無調整 頭痕残す. 土師器 短く内傾する。 口縁部横ナデ

0144 杯 3.4 扁平な丸底の底部は、強く内湾し 底部外面ヘラケズリ← 砂粒・ガラ 橙 良好 完形

S B031 12.4 て立ち上がり、やや外反する短い 胴部外面指ナデ ス質鉱物含. 土師器 口縁部に到る。 口縁部横ナデ む

0145 杯 3.3 丸底は、強く内湾して立ち上がり、 底部外面ヘラケズリ← 細砂を多く 橙 良好 口縁部％欠

S B031 12.2 短く内傾する口縁部に到る。 胴部外面指オサエ後ナデ 含む 損. 土師器 口縁部横ナデ

0146 杯 (2.5) 扁平な丸底の底部は、強く内湾し 底部外面ヘラケズリ 赤褐色砂粒 にぶい橙 良好 口縁～底部

S B031 (14.0) て立ち上がり、端部の尖る口縁部 胴部外面指オサエ 含む 残存. 土師器 に到る。器肉は薄い。 口縁部横ナデ

0147 杯 3.3 一定した器厚の平底の底部からっ 底部外面切り離し後回転へ 細砂含む 灰白 良好 口径の復元

S B031 (12.4) 屈曲気味に強く内湾して立ち上が ラ調整 黒色斑点含 図示は小さ

゜
須恵器 (6.2) り、口縁部に到る。 服部外面ロクロ H痕 む め

0148 台付杯 器肉の厚い底部は、貧弱で短い高 裔台部付高台横ナデ 細砂含む 灰白 良好 底部のみ残

S B031 台を貼付する。 底部外面回転ヘラ切り後回 存. 須恵器 (9.6) 転ヘラ調整

0149 甕 僅かに丸味のある胴部から緩やか 胴部外面ヘラケズリ← 鉱物粒・軽 明赤褐 良好 口縁部％残

S B031 19.9 に外反するする口縁部に到る。 内面ヘラナデ 石粒含む 存. 土師器 口縁部横ナデ

0150 甕 強く張る胴部は、コの字状をし、 胴部外面ヘラケズリ 細砂含む 橙 良好 口縁～胴部

S B031 (20. 7) 端部で短く立ち上がる口縁部に到 内面 ヨコヘラナデ 一部分残存. 土師器 る。 口縁部横ナデ

0151 杯 3.6 丸底気味の底部は、屈曲気味に立 底部外面ヘラケズリ 精選されて 明赤 良好 ほぼ完形

S B032 11. 7 ち上がり、短く直立する口縁部に 胴部外面指オサエ いる 内外面鉄分

゜
土師器 到る。 口縁部横ナデ 付着

0152 杯 (2. 7) 扁平な丸底の底部は、屈曲気味に 底部外面ヘラケズリ→ 細砂含む にぶい橙 良好 口縁～体部

S B032 (14.9) 立ち上がり、口縁部はやや外反す 胴部外面指ナデ ％残存

0 土師器 る。 口縁部横ナデ

0153 杯 (3. 7) 丸底の底部は、緩やかに内湾して 底部外面ヘラケズリ→ 細砂含む 橙 良好 口縁部％残

S B032 (15.3) 立ち上がり、短く直立する口縁部 服部外面指オサエ後ナデ 存

゜
土師器 に到る。口縁端部に沈線入る。 口縁部横ナデ

0154 杯 (3.8) 厚い平底の底部は、強く屈曲して 底部外面切り離し後回転へ 細砂含む 青灰 良好 口縁～底部

S B032 (12.0) 立ち上がり、外面の胴部上位に凹 ラ調整 ％残存

゜
須恵器 (7.0) 面を持ち、丸く終る口縁部に到る 胴部内外面 ロクロ目痕

0155 台付杯 底部は器肉が一定で高台を貼付す 底部外面磨耗 細砂含む 褐灰 良好 底部小片

S B032 る。 内面 ロクロ目痕

゜
須恵器

0156 杯 2.8 丸底気味の底部は、強く内湾して 底部外面ヘラケズリ→ 細砂含む 橙 良好 ％残存

S B033 02. 7) 立ち上がり短く内傾する口縁部に 服部外面指オサエ. 土師器 到る。 口縁部横ナデ

0157 杯 3.6 平底の底部は、強く内湾して立ち 底部外面回転糸切り、周縁 細砂含む 灰 良好 ほぽ完形

S B033 12.8 上がり、緩やかに外反して端部で 右回転ヘラ調整 内外面に火. 須恵器 8.2 短く直立する口縁部に到る。 胴部内外面 ロクロ目痕 欅痕あり

0158 杯 3.7 厚くしっかりした底部から屈曲し 底部外面 回転糸切り後周縁 小石含む オリープ灰 良好 口縁～底部

S B033 (13.8) て立ち上がり口縁部に到る。 回転ヘラ調整 一部残存. 須恵器 (8.4) 服部外面 ロクロ H 強く残す

0159 甕 口縁部は、強く〈の字状に外反す 服部外面ヘラケズリ← 砂粒を多最 灰褐 良好 口縁部対残

S B033 (21.0) る。 内面ヘラナデ に含む 存. 土師器 口縁部横ナデ

0160 甕 平底の小さい底部は、やや直線的 胴部外面ヘラケズリ後ヘラ 赤褐色土・ 外面にぶい褐良好 底部～服部

S B033 に立ち上がる。 ナデ 2mmの砂粒 内面燈 ％残存. 土師器 (4.0) 内面ヘラナデ 含む
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2 遺物

土器番号 器形 法量
器形の特徴 成 形・調整の特徴 色調・焼成 備考遺構番号 胎土

出土地点 分類 器裔・日径・底径

0161 杯 2.8 丸底の凹凸のある底部は、緩やか 底部外面ヘラケズリ 細砂含む 橙 良好 底面を中心

S B034 12.4 に内湾して立ち上がり、短く直立 胴部外面指オサエ に磨滅が激

゜
土師器 し端部が尖って終る口縁部に到る 内面 指オサエ後ナデ しい

0162 杯 2.8 丸底の底部は、強く内消して立ち 底部外面ヘラケズリ→ 細砂含む にぶい橙 良好 完形

S B034 13.6 上がり、短く立ち上がる口縁部に 胴部外面指オサエ. 土師器 到る。扁平。 口縁部横ナデ

0163 杯 3.1 丸底から、緩やかに内湾して立ち 底部外面ヘラケズリ→ 黒色ガラス 淡橙 良好 ほぽ完形

S B034 13.3 上がり、短かく直立する口縁部に 胴部外面指オサエ後ナデ 質鉱物含む. 土師器 倒る。口唇部は尖る。 口縁部横ナデ

0164 杯 3.0 広い底部から絞り込みを持ちなが 底部外面切り離し後右回転 細砂含む 灰白 良好 ％残存

S B034 14.2 ら強く内湾して立ち上がり、口縁 ヘラ調整

゜
須恵器 部で僅かに立つ。 口縁部横ナデ

0165 甕 口緑部は強く外反する。 胴部外面ヘラケズリ← 細砂含む にぶい橙 良好 口縁部一部

S B034 (21.4) 内面ヘラナデ 残存

0 土師器 口縁部横ナデ

0166 甕 やや丸味のある胴部は、緩やかに 胴部外面ヘラケズリ← 細砂含む にぶい橙 良好 口縁部一部

S B034 (21.0) 外反し、端部で強く外傾する口縁 内面ヘラナデ 残存外面. 土師器 部に到る。 口縁部横ナデ 鉄分付着

0167 甕 丸味を持つ胴部は、強くくの字状 服部外面ヘラケズリ 細砂含む 淡橙 良好 口縁～服部

S B034 (21.0) に外反する口縁部に到る。 内面横ヘラナデ 残存. 土師器 口縁部横ナデ

0168 甕 口緑部は直立に立ち上がり、端部 桐部外面ヘラケズリ← 細砂含む 橙 良好 口緑部一部

S B034 (23.0) で短く外反する。 残存

゜
土師器

0169 杯 3.4 丸底の底部は、強く内湾して立ち 底部外面ヘラケズリ← 細砂含む 淡赤橙 良好 ％残存

S B035 12.2 上がり短く内傾する口縁部に倒る。 胴部外面指オサエ後ナデ. 土師器 口縁部横ナデ

0170 杯 2.8 丸底の底部は、強く内湾して立ち 底部外面ヘラケズリ 細砂含む にぶい橙 良好 ％残存

S B035 12. 7 上がり、口縁端部で短く内傾する。 胴部外面指オサエ後ナデ. 土師器 口縁部横ナデ

0171 杯 3.35 一定した器厚の底部から絞り込み 底部外面切り離し後回転へ 細砂含む 灰白 良好 ％残存

S B035 (13. 7) を持ちながら強く屈曲して立ち上 ラ調整. 須恵器 7. 7 がり僅かに外反する口縁に到る。 服部ロクロ H痕

0172 杯 平底の底部は、緩やかに内湾して 底部外面右回転糸ヘラ調整 砂粒含む にぶい黄橙 良好 底部％残存

S B035 立ち上がる。 内面 ロクロ目痕

゜
須恵器 (7.2) 

0173 杯 平底の底部は、緩やかに内湾して 底部外面全面右回転ヘラ調 細砂含む 灰白 良好 胴下部～底

S B035 立ち上がる。 整 部％. 須恵器 (7. 7) 

0174 杯 丸底の底部は、外稜を持って緩や 底部外面ヘラケズリ← 砂粒含む にぶい橙 良好 口縁部％残

S B036 (13.0) かに内湾し、口縁端部で短く立ち 服部外面指オサエ後ナデ 存

゜
土師器 上がる。 口縁部横ナデ

0175 杯 (2.8) 平底気味の底部は、緩やかに内湾 底部外面ヘラケズリ↑ 砂粒含む 浅黄橙 良好 口縁～底部

S B037 (10.8) して立ち上がり、強く外反する口 胴部外面指オサエ後ナデ ％残存

゜
土師器 縁部に到る。 口縁部横ナデ

0176 杯 (4.3) 扁平な丸底の底部は、屈曲し直線 底部外面ヘラケズリ 鉱物・軽石 橙 良好 ％残存

S B037 02.5) 的に立ち、緩やかに外反して端部 服部外面ヘラケズリ← 粒含む

゜
土師器 で短く直立する口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0177 杯 器肉の厚い平底の底部は、緩やか 底部外面右回転糸切り 赤褐色粒． 表面にぶい 良好 底部％残存

S B037 に立ち上がる。 砂粒含む 黄橙

゜
須恵器 (7.8) 断面にぶい橙

0178 台付椀 内面が内湾する高台を貼付する底 高台部付高台横ナデ 2 ~3 mm 青灰 良好 ％残存

S B037 部は、緩やかに内湾して立ち上が の白色石

゜
須恵器 (8.6) る。 を含む

0179 瓶 平底の底部は、直線的に立ち上が 底部外面回転糸切り 小石含む 灰 良好 服部外面に

S 8037 り、長胴形を呈す底部から服部下 内面 強いロクロ目痕 黒色斑点目 指紋が数ケ. 須恵器 4. 7 位の器肉は原い。 胴部外面下位回転ヘラ調整 立つ 所見える

0180 蓋 3.5 環状つまみを貼付する天井部は、 体部外面回転ヘラ調整 石英・小石 灰白 良好 ほぽ完形

S B037 (17.3) 緩やかに外方へ開き、短く直に折 赤褐色粘土. 須恵器 (3. 7) れる口縁部に側る。 粒含む

133 



第 m章 竪穴住居の調査（南地区）

土器番号 器形 法益
備考遺構番号

分類 器高・ロ径·底径
器形の特徴 成 形・調整の特徴 胎土 色調・焼成

出土地点

0181 蓋 大きく外方へ開く胴部は、ほぼ水 天井部外面回転ヘラ調整 細砂含む 暗緑灰 良好 小破片

S B037 (15.6) 平になり、丸く折れる口緑部に到 内面 ロクロ目痕

゜
須恵器 る。 服部内外面 ロクロ目痕

0182 甕 口縁部はコの字状を呈す。 胴部外面ヘラケズリ← 赤褐色粘土 にぶい橙 良好 口縁部％残

S B037 (17. 9) 内面ヘラナデ 粒・軽石含 存

゜
土師器 口縁部 指オサエ後横ナデ む

0183 甕 口縁部は、ややコの字状をし、端 口縁部横ナデ 赤褐色土含 橙 良好 口縁部％残

S B037 (18.6) 部で短く立ち上がり、内面に稜を む 存. 土師器 作る。

0184 甕 丸味のある服部は、コの字状のロ 胴部外面ヘラケズリ 鉱物質粒． 赤橙 良好 口縁％残存

S B037 (20.6) 縁部に到る。 内面ヘラナデ 白色石を含 内外面鉄分. 土師器 口縁部横ナデ む 付着

0185 甕 直線的に立ち上がる胴部は、上位 服部外面ヘラケズリ 細砂含む 淡赤橙 良好 口縁％残存

S B037 20.4 に最大径を持ち、ややコの字状を 内面ナデ 胴部中位に

゜
土師器 なす口縁部に到る。 口縁部横ナデ 煤付着

0186 甕 高台の剥落したと考えられる底部 胴部外面ヘラケズリ 赤褐色土・ 灰 良好 胴部～底部

S B037 から立ち上がり、やや肥厚する。 1mmの砂粒 ％残存

゜
須恵器 (12.8) 含む

0187 甕 僅かに肩部を持つ丸味のある胴部 胴部外面上位ヘラケズリ← 赤褐色粘土 橙 良好 口縁～胴部

S B037 (22.0) は、コの字状をし、端部で短く立 中位ヘラケズリ↓ 粒・鉱物軽 中位％残存. 土師器 ち上がる口縁部に到る。 内面横ナデ 石含む

0188 台付甕 円錐形の台部を持つ底部は、緩や 台部横ナデ 鉱物粒含む 橙 良好 台部～胴部

S B037 かに内湾して立ち上がる。 服部外面ヘラケズリ ％残存

゜
土師器 (10 0) 内面ヘラナデ

0189 甕 小さい平底の底部は、やや内湾気 底部外面ヘラケズリ 1mmの砂粒 橙 良好 底部～胴部

S B037 味に立ち上がる。 胴部外面ヘラケズリ↓ 含む ％残存. 土師器 (4.4) 内面ヘラナデ 外面煤付着

0190 杯 3.1 平底気味の底部は、立ち上がり部 底部外面ヘラケズリ 細砂含む 淡赤橙 良好 口縁～底部

S B038 12.3 で器厚が薄くなり、直線的に立ち 服部外面無調整 ％残存. 土師器 8.2 上がり、口縁端部で短く内傾する 口縁部横ナデ

0191 杯 (3.3) 中心部で器肉の薄い丸底気味の底 底部外面ヘラケズリ← 細砂・黒色 明赤褐 良好 口縁～底部

S B038 (12.1) 部は僅かに屈曲して立ち上がり、 胴部外面指オサエ後ナデ ガラス鉱物 ％残存. 土師器 (8.9) 口縁端部で短く内傾する。 口縁部横ナデ 含む

0192 杯 3.6 やや厚い底部から強く内湾して立 底部外面右回転糸切り 1~2mmの砂 灰白 良好 口縁～底部

S 8038 12.8 ち上がり、口縁部で僅かに外反す 胴部内外面 ロクロ目痕 粒含む ½残存. 須恵器 7.6 る。 口縁部横ナデ

0193 甕 屑部を僅かに持つ凹凸の著しい服 胴部外面ヘラケズリ 細砂含む 淡黄橙 良好 口縁部％残

S B038 20.3 部は、コの字状の口縁部に到り、 内面ヘラナデ 存. 土師器 瑞部で短かく立ち上がる。 口縁部横ナデ

0194 甕 口縁部は強く外反し、端部が外面• 胴部外面ヘラケズリ← 赤褐色粘土 橙 良好 口縁部小片

S B038 (23.4) に段を持ち、先端は器肉が薄く尖 内面横ヘラナデ 粒・鉱物粒

゜
土師器 る。 口縁部横ナデ ・細砂含む

0195 杯 (2. 7) 丸底の底部は肥厚して立ち上がり 底部外面ヘラケズリ← 1mmの砂粒 橙 良好 ％残存

S B039 (12.0) 外反気味の口縁部に到る。 服部内外面指オサエ後ナデ 含む. 土師器 口縁部横ナデ

0196 杯 4.2 丸底気味の底部は、緩やかに内湾 底部外面ヘラケズリ← 細砂含む 橙 良好 ％残存

S B039 (15.0) して立ち上がり、直立気味の口縁 桐部外面上半指オサエ後ナ. 土師器 部に到る。 デ下半ヘラケズリ

0197 杯 3.2 底部は厚く、緩やかな絞り込みを 底部外面右回転ヘラ切り 細砂含む 内面灰 良好 ％残存

S B039 (14.0) 持ちながら強く内湾して立ち上が 胴部内外面 ロクロ目痕 外面黒 墨書あり. 須恵器 (8.0) り、直線的に開く。 口縁部横ナデ

0198 台付甕 台部は円錐形を呈し、上半は緩や 台部横ナデ 砂粒を多量 橙 良好 台部のみ½

S B039 かに下半では大きく外方へ開く。 底部外面ナデ に含む 残存. 土師器 (5.4) 内面ヘラナデ

0199 杯 3. 7 一定した器厚を保つ底部から、緩 底部外面回転ヘラ調整 細砂含む 明赤褐 良好 口縁％残存

S B040 13.6 やかに内清して立ち、直線的に開 内面ロクロ H痕 外面鉄分付. 須恵器 7.8 く口縁部到る。 胴部 ロクロ目痕 着

0200 杯 (3.5) 胴部は屈曲して立ち上がり、直立 底部外面ヘラケズリ 細砂含む 橙 良好 全体的に薄

S 8041 (15.5) し中程で外反する口縁部に到る。 胴部外面ヘラケズリ し、

゜
土師器 口縁部横ナデ
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2 遺物

土器番号 器形 法量
器形の特徴 成 形・調整の特徴 色調・焼成 備考遺構番号

分類 器扁・ロ径・底径
胎土

出土地点

0201 杯 (3.3) 扁平な丸底の底部は、緩やかに内 底部外面ヘラケズリ 細砂含む 橙 良好 口縁部％残

S 8041 (15.0) 湾し、直立気味に立ち上がる口縁 胴部外面ヘラケズリ 存

゜
土師器 部に到る。 口縁部横ナデ

0202 甕 口縁部は強く外反し、端部でやや 口縁部横ナデ 細砂・黒色 にぶい赤褐 良好 口縁％残存

S B041 (22.0) 立ち上がる。 ガラス鉱物 内外面鉄分

゜
土師器 含む 付着

0203 甕 口緑部は強く外反し、端部は外稜 口縁部横ナデ Immの砂粒 にぶい橙 良好 口縁部％残

S B041 (21.6) を持ち短く立ち上がる。 含む 存

゜
土師器

0204 杯 3.1 丸底の底部は、緩やかに内湾し、 底部外面ヘラケズリ→ 2mmの砂粒 橙 良好 ％残存

S B042 13.0 短く立ち上がる器肉の薄い口縁部 胴部外面指オサエ後ナデ 含む 内面底部に. 土師器 に到る。 口縁部横ナデ 刻書？あり

0205 杯 (3.0) 扁平な丸底の底部は、内湾し外面 底部外面ヘラケズリ 砂粒含む 橙 良好 口縁～底部

S B042 (13.8) に僅かな段をもって立ち上がり、 胴部外面指オサエ ％残存. 土師器 短く内傾する口緑部に到る。 口縁部横ナデ

0206 甕 口縁部は緩やかに外反して立ち上 胴部外面ヘラケズリ← 砂粒を多量 橙 良好 口縁部のみ

S B042 (20.0) がり、端部では強く外反する。 内面ヘラナデ に含む ％残存. 土師器 口縁部指オサエ横ナデ

0207 杯 3.3 扁平な丸底の底部は、直立気味に 底部外面ヘラケズリ← 黒雲母・軽 橙 良好 約％残存

S B043 (14.4) 立ち上がり、端部が僅かに内傾す 胴部外面指オサエ後ナデ 石・赤褐色

゜
土師器 る口縁部に到る。 口縁部横ナデ 粒•砂粒含

0208 杯 3.5 丸底の底部は、強く内湾して立ち 底部外面ヘラケズリ← 砂粒含む 橙 良好 ほぽ完形

S B043 12.8~13.3 上がり、短く直立する口縁部に到 服部外面指オサエ後ナデ. 土師器 る。 口縁部横ナデ

0209 杯 3.1 扁平な薄手の丸底の底部は、緩や 底部外面ヘラケズリ← 砂粒含む にぶい黄橙 良好 口縁～胴部

S B043 12.9 かに内湾して立ち上がり、短く直 胴部外面指オサエ後ナデ ％残存. 須恵器 立する口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0210 杯 平底気味の底部は、緩やかに内湾 底部外面ヘラケズリ→ 砂粒含む 橙 良好 底部破片

S B043 して立ち上がる。 胴部外面指オサエ

゜
土師器

0211 杯 3.6 厚い平底の底部は、強く突出する 底部外面 回転ヘラ切り後右 雲母・鉱物・ 灰白 良好 完形

S B043 14. I 腰部を持ち内湾して立ち上がり、 回転ヘラ調整 軽石砂粒．. 須恵器 8.1 口縁部に到る。 胴部ロクロ H痕 赤褐色粒含

0212 杯 4.0 底部は、やや突出し、屈曲して立 底部外面右回転ヘラ調整， 細砂含む 淡黄 良好 ％残存

S B043 13.6 ち上がり、胴部は僅かに内湾して 胴部 ロクロ且痕. 須恵器 6.3 薄手で尖る口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0213 杯 3.3 一定した器肉を保ち、強く内湾し 底部外面回転ヘラ切り 長石・細砂 青灰 良好 ％残存

S B043 (13.6) て立ち上がり、口縁部で外反する。 胴部内外面 ロクロ且痕 含む. 須恵器 8.0 

0214 甕 口縁部は、緩やかに外反し、端部 胴部外面ヘラケズリ← Immの砂粒 橙 良好 口縁～胴部

S B043 21.4 でやや立ち上がる。 内面ヘラナデ を多籠に含 ％残存. 土師器 口縁部横ナデ む

0215 杯 (3.0) 扁平な丸底の底部は、強く内湾し 底部外面ヘラケズリ← 黒雲母•砂 橙 良好 ½残存

S B044 (12.5) て立ち上がり、内傾気味の口縁部 胴部外面指オサエ後ナデ 粒含む. 土師器 に到る。 口縁部横ナデ

0216 杯 3.3~3.8 丸底の底部は、強く内湾して立ち 底部外面ヘラケズリ← 砂粒含む にぶい黄橙 良好 完形

S B044 13.1 上がり、やや直立する口縁部に到. 土師器 る。

0217 杯 扁平な丸底と思われる底部は、外 底部外面ヘラケズリ 砂粒含む にぶい橙 良好 口縁部のみ

S B044 (13.0) 稜を持ち、やや直線的に立ち上が 胴部横ナデ ％残存

゜
土師器 る器高は浅い。 口縁部横ナデ

0218 杯 3.2 丸底の凹凸のある底部は、緩やか 底部外面ヘラケズリ← 砂粒含む 橙 良好 底部内面凹

S B044 (12.8) に内清して立ち上がり、短く内傾 胴部外面指オサエ後ナデ 凸めだっ. 土師器 する口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0219 杯 胴部は緩やかに内湾して立ち上が 底部外面ヘラケズリ 砂粒含む 橙 良好 口縁～体部

S B045 (12.6) り、外面に稜を持ち外反する口縁 服部外面指オサエ ％残存. 土師器 部に到る。 口縁部横ナデ

0220 杯 直線的に大きく開く胴部は、外面 底部外面ヘラケズリ 砂粒含む にぶい橙 良好 口縁部小片

S B045 (12.2) に稜を持ち、僅かに立ち上がる口 胴部外面指オサエ後ナデ. 土師器 縁部に到る。 口縁部横ナデ
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第 m 章 竪穴住居の調査（南地区）

土器番号 器形 法械
成 備考遺構番号

分類 器高・ロ径・底径
器形の特徴 形・調整の特徴 胎土 色調・焼成

出土地点

0221 杯 胴部は、屈曲して立ち上がり、直 底部外面ヘラケズリ 砂粒含む にぶい橙 良好 口縁部のみ

S B045 (12.8) 立気味の口緑部に到る。 胴部外面指オサエ ¼残存. 土師器 口縁部横ナデ

0222 杯 直線的に大きく開き胴部は、外面 底部外面ヘラケズリ 砂粒含む 橙 良好 底部は削ら

S B045 03.0) に稜を持ち口緑部に到る。器高は 胴部外面指オサエ れて薄い. 土師器 浅\,‘o 口緑部横ナデ

0223 台付椀 緩やかに内湾する胴部は、短く外 胴部外面ロクロ H痕 赤褐色粒． にぶい橙 良好 内面焦色処

S B045 05. 2) 反し、端部が丸く終わる日縁部に 内面ヘラミガキ 4 mmの石・ 理、外面に. 土師器 到る。高台付と考えられる。 口縁部横ナデ 砂粒含む 及ぶ

0224 羽釜 口縁部は、短く内傾し、上部で立 口採部横ナデ 2mmの砂粒 灰白 良好

S B045 (18 0) ち上がり小さく水平に張り出す鍔 含む. 須恵器 部を貼付する。

0225 甕 平底の底部は、やや直線的に立ち 底部外面ヘラケズリ Immの砂粒 橙 良好 底部一胴部

S B045 上がる。 胴部外面ヘラケズリ↓ 含む ¼残存. 土師器 (4.0) 内面ヘラナデ

0226 甕 口縁部はややコの字状を星し、瑞 胴部外面ヘラケズリ→ Immの砂粒 浅黄橙 良好 口縁～桐部

S B045 (23.8) 部に沈線が入り尖る。 内面ヘラナデ 含む ％残存. 土師器 口椋部横ナデ

0227 杯 (2. 7) 丸底の底部は、毅やかに内湾して 底部外面ヘラケズリ← 長石・黒雲 橙 良好 ％残存

S B046 02.2) 立ち上がり口縁部に到る。 胴部外面指オサエ後ナデ 母・軽石・

゜
土師器 口縁部横ナデ 砂粒含む

0228 杯 (2.5) 扁平な丸底は、屈曲して内湾気味 底部外面ヘラケズリ← 砂粒含む 橙 良好 口縁部％残

S B046 03.0) に立ち上がり、短く内傾する口緑 胴部外面指オサエ後ナデ 存

゜
土師器 部に到る。器肉は非常に薄い。 口縁部横ナデ

0229 杯 (3.4) 扁平な丸底の底部は、緩やかに内 底部外面ヘラケズリ 砂粒含む 橙 良好 口縁～底部

S B046 (13.0) 湾して立ち上がり、直立気味のロ 胴部外面指オサエ後ナデ ％残存

゜
土師器 縁部に到る。 口縁部横ナデ

0230 杯 4.2 一定した器原を保つ平底の底部は 底部外面右回転ヘラ調整 長石・鉱物 灰白 良好 ％残存

S 8046 (13.5) 屈曲気味に強く内湾して立ち上が 胴部 ロクロ目痕 砂粒含む 黒色斑点あ. 須恵器 (8.6) り、外反気味の [l縁部に到る。 口縁部横ナデ り

0231 杯 丸底の底部は緩やかに立ち上がり 底部外面ヘラケズリ← 砂粒含む 橙 良好 口縁部のみ

S B047 (12.6) 直立気味の口縁部に到る。 胴部外面指オサエ ％残存. 土師器 口縁部横ナデ

0232 杯 扁平な丸底の底部は、緩やかに内 底部外面ヘラケズリ／ 赤褐色粒含 にぶい橙 良好 口縁部％残

S B047 (14.0) 湾して立ち上がり、外面に稜を作 胴部外面指オサエ む 存. 土師器 って直立気味に立つ口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0233 杯 (3.4) 丸底の底部は、強く内湾して立ち 底部外面ヘラケズリ 砂粒含む にぶい橙 良好 約％残存

S B047 (14.0) 上がり短く内傾する口縁部に到る。 胴部外面指オサエ後ナデ. 土師器
゜

口緑部横ナデ

0234 杯 扁平な丸底の底部は、強く内消し 底部外面ヘラケズリノ 黒雲母・軽 橙 良好 約％残存

S B047 (14.7) て立ち上がり、直立気味の口縁部 胴部外面指オサエ後ナデ 石砂粒含む. 土師器 に到る。 内面 指オサエ後横ナデ

0235 杯 3.2~3.5 丸底気味の底部は、僅かに内湾し 底部外面ヘラケズリ 砂粒含む にぶい橙 良好 口縁～底部

S 8048 12.2 て立ち上がり、口縁部で外反し、 胴部外面指オサエ後ナデ ％残存. 土師器 短く立ち上がる端部に到る。 口縁部横ナデ 器高に段差

0236 杯 丸底は、強く内湾して立ち上がり 底部外面ヘラケズリ 軽石・黒雲 橙 良好 ％残存

S B048 (12,0) 直立気味で端部が短く内傾する口 胴部外面指オサエ後ナデ 母砂粒含む

゜
土師器 縁部に到る。 口縁部横ナデ

0237 杯 3.1 扁平な丸底の底部は、屈曲気味に 底部外面ヘラケズリ← 砂粒含む 橙 良好 口縁～底部

S B048 12.3 強く内湾して立ち上がり、直立す 胴部外面指オサエ後ナデ 一部欠損. 土師器 る口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0238 杯 3.4 扁平な丸底の底部は、緩やかに内 底部外面ヘラケズリ 砂粒含む 橙 良好 口縁部％欠

S B048 12.6 湾して立ち上がり、短く直立する 胴部外面指オサエ後ナデ 損. 土師器 口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0239 杯 2.9 扁平な丸底の底部は、緩やかに内 底部外面ヘラケズリ← 赤褐色粒含 にぶい橙 良好 ％残存

S B048 13.3 湾して立ち上がり、短く内傾する 胴部外面指オサエ む 外面鉄分付. 土師器 口縁部に到る。 口縁部横ナデ 着

0240 杯 3.9 厚く内湾した底部から絞り込みを 底部外面切り離し後回転へ 細砂含む 灰白 やや不良 ％残存

S B048 (13.5) 持ちながら強くて内湾して立ち上 ラ調整 ロクロ回転. 須恵器 8.0 がる。 服部 ロクロ回転 方向不明
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2 遺物

土器番号 器形 法械
備考遺構番号

分類 苔翡•D径・底径
器形の特徴 成 形・調整の特徴 胎土 色調・焼成

出土地点

0241 杯 一定した器厚の底部から、緩やか 底部外面切り離し後回転へ 細砂含む 灰白 良好 底部％残存

S B048 に屈曲して立ち上がる。 ラ調整 ロクロ回転. 須恵器 (8.6) 胴部 ロクロ目痕 方向不明

0242 台付杯 5.2 尚台を貼付し器原する底部は、強 品台部付尚台横ナデ 小石含む 明灰白 良好 口縁～底部

S B048 (13.0) く張る腰部を有し直線的に立ち上 底部外面右回転糸切り 一部欠損. 須恵器 9.2 がり、僅か外反する口縁部に到る。 胴部 ロクロ目痕

0243 甕 丸味のある胴部から、強くくの字 胴部外面ヘラケズリ後ナデ 赤褐色粒を 橙 良好 口縁～胴部

S B048 (22.4) 状に外反する口縁部に到る。 内面ヘラナデ 多益に含む ％残存. 土師器 口縁部横ナデ

0244 杯 平底の部は、立ち上がり部で器厚 底部外面ヘラケズリ 赤褐色粒含 浅黄橙 良好 内面黒色処

S B049 し、強く内湾して立ち上がる。 内面ヘラミガキ む 理、外面底. 土師器 (8.2) 桐部内面ヘラミガキ 部黒班あり

0245 甕 やや丸味を持つ胴部は、くの字状 胴部外面ヘラケズリ← 砂粒を多量： 橙 良好 口縁部％残

S B049 22.0 に外反するする口縁部に到る。 内面ヘラナデ に含む 存. 土師器 口縁部横ナデ

0246 杯 3.2 凹凸のある平底の底部は、直立気 底部外面ヘラケズリ→ 白色軽石・ にぶい橙 良好 口縁部％欠

S 8050 12. 5 味に立ち上がり、短く外傾する口 胴部横ナデ 砂粒含む 損

゜
土師器 11.7 縁部に到る。器肉は非常に薄い。 口縁部横ナデ

0247 杯 丸底の底部は、外面に稜を作り緩 底部外面ヘラケズリ↑ 砂粒含む にぶい橙 良好 口縁～体部

S B050 (13.1) やかに立ち上がり、外稜を持ち直 胴部外面指オサエ後ナデ 残存. 土師器 立し端部で内傾する口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0248 杯 (3.3) 丸底の底部は強く内消して立ち上 底部外面ヘラケズリ 赤褐色粒含 橙 良好 口縁のみ％

S B050 (14.4) がり、短く内傾気味の口縁部に到 胴部外面指オサエ後ナデ む 残存. 土師器 る。 口縁横ナデ

0249 甕 15.6 やや丸い底部から、球形を呈する 底部外面ヘラケズリ 砂粒を多凪 明赤褐 良好 口縁部％残

S BOSO 16.0 胴部に到り、口縁部はくの字状に 胴部外面ヘラケズリ に含む 存. 土師器 6. 7 大きく外反する。 内面ヘラナデ

0250 壺 器厚は一定で、肩部に張りを持つ。 胴部外面ロクロ目痕 長石・細砂 表裏灰 良好 胴部のみー

S B051 内面 ロクロ目痕 含む 断面灰赤 部残存. 須恵器 (22.2) 肩部ヘラナデ

0251 杯 (3.5) 丸底の底部は強く内湾して立ち上 底部外面ヘラケズリ 砂粒含む 橙 良好 口縁～胴部

S 8052 (12.0) がり、直立する口縁部に到る。 胴部外面指オサエ後ナデ ％残存

゜
土師器 口縁部横ナデ

0252 杯 3.4 丸底の底部は、強く内湾して立ち 底部外面ヘラケズリ＼ 砂粒・雲母 橙 良好 はぽ完形

S B052 12.8 上がり、短く直立する口縁部に到 胴部外面指オサエ後ナデ 含む 口縁が歪ん

• 土師器 る。 口縁部横ナデ でいる

0253 杯 3.3~3.4 扁平な丸底の底部は、強く内湾し 底部外面ヘラケズリ／ I mmの砂粒 橙 良好 底部約％欠

S B052 12.8 て立ち上がり、短く内傾する口縁 胴部外面指オサエ後ナデ 含む 損. 土師器 部に到る。 口縁部横ナデ

0254 杯 丸底の底部は強く内湾して立ち上 底部外面ヘラケズリ 砂粒含む 橙 良好 口縁部％残

S 8052 (13.8) がり短く内傾する口縁部に到る。 胴部外面指オサエ 存. 土師器 器肉は薄い。 口縁部横ナデ

0255 台付椀 (7.0) 短く開く高台を貼付する底部は、 高台部付高台横ナデ 細砂含む 灰 良好 口縁～底部

S B052 (7.8) 直線的に立ち上がり、口縁部に到 底部外面 回転ヘラ切り後ナ ％残存. 須恵器 (10.8)) る。 デ調整

0256 台付皿 僅かに開く高台を貼付する平底の 高台部付高台横ナデ 細砂含む 灰白 良好 底部のみ残

S B052 底部は、中心部に行く程器肉が原 底部外面右回転ヘラ調整 存. 須恵器 い。 内面 ロクロ目痕

0257 甕 口縁部は強く外反し、端部は尖る。 胴部外面ヘラケズリ← 赤褐色粒． 赤褐 良好 頸部外面に

S 8052 (21.6) 内面ヘラナデ 砂粒含む 煤付着. 土師器 口縁部横ナデ

0258 甕 張りのある胴部は強く外反する口 服部外面ヘラケズリ← 砂粒を多蘊 橙 良好 口縁～胴部

S B052 (23.2) 縁部に到る。 内面ヘラナデ に含む ％残存. 土師器 口縁部横ナデ

0259 甕 丸い底部から緩く内傾して立ち上 底部外面ヘラケズリ 赤褐色土・ 明赤褐 良好 底部～胴部

S B052 がる。 胴部外面ヘラケズリ↓ 砂粒含む 残存. 土師器 6.0 内面ヘラナデ

0260 甕 小さい平底の底部は、直線的に立 底部外面ヘラケズリ 赤褐色土含 橙 良好 底部～服部

S B052 ち上がる。 胴部外面ヘラケズリ｀ む ％残存. 土師器 (4.0) 内面 ヨコヘラナデ
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第川章 竪穴住居の調査（南地区）

土器番号 器形 法最
備考遺構番号

分類 器為・日径·底径
器形の特徴 成 形・調整の特徴 胎土 色調・焼成

出土地点

0261 台付甕 台部はハの字状に大きく開く。 台部横ナデ 砂粒を多最 明赤褐 良好 台部のみ完

S B052 底部外面横ナデ に含む 形. 土師器 (10.0) 内面ヘラナデ

0262 甕 29.2 小さい平底の底部は、直線的に立 底部外面ヘラケズリ 赤褐色土粒 橙 良好 ほぼ完形

S B052 22.0 ち上がり、長胴化した胴部をし、 胴部外面ヘラケズリ •砂粒を多. 土師器 3. 7 くの字状に外反する口縁部に到る。 内面ヘラナデ 祉に含む

0263 杯 3.9~4.2 平底の底部は、強く内消して立ち 底部外面右回転糸切り 赤褐色粒． にぶい橙 良好 底部磨滅

S B054 11.3 上がり、外反気味の口縁部に到る。 胴部 ロクロ目痕 砂粒を多く

゜
須恵器 4.6 口縁部横ナデ 含む

0264 壺 球形を呈する胴部は、中央部に最 胴部ロクロ H 痕 長石・細砂 青灰 良好 体部小片

S B054 大径を持つ。 含む 外面に自然. 須恵器 (19.5) 釉

0265 杯 3.5 丸底の底部から、内湾して立ち上 底部外面ヘラケズリ← 砂粒含む 橙 良好 口縁～底部

S B055 02.0) がり、端部が内傾気味の口縁部に 胴部外面指オサエ後ナデ ％残存. 土師器 到る。 口紺部横ナデ

0266 杯 3.5 丸底の底部は、屈曲気味に立ち上 底部外面ヘラケズリ← 1mmの砂粒 橙 良好 ほぽ完形

S B055 13.3 がり、はぽ直立する口縁部に到る。 胴部外面指オサエ後ナデ 含む. 土師器 口縁部横ナデ

0267 甕 口緑部は強くくの字状に外反し、 胴部外面横ヘラケズリ← Immの赤褐 浅黄橙 良好 口縁％残存

S B056 (22.8) 端部は尖る。 内面ヘラナデ 色粒•砂粒 頸部に指頭. 土師器 口緑部横ナデ 含む 圧痕有り

0268 台付椀 胴部は内湾して立ち上がり、短く 胴部外面 ロクロ目痕 精選された 灰白 良好 口縁部のみ

S B057 (14.8) 外反し、丸く肥厚して終る口縁部 口縁部横ナデ 胎土 一部残存. 灰釉 に到る。

0269 輪花皿 3.9 短かい高台を貼付する器向の厚い 底部外面回転ヘラ調整 長石粒目立 灰白 良好 輪花4ケ所

S B057 14.4 平底の底部は、級やかに立ち上が 内面 ロクロ目痕 つ あり

• 灰釉 8.0 り、外反気味の口緑部に到る。 服部外面回転ヘラ調整 泊け掛け

0270 土釜 一定した器厚で張りのある胴部か 胴部外面横ヘラケズリ← 軽石・赤褐 赤褐 良好 口縁％残存

S 8057 (20.1) ら、短く外反する口縁部に到る。 内面ヘラナデ 色粒・鉱物 内外面鉄分. 土師器 [J柑部横ナデ 質粒含む 付着

0271 台付椀 胴部は強く、内湾して立ち上がり 胴部ナデ 砂粒含む にぶい橙 良好 口縁～胴部

S B058 (13,0) 緩やかに外反し、端部で丸く終る 口緑部横ナデ ％残存

゜
須恵器 口縁部に到る。

0272 長頸瓶 頭部は、直立気味に立ち上がる。 頸部 ロクロ目痕 白色針状物 青灰 良好

S 8058 質含む

゜
須恵器

0273 甕 球形の胴部は、緩やかに外反する 胴部外面ヘラケズリ 砂粒含む 赤褐 良好 口縁～胴部

S B058 (13.3) 口縁部に到る。 内面ヘラナデ ％残存. 土師器 (14.5) 口縁部横ナデ

0274 甕 上げ底気味の底部は、立ち上がり 底部外面木葉痕 Immの砂粒 にぶい橙 良好 底部～胴部

S B058 部で肥厚し、直線的に立ち上がる。 胴部外面ナデ 含む ％残存

゜
土師器 (6.2) 内面ハケメ

0275 甕 やや丸味のある胴部は、くの字状 胴部外面ヘラケズリ← 砂粒を多最 明赤褐 良好 口縁％残存

S B058 (15.0) の口縁部に到る。 内面ヘラナデ に含む 外面鉄分付. 土師器 口縁部横ナデ 着

0276 甕 口縁部は短く外傾し、端部は尖り 胴部外面ヘラケズリ← 赤褐色粒含 赤褐 良好 巻き上げ痕

S B058 (19.8) 気味。 内面ヘラナデ む 明瞭

゜
土師器 口縁部横ナデ

0277 甕 僅かに肩部を持つ胴部は、緩やか 胴部外面ヘラケズリ後ナデ 赤褐色粒． 橙 良好 口縁～服部

S B058 (20.0) に外反し、上位でやや立ち上がる 内面ヘラナデ 砂粒含む 硬質 ％残存. 土師器 口縁部に到る。器肉は薄い。 口縁部横ナデ

0278 杯 丸底の底部は外面に稜を作って、 底部外面ヘラケズリ← 砂粒含む にぶい橙 良好 口縁部％残

S B059 (15.6) 外反して立ち上がり、短く直立す 胴部外面指オサエ後ナデ 存. 土師器 る口縁部に到る。 内面横ナデ

0279 杯 丸底の底部は、直立気味に立ち上 胴部磨滅 白色・軽石 橙 良好 口縁％残存

S B059 がり、口縁部に到る。 口縁部横ナデ 赤褐色粒． 全体に磨滅. 土師器 砂粒含む

0280 杯 13.3 丸底の底部は、緩やかに立ち上が 底部外面ヘラケズリ／ 砂粒含む 橙 良好 口縁～底部

S B059 02.2) り、直立する口縁部に到る。 胴部外面指オサエ後ナデ ％残存. 土師器 口縁部横ナデ
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2 遺物

土器番号 器形 法絨
器形の特徴 成 形・調整の特徴 胎土 色調・焼成 備考遺構番号

出土地点 分類 器裔•口径底径

0281 杯 2. 7 平底の底部は強く内湾して立ち上 底部外面右回転糸切り 砂粒含む にぶい橙 良好 口縁、底部

S 8059 10.5 がり、短く直立する口縁部に到る。 胴部内外面横ナデ 一部欠損

゜
須恵器 7.0 器高は浅い。 口縁部横ナデ

0282 杯 緩やかに内湾する胴部は、短く外 胴部 ロクロ目痕 赤褐色粒含 灰黄 良好 口緑～胴部

S B059 (14.0) 反し、肥原する口縁部に到る。 口縁部横ナデ む ％残存. 須恵器 憔

0283 杯 4.0 器厚で平底の底部は、強く屈曲し 底部外面ヘラケズリ 細砂含む 灰白 良好 ほぼ完形

S B059 15.2 て立ち上がり、直立気味の口縁部 胴部 ロクロ目痕 ヘラ記号あ. 須恵器 9.0 に到る。 口縁部横ナデ り

0284 甕 張りのある胴部は、直立し端部で 胴部外面ヘラケズリ＼ 1mmの砂粒 にぶい橙 良好 口縁～胴部

S B059 (18.0) 短く外反する口縁部に到る。器肉 内面ヘラナデ ・赤褐色土 小片. 土師器 は薄い。 口縁部横ナデ 粒含む

0285 甕 口縁部はくの字状に外反し、瑞部 胴部外面ヘラケズリ← 砂粒を多最 にぶい橙 良好 口縁部％残

S 8059 (20.9) でやや立ち上がる。 内面ヘラナデ に含む 存. 士師器 口緑部横ナデ

0286 甕 やや丸味を持つ胴部から、強く外 胴部外面ヘラケズリ？ 赤褐色土粒 橙 良好 口緑部％。～

S B059 (21.2) 反し、端部に沈線が入る口縁部に 内面ヘラナデ •砂粒を多 体部％残存. 土師器 到る。 口縁部横ナデ 祉に含む

0287 甕 僅かに丸味のある胴部は、強くく 胴部外面上位ヘラケズリ← 赤褐色砂粒 橙 良好 口縁部％残

S B059 (22.2) の字状に外反し、靖部で段を持つ 中位ヘラナデ 多益含む 存. 土師器 器肉の薄くなる口縁部に到る。 内面ヘラナデ

0288 甕 口縁部は外反し、瑞部で短く立ち 胴部外面ヘラケズリ← 赤褐色土粒 橙 良好 口縁部％残

S B059 (23.0) 上がる。 内面ヘラナデ •砂粒を多 存. 土師器 口縁祁横ナデ 祉に含む

0289 甕 胴部は長胴形を呈し、直立気味に 胴部外面ヘラケズリへ 赤褐色土粒 赤橙 良好 口緑％～胴

S B059 (21. 75) 立ち上がり、口縁部に到る。最大 内面 ヨコヘラナデ 含む 部％残存. 土師器 径は口縁部にある。 口縁部横ナデ

0290 甕 凹凸のある薄い平底の底部は、緩 底部外面ヘラケズリ 黒雲母含む 橙 良好 底部～胴部

S B059 やかに立ち上がり、直線的に開く。 胴部外面ヘラケズリヽ ％残存. 土師器 (4.4) 内面ヘラナデ

0291 甕 30.1 小さい平底は、直線的に立ち上が 底部外面ヘラケズリ 砂粒を多屈 橙 良好 口縁～底部

S B059 (21.0) り、長胴を呈し、くの字状に外反 服部外面ヘラケズリ に含む ％残存. 土師器 (3.3) する口縁部に到る。 内面 ヨコヘラナデ

0292 杯 3.3 丸底の底部は、強く内湾して立ち 底部外面 ヨコヘラケズリ← 砂粒含む 橙 良好 約％残存

S B060 (12.5) 上がり、短く内傾する器肉の薄い 桐部横ナデ

゜
土師器 02.8) 口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0293 杯 丸底の底部、強く内湾して立ち上 底部外面ヘラケズリ← 砂粒含む 橙 良好 口縁～体部

S B060 (13.4) がり、口縁部で短く内傾する。 服部外面指オサエ後ナデ ％残存. 土師器 口縁部横ナデ

0294 杯 底部は短い三角高台を貼付し、器 底部内面棒状ヘラミガキ 白色軽石粒 にぶい黄 良好 底部残存

S B060 肉は非常に薄い。 含む 内面黒色処

゜
士師器 (6.4) 理

0295 杯 4.1 平底の底部は、緩やかに立ち上が 底部外面ヘラケズリ 赤褐色粒含 浅黄橙 良好 ％残存

S B060 12.8 り、端部の尖る口縁部に到る。 胴部外面ヘラケズリヽ む 内面に鉄分. 土師器 (4.8) 口縁部横ナデ 付着

0296 台付椀 三日月形高台を貼付する底部は、 高台付高台横ナデ 精選されて 灰 良好 底部％残存

S B060 大きく開いて立ち上がる。 いる 釉が高台部

゜
灰釉 (7.8) 分に及ぶ

0297 杯 僅かに外傾する高台を貼付する底 高台部付高台横ナデ 精選されて 灰白 良好 重ね焼き痕

S B060 部は、大きく外方へ開きながら立 胴部 ロクロ目痕 いる あり

• 灰釉 (6.4) ち上がる。

0298 台付椀 5.1 三 H 月の高台を貼付する底部は、 高台部付高台横ナデ 精選されて 灰白 良好 流し掛け

S B060 15.0 緩やかに内湾して立ち上がり、短 口縁部横ナデ いる 重ね焼き痕. 灰釉 7.2 く外反する口縁部に到る。 あり

0299 甕 丸味のある朋部は、コの字状をし 胴部外面ヘラケズリ← 赤褐色粒含 橙 良好 口縁～服部

S B060 (13.3) 端部で器肉の薄くなる口緑部に到 内面ヘラナデ む ％残存. 土師器 る。 口縁部横ナデ

0300 甕 張りのある服部は、緩やかに外反 服部外面ヘラケズリ← 砂粒含む にぶい橙 良好 口縁～胴部

S B060 (16.6) し、端部で段を持ち立ち上がる口 内面ヘラナデ 残存. 土師器 縁部に到る。 口縁部横ナデ
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第 m章 竪穴住居の調査（南地区）

土器番号 器形 法巌
器形の特徴 成 形・調整の特徴 色調・焼成 備考遺構番号

分類 苔高•D径・底径
胎土

出土地点

0301 甕 口縁部は直線的に立ち上がり、瑞 胴部外面ヘラケズリ← 赤褐色粒含 灰白 良好 口縁％残存

S B060 (19.5) 部で強く外反する。 内面 ヨコヘラナデ む. 土師器 口縁部横ナデ

0302 甕 僅かに外反するする口縁部は、瑞 胴部外面ヘラケズリ→ 細砂粒・小 外面黒褐 不良 口縁％残存

S 8060 (20.0) 部で短く立ち上がる。 内面 ヨコヘラナデ 礫含む 内面暗褐. 土師器 口縁部横ナデ

0303 杯 3.3 平底の底部は、立ち上がり部で肥 底部外面ヘラケズリ 赤褐色粒． 橙 良好 一部黒班あ

S B061 (11. 4) 庫し、大きく外方へ開き、口縁部 胴部外面ヘラケズリ← 長石砂粒含 り. 土師器 (4.6) で短く外反する。 口縁部横ナデ む

0304 杯 3.8~4.2 平底の底部は、屈曲気味に立ち上 底部外面ヘラケズリ 赤褐色粒． 淡橙 良好 粘土紐巻き

S B061 12.0 がり、外反気味の口縁部に到る。 胴部外面上半指オサエ 黒雲母・軽 上げ明瞭. 土師器 下半ヘラケズリ← 石•砂粒含

0305 台付椀 台形の高台を貼付する平底の底部 高台部付高台横ナデ 精選された オリープ灰 良好 全体に刷毛

S B061 は、立ち上がり部で肥厚し、緩や 胴部外面ロクロ目痕 胎土 塗り施釉. 緑釉 (7.4) かに立ち上がる。 トチ痕残す

0306 杯 緩やかに立ち上がる胴部は、外反 胴部 ロクロ目痕 砂粒含む 淡黄橙 良好 底部～体部

S B061 (13.9) 気味の口縁部に到る。 口縁部横ナデ ％残存. 須恵器
0307 皿 胴部は大きく外方へ開きながら立 胴部 ロクロ目痕 精選されて 灰 良好 口縁小片泊

S 8061 (14.0) ち上がり、短く外反する口縁部に 口縁部横ナデ いる け掛け. 灰釉 到る。

0308 杯 三 H 月高台を貼付、中央部で器高 高台部付高台横ナデ 精選された 灰 良好 歪みあり

S B061 の低くなる平底の底部は、緩やか 底部外面回転ヘラ調整 胎土 重ね焼痕あ. 灰釉 (7. I) に立ち上がる。 内面横ナデ り

0309 甕 口縁部は短く外反する。 口縁部横ナデ 赤褐色土・ 赤褐 良好 口縁は％残

S 8061 (16.0) 砂粒含む 存内面に. 土師器 煤付着

0310 甕 口縁部は、緩やかに外反し、端部 口縁部外面ハケナデ後ヘラ 赤褐色粒含 にぶい橙 良好 口縁部のみ

S B061 17.8 でやや強く反る。 ケズり↑ む ％残存. 土師器 内面ハケナデ

0311 甕 張りのある胴部は、短くくの字状 胴部外面上位ヘラケズリ← 赤褐色粒． 橙 良好 口縁部％残

S B061 23.0 に外反する口縁部に到る。 中位ヘラケズリ← 砂粒多拭含 存. 土師器 口縁部横ナデ む

0312 甕 張らない服部から、緩やかに外反 胴部内面ヘラケズリ← 赤褐色粒． 赤 良好 口縁部％残

S B061 (29.1) して立ち上がり、端部で強く外反 内面ナデ 軽石・鉱物 存. 土師器 して肥原して終る口縁部に到る。 口縁部横ナデ 質粒含む

0313 甕 丸底気味の底部は、緩やかに内湾 底部外面無調整 2mmの砂粒 赤褐 良好 底部～胴部

S 8061 して立ち上がる。 桐部外面ヘラケズリヽ 含む ％残存. 士師器 5.1 内面 中位ヘラケズリ←

0314 台付椀 服部は内湾して立ち上がり、上位 胴部外面ヘラケズリ 赤褐色粒含 淡黄橙 良好 内面黒色処

S B062 (15.0) で肥原し、短く直立する口縁部に 内面 ヘラミガキ後ヘラ む 理外面に. 土師器 到る。 による文様を施文 黒色及ぶ

0315 台付椀 4. I~4.4 短い高台を貼付する中央より器厚 高台部付高台横ナデ 砂粒含む 灰 良好 ％残存胴

S B062 (12.5) を増す底部は緩やかに内湾して立 底部外面 回転糸切り後ナデ 部に黒班あ. 須恵器 (6.2) ち上がり外反気味の口縁部に到る。 服部内外面 ロクロ目痕 り

0316 台付椀 4.5 短いだれた高台を貼付する器肉の 高台部付高台横ナデ 軽石砂粒含 にぶい黄橙 良好 約％残存

S B062 12. 7 薄い底部は、緩やかに内湾して立 底部外面ナデ む. 須恵器 6.4 ち上がり外反気味の口縁部に到る 胴部 ロクロ目痕

0317 椀 6.0 短い高台を貼付する底部は、大き 高台部付高台横ナデ 赤褐色粒． 黒褐 良好 ½残存

S B062 (14.6) く外方へ開きながら立ち上がり、 胴部 ロクロ目痕 軽石・雲母 燻. 須恵器 (6.8) 外反気味の口縁部に到る。 口縁部横ナデ （黒） •石英

0318 台付椀 5.0 しっかりした高台を貼付する底部 高台部付高台 ロクロ目痕 赤褐色粒含 にぶい黄橙 良好 口縁％欠損

S B062 13.0 は、外方へ直線的に立ち上がり、 底部内外面 ロクロ目痕 む 内面煤付着

゜
須恵器 6.2 外反する口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0319 甕 僅かに肩部をもつ丸味のある胴部 朋部外面ヘラケズリ← 赤褐色粒． にぷい橙 良好 口縁～胴部

S B062 (22.2) は、短く外反する口縁部に到る。 内面 ヨコヘラナデ 黒雲母含む ％残存. 土師器 口縁部横ナデ

0320 甕 小さい平底の底部は、緩やかに立 底部外面砂底 赤褐色と 1mm にぶい黄橙 良好 底部～服部

S B062 ち上がる。 胴部外面ヘラケズリ↓ の砂粒含む ％残存. 土師器 (3.8) 内面ヘラナデ む
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2 遺物

土器番号 器形 法絨
成 形・調整の特徴 色調・焼成 備考遺構番号 器形の特徴 胎土

出土地点 分類 器裔 □径・底径

0321 甕 口縁部は、強くくの字状に外反し 服部外面ヘラケズリ← 赤褐色粒・ l 浅黄橙 良好 口縁部％の

S B062 (22.0) 端部で短く立ち上がる。 内面 ヨコヘラナデ mmの砂粒含 破片を図上

゜
土師器 口縁部横ナデ む 復元

0322 羽釜 口縁部は短く直立し、断面三角形 口縁部横ナデ 長石粒目立 灰黄 良好 口縁部小片

S 8062 (22.1) で上向きに張り出す鍔を貼付する。 つ

゜
須恵器

0323 台付椀 胴部は内湾して立ち上がり、強く 胴部 ロクロ目痕 砂粒・赤褐 にぶい黄橙 良好 口縁部のみ

S B063 (13.6) 外反する口縁部に到る。 口縁部横ナデ 色粒含む ％残存

゜
須恵器

0324 杯 3.1 中央部で器原になる丸底の底部は 底部外面ヘラケズリ← 白色軽石粒 にぶい橙 良好 ％残存

S 8064 (12.9) 屈曲気味に強く内湾して立ち上が 胴部外面指オサエ後ナデ •砂粒含む. 土師器 り、短く内傾する口縁部に到る。 内面 指オサエ横ナデ

0325 杯 3. 7 中心部が器肉の薄い平底の底部は 底部外面回転糸切りか 砂粒含む 黄灰 良好 口縁～底部

S B064 (12. 7) 強く内湾して立ち上がり、外反気 服部 ロクロ目痕 ％残存. 須恵器 (5.6) 味で丸く終る口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0326 杯 4.0 平底の底部は、強く内湾して立ち 底部外面静止糸切り 赤褐色粒． にぶい褐 良好 口縁～底部

S B064 (13.6) 上がり口縁部に到る。 胴部 ロクロ目痕 砂粒を多く ％残存. 須恵器 (7.5) 口縁部横ナデ 含む

0327 杯 歪みのある平底の底部は、強く内 底部外面静止糸切り 赤褐色粒含 灰 良好 底部のみ％

S B064 湾して立ち上がる。 内面 ロクロ目痕 む 残存. 須恵器 4.8 服部 ロクロ目痕

0328 蓋 3.3 環状のつまみを貼付した天井部は 天井部 回転ヘラ調整後つまみ 砂粒を多く 灰 良好 内面に径9

S B064 15.4 緩やかに開き、口縁瑞部は短く直 貼付 含む cmの重ね焼

゜
須恵器 4.2 に折れる。 痕あり

0329 羽釜 胴部は直線的になり、断面三角形 桐部外面 タテヘラケズリ 4mmの砂粒 橙 良好 内外面とも

S B064 (19.0) で水平に張り出す鍔を貼付し、短 含む 指オサエ H. 須恵器 く立ち上がる口縁部に到る。 立＋つ

0330 羽釜 直立気味の口縁部は、細長く水平 口縁部横ナデ 軽石・鉱物 灰 良好 口縁部小片

S B064 (26.5) に張り出す鍔を貼付する。瑞部は 質粒・小石. 須恵器 水平。 含む

0331 台付椀 5.5 外傾するしっかりした高台を貼付 高台部付高台横ナデ 赤褐色砂粒 にぶい橙 良好 底部に竹管

S B065 (12. 7) する平底の底部は緩やかに立ち上 胴部外面上半指オサエ •黒雲母を 状の剌突あ. 土師器 3.6 がり、やや直立する口縁部に到る 下半ヘラケズリ 含む り

0332 台付椀 直立気味の高台を貼付する器厚で 高台部付高台横ナデ 赤褐色粒． 橙 良好 底部～体部

S B065 平底の底部は、緩やかに立ち上が 底部外面ナデ調整 砂粒含む 小片. 土師器 (7.4) る。 胴部外面ヘラケズリ

0333 土釜 胴部は僅かに丸味を持ち、短く外 胴部外面ヘラケズリ↓ 赤褐色粘土 灰白 良好 口縁％残存

S 8065 (20.9) 反する口縁部に到る。 内面ヘラナデ 粒・軽石・ 内外面鉄分. 土師器 口縁部横ナデ 鉱物質粒含 付着

0334 杯 丸底の底部は強く内消して立ち上 胴部外面指オサエ 0.5-lmmの にぶい橙 良好 口縁のみ残

S B066 (12.0) がり、短く内傾する口縁部に到る。 内面 ヨコナデ 砂粒・黒雲 存

゜
土師器 口縁部横ナデ 母少贔含む

0335 甕 口縁部は、緩やかに外反し、端部 胴部外面ヘラケズリ 赤褐色粒含 橙 良好 小破片のロ

S B066 21.2 で僅かに立ち上がる。 内面ヘラナデ む 縁のみから. 土師器 口縁部横ナデ 復元実測

0336 甕 口縁部は、緩やかに外反し、上部 胴部外面ヘラケズリ← 赤褐色土を 明赤褐 良好 口縁％残存

S 8066 (21.0) でやや立ち上がり、瑞部は尖る。 内面ヘラナデ 含む. 土師器 口縁部横ナデ

0337 甕 やや上げ底気味の底部は、大きく 底部外面ヘラケズリ 赤褐色土を 橙 良好 底部～胴部．

S 8066 外方へ開きながち立ち上がる。 服部外面ヘラケズリ 含む ½残存. 土師器 5.8 内面ヘラナデ

0338 杯 4.5 丸底の器肉の厚い底部は、内湾し 底部外面ヘラケズリ↑ 雲母（黒）・赤 にぶい橙 良好

S 8067 (11.5) て立ち上がり、外反する口縁部に 桐部外面指オサエ 褐色粒・軽

゜
土師器 4.4 到る。 口縁部横ナデ 石砂粒含む

0339 杯 丸底の底部は、強く内湾して立ち 底部外面ヘラケズリ← 砂粒含む にぶい橙 良好 口縁～底部

S B067 (12.8) 上がり、短く内傾する口縁部に到 胴部外面指オサエ後ナデ ％残存. 土師器 る。 口縁部横ナデ

0340 杯 扁平な丸底の底部は、強く内湾し 底部外面ヘラケズリ→ 砂粒含む 橙 良好 口縁部小片

S 8067 (15.4) て立ち上がり、外反気味の口縁部 胴部外面指オサエ. 土師器 に到る。 口縁部横ナデ
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第 m章竪穴住居の調査（南地区）

土器番号 器形 法益
成 形・調整の特徴 色調・焼成 備考遺構番号 器形の特徴 胎土

出土地点 分類 器裔口径・底径

0341 杯 3.8 丸底の底部は、緩やかに内清して 底部外面中央無調整 赤褐色粒含 淡黄橙 良好 完形粘土

S 8067 II 3~12.0 立ち上がり、短く外反する口縁部 周縁ヘラケズリ む 紐巻上げ明. 土師器 4.0~4.15 に到る。 胴部外面指オサエ 瞭

0342 土釜 僅かに丸味のある胴部は、直立気 胴部外面ヘラケズリ← 鉱物質粒． にぶい橙 良好 口縁～体部

S B067 20.1 味に立ち上がり端部で強く外反す 内面ヘラナデ 軽石・赤褐 ％残存. 土師器 る口縁部に到る。 口縁部横ナデ 色粒含む

0343 甕 平底の底部は、やや直線的に立ち 底部外面ヘラケズリ 赤褐色土・ にぶい橙 良好 底部残存

S B067 上がる。 胴部外面ヘラケズリヽ 2mmの砂粒 外面に煤付. 土師器 4.8 内面ナデ 含む 着

0344 甕 器肉の薄い平底の底部は、緩やか 底部外面ヘラケズリ 赤褐色土・ にぶい橙 良好 底部～胴部

S B067 に立ち上がる。 内面ナデ 砂粒を含む ％残存. 土師器 (4.4) 胴部外面ヘラケズリ↓

0345 杯 3.6~4.4 丸底気味の底部は、緩やかに立ち 底部外面砂底 5mm程の白 橙 良好 外面底部に

S B068 11.6 上がり、外反気味の口緑部に到る。 胴部外面上半指オサエ 色鉱物・黒 黒班あり. 土師器 4.4 
゜

下半ヘラケズリヽ 雲母含む

0346 台付椀 5. 7 しっかりした高台を貼付する底部 底部外面砂底 赤褐色粒含 にぶい橙 良好 高台に棒状

S B068 13.9 は、大きく外傾して立ち上がり、 胴部外面上半指オサエ む 物をのせた. 土師器 6.0 外反気味の口縁部に到る。 下半ヘラケズリ← 痕あり

0347 甕 口縁部に短く外反し、端部に沈線 胴部外面ヘラケズリ 赤褐色粒含 明赤褐 良好 口縁部％残

S B068 (18.4) が入る。 内面ヘラナデ む 存. 土師器 口縁綿横ナデ

0348 甕 張りのある胴部は、上半で強く外 胴部外面ヘラケズリ＼ 赤褐色粒． 明赤褐 良好 口椋～胴部

S B068 (18.0) 反する口縁部に到る。 内面ヘラナデ Immの砂粒 小破片. 土師器 口縁部横ナデ 含む

0349 甕 丸味のある胴部は、短く外反し端 胴部外面ヘラケズリ←後一 鉱物質粒． 橙 良好 口縁部％残

S B068 (25. 7) 部が丸く終わる口縁部に到る。 部ナデ 軽石粒・赤 存

゜
土師器 (27.4) 内面ヘラナデ 褐色粒含む

0350 杯 (3.8) 丸底の底部は、直線的に立ち上が 底部外面手持ちヘラケズリ 砂粒含む 橙 良好 約％残存

S B069 (14.0) り、短く内傾する口縁端部に到る。 口縁部外面指オサエ後ナデ

゜
土師器 口縁端部横ナデ

0351 杯 (3.3) 中央より器厚を増す底部は、やや 底部外面中央部砂底、周縁 赤褐色粒． にぶい橙 良好 約％残存

S B069 12.3 突出して立ち上がり、直線的にロ 手持ちヘラケズリ 砂粒多量含. 土師器 6.0 縁部に到り端部に沈線入る。 胴部外面ヘラケズリ む

0352 杯 3. 7 平底の底部は中央より器厚を増し 底部外面回転糸切り 赤褐色粒含 橙 良好 底部～口緑

S B069 (IO. 9) 内消して立ち上がり、僅かに外反 服部内外面 ロクロ且痕 む ％残存. 須恵器 (4.4) する口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0353 杯 (3. 3) 中央より器原を増す底部は、緩や 底部外面回転糸切り 赤褐色粒． 橙 良好 約％残存

S B069 02.2) かに立ち上がり、口縁部で丸く肥 胴部内外面 ロクロ目痕 砂粒含む 黒班あり. 須恵器 3. 5 原して終る。 口縁部横ナデ

0354 台付椀 しっかりした高台から、胴部は直 高台部 ヨコナデ 黒雲母・赤 にぶい黄橙 良好 内面に煤付

S 8069 線的に立ち上がる。 底部外面 回転糸切り後ナデ 褐色粒・軽 着

゜
須恵器 7. 0 胴部内外面 ロクロ目痕 石・長石含

0355 台付椀 一定した器原の内清する底部から 底部外面回転ヘラ調整 精選された 灰白 良好 底部％ 施

S B069 そのまま胴部に統く。高台は：：：： El 胴部外面回転ヘラ調整 胎土 硬質 釉方法不明. 灰釉 (8. 0) 月形。 口縁部横ナデ 焼きはぜ有

0356 台付椀 一定した器厚の底部から、内清し 底部外面 回転糸切り後ナデ 長石粒目立 灰 良好 底部％残存

S B069 て立ち上がる。高台は三 B 月形。 調整 つ

゜
灰釉 (7. 0) 内面 ロクロ目痕

0357 甕 胴部は僅かに丸味を持ち、口緑部 胴部外面ヘラケズリ 赤褐色土を にぶい赤褐 良好 口縁～肩部

S B069 (14. 0) は上半で外反し、端部は平坦。 内面 ヨコヘラナデ 含む ％残存

゜
土師器 口縁部横ナデ

0358 甕 胴部は張りを持たず、ややコの字 胴部外面ヘラケズリ← 赤褐色粒． 赤 良好 口縁％残存

S B069 (21. 8) 状の口縁部に到る。 内面ヘラナデ Immの砂粒. 土師器 口縁部横ナデ 含む

0359 土釜 一定した器厚の胴部から、ややコ 胴部外面ヘラケズリ← 鉱物質粒． 明赤褐 良好 口縁部小片

S B069 (17. 2) の字状の口縁部に到る。 内面 ヨコナデ 赤褐色粘土. 土師器 口縁部横ナデ 粒・軽石含

0360 土釜 肩部に稜を持ち、ややコの字状の 胴部外面ヘラケズリ← 軽石・赤褐 橙 良好 口縁部小片

S B069 22.1 ロ縁部に到る。 内面ヘラナデ 色粘土粒．. 土師器 口縁部指オサエ後横ナデ 細砂粒含む
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2 遺物

土器番号 器形 法量
備考遺構番号

分類 器篇・ロ径・底径
器形の特徴 成 形・謂整の特徴 胎土 色調・焼成

出土地点

0361 甕 胴部は器厚を増しながら、短く外 胴部外面ヘラケズリ→ 赤褐色土・ 赤褐 良好 口縁部％残

S 8069 (24. 8) 反する口縁部に到る。口縁部の器 内面ヘラナデ 2mmの砂粒 存. 土師器 肉は厚い。 口縁部指オサエ後ナデ 含む

0362 甕 24. 0~24. 5 小さい平底の底部から緩やかに内 底部外面砂底 赤褐色土粒 橙 良好 ％残存

S B069 (21. 9) 湾して立ち上がり僅かに屑部を持 胴部外面ヘラケズリ 含む

゜
土師器 (4. 8) ち、短く外反する口縁部に到る。 内面 ヨコヘラナデ→

0363 杯 大きく外方へ開く胴部は、短く外 胴部内外面 ロクロ目痕 石英・赤褐 にぷい黄橙 良好 口緑のみ％

S 8070 (16. 0) 反する口縁部に到る。端部は尖る。 口縁部横ナデ 色粒•砂粒 残存

゜
須恵器 含む

0364 杯 胴部は緩やかに内湾して立ち上が 胴部 ロクロ目痕下半一部へ 白色軽石粒・ にぶい黄橙 良好 表面荒れて

S 8070 (¥4. 0) り口縁部に到る。 ラケズリ 砂粒含む いる

゜
須恵器 口緑部横ナデ

0365 台付椀 5. 0 短く開く高台を貼付する底部は、 高台部付高台横ナデ 赤褐色土粒 にぶい黄橙 良好 ％残存

S B070 (12, 8) 緩やかに内湾して立ち上がり、外 底部外面国転糸切り •砂粒含む

゜
須恵器 7. I 反気味の口緑部に到る。 胴部 ロクロ目痕

0366 台付椀 5. 5 しっかりした高台を貼付する底部 底部外面回転糸切り 砂粒含む 灰 良好 口縁～胴部

S B070 (14. 6) は、緩やかに立ち上がり、外反気 胴部 ロクロ目痕 硬質 にかけて％. 須恵器 6. 8 味の口縁部に到る。 欠損

0367 台付椀 6. 6 短くしっかりした高台を貼付する 高台部付高台横ナデ 砂粒多益に 灰黄 良好 底部完形

S B070 (16. 0) 器肉の厚い底部は、緩やかに立ち 底部外面回転糸切り 含む 硬質 口縁～服部

• 須恵器 7. 5~8. 0 上がり、外反する口椋部に到る。 胴部ロクロ H痕 ％残存憔

0368 台付椀 ややだれ気味の高台を貼付する底 高台部付高台横ナデ 砂粒含む にぶい橙 良好 底部のみ完

S B070 部から、緩やかに立ち上がる。 底部外面回転糸切り 形. 須恵器 7. 5 内面 ロクロ目痕

0369 台付椀 (5. 3) 高台を貼付する底部は、僅かに腰 底部外面ナデ調整 精選されて 灰白 良好 口縁～底部

S B070 (15. 4) 部に張りを持ち、内湾して立ち上 内面 ロクロ目痕 いる 約％残存. 灰釉 (7. 2) がり短く外反する口縁部に到る。 口縁部横ナデ 漬け掛け

0370 台付椀 胴部は緩やかに内湾し口縁部に到 胴部 ロクロ目痕 精選されて 灰 良好 口縁部小片

S B070 (14. I) り、端部は丸く終る。 口縁部横ナデ いる 施釉方法不. 灰釉 明

0371 売 口縁部は短く強く外反し、端部で 桐部外面ヘラケズリ↑ 1mmの砂粒 にぶい黄橙 良好 口縁％残存

S B070 (19. 4) 短く立ち上がる。 内面 棒状具によるナデ 含む

゜
土師器 口縁部横ナデ

0372 土釜 僅かに丸味を持つ胴部は、短く外 胴部外面ヘラケズリ↓ 赤褐色粘土 浅黄橙 良好 口縁部％・

S B070 (19, 0) 反して立ち上がる n緑部に到る。 内面ヘラナデ 粒・軽石粒 体部小片残

゜
土師器 口縁端部は平坦。 口縁部横ナデ 含む 存

0373 甕 僅かに肩部を持つ胴部は、頸部で 胴部外面ヘラケズリ Immの砂粒 にぶい橙 良好 口縁一胴部

S B070 (18. 6) 強くくびれ、短く外反して内面に 内面ヘラナデ 含む 断面黒灰 ％の小片. 土師器 面を持つ口縁部に到る。 頸部外面指ナデ

0374 羽釜 やや直線的な胴部は、断面三角形 胴部 ロクロ目痕 細砂粒・小 灰 良好 口縁～胴部

S B070 (20. 4) で水平に張り出す鍔を貼付し、内 口縁部横ナデ 礫含む 残存

゜
須恵器 傾する口縁部に到る。端部は平坦 端部ヘラケズリ

0375 羽釜 口縁部は短く内傾し、断面三角形 口縁部横ナデ 4mmの軽石 灰 良好 口縁部％残

S B070 (22. 2) の鍔部を貼付する。口唇部は平坦。 含む 存

゜
須恵器

0376 羽釜 胴部は直線的に立ち上がり、小さ 胴部外面上半ロクロ目痕 小石・軽石 灰白 良好 ロ唇部平坦

S B070 (22. 9) く水平に張り出す鍔を貼付し、短 下半タテヘラケズ ・赤褐色粘. 須恵器 く内傾する口縁部に到る。 リ 土粒含む

0377 甑 直線的に外反する胴部は丸く小さ 胴部外面 タテヘラケズリ 0. 5mmの砂粒 灰黄 良好 小片

S B070 (28. 0) い鍔を貼付し、口縁部は丸く終る 内面 ヨコヘラケズリ 含む

゜
須恵器 口縁部横ナデ

0378 台付椀 底部は短い三角形の高台を貼付し 高台部付高台横ナデ 金雲母含む にぷい橙 良好 底部のみ完

S B071 器肉は庫い。 底部外面回転ヘラ調整 形内面黒. 土師器 (7. 4) 内面ヘラミガキ 色処理

0379 台付椀 短い高台を貼付する底部は内面に 高台部付高台横ナデ 赤褐色土含 にぶい橙 良好 底部のみ残

S 8071 凹凸を持つ。 底部外面ナデ む 存内面黒. 須恵器 6. 8 内面棒状ヘラミガキ 色処理

0380 杯 (I. 7) 平底の底部は、短く内湾して立ち 底部外面右回転糸切り 細砂粒含む にぶい橙 良好 底部～口縁

S 8071 (8. 5) 上がり、口縁部に到る。 内面 ロクロ目痕 部％残存. 須恵器 (5. 0) 口縁部横ナデ
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第 1II 章 竪穴住居の調査（南地区）

土器番号 器形 法量
器形の特徴 成 形・調整の特徴 色調・焼成 備考遺構番号

分類 器裔・ロ径・底径
胎土

出土地点

0381 灯明皿 I. 4 平底の底部は、緩やかに内湾して 底部外面右回転糸切り 砂粒含む 橙 良好 ％残存

S B071 10. 0 立ち上がり、口縁部端部は丸く終 胴部横ナデ. 須恵器 6. 4 る。 口縁部横ナデ

0382 杯 2. 0 平底の器肉の厚い底部は、緩やか 底部外面右回転糸切り 細砂粒含む にぶい橙 良好 はぽ完形

S B071 (Jill) 9. 7 に内湾して立ち上がり、直線的に 胴部内外面ナデ 生地厘い. 須恵器 5. 3 開く口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0383 台付椀 4. 5 三角形の高台を貼付する底部は、 高台部付高台横ナデ 砂粒含む 橙 良好 雑な高台が

S B071 14. 8 緩やかに内湾して立ち上がり、外 底部外面回転糸切り 付く. 須恵器 (6. 1) 反気味の口縁部に到る。 服部外面ロクロ目痕

0384 杯 4. 5 平底の器肉の原い底部は、緩やか 底部外面回転糸切り 精選されて 橙 良好 高台剥落と

S B071 (15, 0) に内湾して立ち上がり、僅かに外 胴部 ロクロ目痕 いる も考えられ. 須恵器 反する口縁部に到る。 口縁部横ナデ る

0385 杯 3. 8 丸底の底部は、屈曲気味に立ち上 底部外面ヘラケズリ→ 赤褐色粒含 にぶい黄橙 良好 口縁～胴部

S B071 (11.9) がり、口縁部に到りつ端部で短く 胴部外面指オサエ む ％残存. 土師器 立つ。 口縁部横ナデ 墨書あり

0386 椀 胴部は緩やかに内湾し、短く外反 胴部 ロクロ目痕 精選されて 灰白 良好 小片

S B071 (11. 8) する口縁部に到る。 口緑部横ナデ いる 漬け掛け

゜
灰釉

0387 椀 三角形の高台を貼付する底部は、 高台部付高台横ナデ 精選されて 灰 良好 施釉方法不

S 8071 緩やかに内湾して立ち上がる。 胴部 ロクロ目痕 いる 明

゜
灰釉 (7. 6) 

0388 椀 底部は三日月形の高台を貼付する。 高台部付高台横ナデ 精選されて 灰 良好 漬け掛け

S B071 底部外面切り離し技法不明 いる 重ね焼き痕. 灰釉 (8. 1) あり

0389 耳皿 器肉の厚い平底の底部から、強く 底部外面回転糸切り 精選されて 灰白 良好 胴部％残存

S B071 内消して立ち上がる。 内面 ロクロ目痕 いる 施釉方法不

゜
灰釉 明

0390 杯 4. 6 平底の底部は、緩やかに立ち上が 底部外面砂底 l~3mmの砂 にぶい橙 良好 ％残存

S 8072 (12. 9) り口縁部に到る。 胴部外面指ナデ、オサエ 粒を多く含

゜
須恵器 (6. 9) 口縁部横ナデ む

0391 椀 胴部は緩やかに内湾して立ち上が 胴部 ロクロ目痕 赤褐色粒． にぶい橙 良好 高台欠落か

S B072 (13. 0) りやや尖る口縁部に到る。 口縁部横ナデ 軽石粒含む. 須恵器
0392 杯 胴部は緩やかに内湾して立ち上が 胴部外面ヘラケズリ← 黒雲母•砂 にぶい橙 良好 粘土紐巻き

S B072 (13. 5) り口縁部で短く外反する。 内面ナデ 粒含む 上げ頻著. 須恵器 口縁部横ナデ

0393 台付椀 5. 2 だれた高台を貼付する器肉の厚い 高台部付高台横ナデ 砂粒含む 淡黄 良好 高台の貼付

S B072 (14. 0) 底部は、直線的に立ち上がり、僅 底部外面回転糸切り は雑である. 須恵器 (7. 5) かに外反する口縁部に到る。 胴部 ロクロ目痕

0394 杯 胴部は、ハの字状に大きく開いて 胴部外面指オサエ 赤褐色土・ にぶい橙 良好 胴下半部へ

S B072 (17. 2) 立ち上がり、強く外反し端部で短 内面ナデ 金雲母含む ラケズリか

゜
須恵器 く立ち上がる口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0395 椀 短く開く高台を貼付する器肉の厚 高台部横ナデ 軽石・赤褐 褐灰 良好 内外面荒れ

S B072 い底部は強く内湾して立ち上がる。 底部外面回転糸切り 色砂粒含む ている

゜
須恵器 (6. 9) 内面ナデ

0396 皿 (3. 2) 台形の高台を貼付する底部は、大 底部外面 回転ヘラ調整後ナ 精選されて 灰 良好 部分的に焼

S B072 (13. 2) きくハの字状に開き、僅かに外反 デ調整 いる きはぜあり. 灰釉 (6. 7) する口縁部に到る。 胴部外面下位回転ヘラ調整

0397 台付椀 三日月高台を貼付する底部が、緩 高台部横ナデ 精選されて 灰白 良好 重ね焼き痕

S B072 やかに立ち上がる。 底部外面回転ヘラ調整 いる あり

゜
灰釉 (7.3) 内面 ロクロ目痕

0398 羽釜 胴部は断面台形のしっかりした鍔 鍔部横ナデ、凸部のみヘラケ 細砂粒混入 青灰 良好 口縁％残存

S 8072 (19. 1) を貼付し、直立気味に立ち上がる ズリ 鍔先端部へ. 須恵器 口縁部に到る。 口縁部横ナデ端部ヘラケズリ ラケズリ

0399 羽釜 25. 9 小さい平底の底部は、直線的に立 底部外面ヘラケズリ 4mmの石を 浅黄橙 良好 完形に近く

S 8072 19.6 ち上がり、小さく上向きの鍔を貼 内面 ロクロ目痕 含む 重要. 須恵器 (5. 5) 付し、短く内傾する口縁部に到る 胴部外面下半ヘラケズリ↓

0400 杯 (3. 1) 胴部は直線的に立ち上がり、短く 胴部外面指オサエ後ナデ 砂粒含む 橙 良好 底面は削ら

S 8073 (12. I) 立ち上がる口縁部に到る。 内面棒状ヘラミガキ れて薄い

゜
土師器 (IO. 0) 口縁部横ナデ
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2 遺物

土器番号 器形 法量 備考遺構番号
分類 器高・ロ径·底径

器形の特徴 成 形・調整の特徴 胎土 色調・焼成
出土地点

0401 杯 (JO. 6) 底部との境に稜を持つ胴部は、強 胴部 ロクロ目痕 細砂含む 灰 良好 図示復元小

S B073 く内湾して立ち上がり、短く直立 口縁部横ナデ さめ. 須恵器 して立ち上がる。

0402 杯 3. 2 器肉の薄い平底の底部は、強く内 底部外面回転糸切り 砂粒等含む にぶい橙 良好 約％残存

S B073 (10. 2) 湾して立ち上がり、外反気味のロ 胴部 ロクロ目痕

゜
須恵器 (6. 2) 縁部に到る。 口緑部横ナデ

0403 杯 3. 2 器肉の原い平底の底部は、強く内 底部外面回転ヘラ切り 長石・細砂 灰 良好 約％残存

S B073 (12. 8) 湾して立ち上がり、外反気味の薄 胴部 ロクロ目痕 含む

゜
須恵器 (7. 0) い口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0404 杯 3. 8 内面に凹凸を持つ厚い丸底は、強 底部外面手持ちヘラケズリ 細砂含む 灰白 良好 約％残存

S 8073 (14. 0) く内湾して立ち上がり器肉の減ず 胴部内外面 ロクロ目痕 底面ケズリ. 須恵器 9. 5 る口縁部に到る。端部は尖る。 ゆる＜磨滅

0405 杯 器肉の厚い平底の底部は、緩やか 底部外面左回転ヘラ調整 小石含む 緑灰 良好 底部のみ完

S B073 に立ち上がる。 内面 ロクロ目痕 形

゜
須恵器 7. 5 胴部 ロクロ目痕

0406 杯 平底の底部は緩やかに立ち上がる。 底部外面右回転糸切り 細砂含む 灰白 良好 底部のみ％

S B073 内面 ロクロ目痕 残存. 須恵器 5. 7 胴部 ロクロ目痕

0407 杯 底部は僅かに上げ底気味で、周緑 底部外面右回転糸切り、周 細砂含む 明褐灰 良好 底部のみ½

S B073 部は器肉を増す。 縁左回転ヘラ調整 残存

゜
須恵器 (8. 2) 内面 ロクロ目痕

0408 蓋 天井部は扁平で、口縁端部は短く 体部外面上～中位ヘラ調整 石英•砂粒 灰白 良好 約％残存

S B073 (15. 0) 直に下に折れる。 を多く含む. 須恵器
0409 甕 口縁部は短く外傾し、端部は尖る。 口縁部横ナデ 赤褐色土含 明赤褐 良好 口縁小破片

S B073 (16. 2) む から図上復. 土師器 元

0410 土釜 やや丸味を持つ胴部は、直立気味 胴部外面ヘラケズリ 赤褐色粘土 赤 良好 口縁～胴部

S B073 19.6 に立ち上がり上部で外反する口縁 内面ヘラナデ 粒・細砂粒 上位％残存. 土師器 部に到る。口縁端部の器肉は厚い 口縁部横ナデ 含む

0411 甕 平底の底部は、強く直線的に立ち 底部外面ヘラケズリ 2mmの砂粒 明赤褐 良好 底部～胴部

S B073 上がる。 胴部外面ヘラケズリヽ ・黒色鉱物 ％残存

゜
土師器 (6. 0) 内面ヘラナデ 含む

0412 甕 小さい平底の底部は、緩やかに立 底部外面砂底後ヘラケズリ 2mmの砂粒 にぶい橙 良好 底部％残存

S B073 ち上がる。 胴部外面ヘラケズリヽ 含む. 土師器 (3. 8) 内面ヘラナデ

0413 台付甕 台部はハの字状に大きく開く。 台部横ナデ Immの砂粒 橙 良好 台部％残存

S B073 底部外面ヘラナデ 含む 内外面煤付

゜
土師器 (JO. 2) 内面横ナデ 着

0414 羽釜 口縁部は内傾する。上向きの小さ 口縁部横ナデ 軽石・鉱物 灰 良好 口縁部小片

S B073 (23.1) い鍔を貼付する。 質粒含む

゜
須恵器

0415 羽釜 口縁部は僅かに内傾し、器肉は厚 胴部外面ヘラケズリ↓ 小石・鉱物 赤 良好 口縁部％残

S 8073 27. 4 し ‘o 内面 強いヘラナデ 質粒含む 存. 土師器 口縁部横ナデ

0416 甕 僅かに肩部を持つ桐部は、短く立 胴部外面ヘラケズリ↑ 小石を多量 赤褐 良好 口縁～頸部

S B073 (29. 0) ち上がり、上部で強く外反する器 内面ヘラナデ 含みガサガ ％残存

゜
土師器 肉の厚い口縁部に到る。 口縁部横ナデ サしている

0417 土釜 30. 6 小さい平底の底部は、直線的に立 底部外面無調整 鉱物質粒． 暗赤褐 良好 口縁部％～

S B073 (24. 4) ち上がり、僅かに肩部を持ち、短 胴部外面ヘラケズリヽ 小石・石英 底部完形. 土師器 8. 7 く内傾する。 内面強いヘラナデ 含む

0418 杯 4. 1 中央より器原を増す平底の底部は 底部外面回転糸切り後ナデ 砂粒含む 灰黄褐 良好 ％残存

S B074 (12. I) やや強く屈曲して立ち上がり、僅 胴部 ロクロ目痕 底部磨滅

゜
須恵器 (5. 0) かに外反する口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0419 杯 3. 8 平底の底部は、屈曲気味に立ち上 底部外面ヘラケズリ 赤褐色粒． 明赤褐 良好 約％残存

S 8074 11. 0 がり、外反気味に口縁部に到る。 胴部外面上半指オサエ 砂粒含む. 須恵器 (6. 4) 下半ヘラケズリ

0420 杯 直線的に立ち上がる桐部は、短く 胴部 ロクロ目痕 赤褐色粒． にぶい橙 良好 生地良好

S B074 (13. 0) 外反する口縁部に到る。 口縁部横ナデ 砂粒含む. 須恵器
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第 m章竪穴住居の調査（南地区）

土器番号 器形 法量
器形の特徴 成 形・調整の特徴 色調・焼成 備考遺構番号

分類 若扁・ロ径・底径
胎士

出土地点

0421 台付甕 高台の痕を残す器肉の厚い底部は 胴部 ロクロ目痕 細砂粒含む 灰 良好 底部小片

S B074 直線的に立ち上がる。 焼きはぜ有

゜
須恵器 黒色斑点有

0422 台付椀 短く開く高台を貼付する底部は、 高台部付高台横ナデ 赤褐色粒． 橙 良好 底部のみほ

S B074 緩やかに立ち上がる。 服部外面ヘラケズリ／ 石英粒等含 ぼ完形. 土師器 (6.3) 内面ナデ む

0423 皿 服部は、大きくハの字状に開き、 胴部 ロクロ目痕 精選されて 灰 良好 口縁％残存

S B074 (13. 0) 短く外反する口縁部に到る。 口縁部横ナデ いる 漬け掛け

゜
灰釉

0424 台付椀 三日月高台を貼付する器肉の原い 高台部付高台横ナデ 長石粒目立 灰 良好 底部％残存

S B074 底部は、緩やかに内湾して立ち上 底部外面切り離し後回転へ つ 籠ね焼き痕. 灰釉 (8. 2) がる。 ラ調整後ナデ調整

0425 甕 口縁部は直立し、端部で短く内傾 頸部 指オサエ後横ナデ 赤褐色粒含 にぶい橙 良好 口縁％残存

S B074 (20.0) する。 口縁部横ナデ む 口縁部歪む. 土師器
0426 甕 丸味のある胴部は、緩やかに外反 胴部外面ヘラケズリ← 赤褐色粒含 赤 良好 口縁～胴部

S B074 (21. 0) し、端部で短く強く外反する口縁 内面ヘラナデ む の破片. 土師器 部に到る。 口縁部横ナデ

0427 台付椀 (5. 1) 短い裔台を貼付する器肉の厚い底 高台部付高台横ナデ 黒雲母含む にぶい黄橙 良好 約½残存

S B075 (14. I) 部は、大きく外傾して立ち上がり 底部外面 回転糸切り後ナデ 内面に黒班. 須恵器 7. 4 、短く外反する口縁部に到る。 胴部内外面 ロクロ目痕 有

0428 台付椀 短い高台を貼付する器肉の厚い底 高台部付高台横ナデ 砂粒含む 淡黄 良好 底部のみ％

S B075 部は、緩やかに立ち上がる。 底部外面回転糸切り 残存. 須恵器 (6. 2) 胴部 ロクロ目痕

0429 台付椀 5. 7 緩やかに開く高台を貼付する底部 高台部付高台横ナデ 赤褐色粒． 淡黄橙 良好 約％残存

S B075 (14. 1) は、大きく外傾しながら立ち上が 底部外面切り離し後ナデ消 白色軽石粒 内外面に煤. 須恵器 (7. 5) り、口縁部は丸く終る。 胴部外面一部ヘラケズリ 含む 付着

0430 甕 大きい平底の器肉の厚い底部は、 底部外面ヘラケズリ 3. 5mmの砂粒 にぶい黄橙 良好 底部～胴部

S B075 直線的に立ち上がる。 胴部外面ヘラケズリ 多最含む ％残存

゜
土師器 (13. 6) 内面ナデ

0431 杯 胴部は内消し、肥厚する口縁部に 服部 ロクロ目痕 砂粒含む 淡黄橙 良好 墨痕あり

S B076 (12. 0) 到る。 口縁部横ナデ. 須恵器
0432 杯 服部は内湾して立ち上がり、肥原 胴部 ロクロ目痕 砂粒含む 淡黄橙 良好 生地軟質で

S B076 (12. 2) する口縁部に到る。 口縁部横ナデ 軽い. 須恵器
0433 杯 緩やかに内湾する胴部は、短く外 胴部 ロクロ目痕 3mmの赤褐 にぶい橙 良好 口縁～服部

S B076 (14. 8) 反する口縁部に到る。 口縁部横ナデ 色粒含む ％残存

゜
須恵器

0434 台付椀 だれ気味の高台を貼付する底部は 高台部付高台横ナデ 軽石・赤褐 橙 良好 台部のみ残

S B076 緩やかに立ち上がる。 底部外面ナデ調整 色粒・2~3 存. 須恵器 6. 6 内面 ロクロ目痕 mmの小石含

0435 台付椀 高台部は、短く緩やかに開く。 高台部付高台指オサエ後ナ 赤褐色粒． 灰褐 良好 底部のみ½

S B076 デ 軽石•砂粒 残存

゜
須恵器 7. 8 底部内外面ナデ 含む 燻

0436 椀 器高の高い高台を貼付する底部は 高台部付高台横ナデ 石英・軽石 浅黄橙 良好

S B076 緩やかに立ち上がる。 底部外面 回転糸切り後ナデ •黒雲母・

゜
須恵器 9. 8 調整 砂粒含む

0437 甕 僅かに肩部を持つ服部は、短く強 服部外面ヘラケズリ↓ 2mmの砂粒 赤 良好 ％残存のも

S B076 (22. 4) く外反する口縁部に到る。 内面ヘラナデ 多董含む のから図上

゜
土師器 口縁部横ナデ 復元

0438 甑 胴部は直立して立ち上がる。 服部外面上位ヘラケズリ 1mmの砂粒 灰 良好 内面に黒色

S B076 下位横ナデ 含む 部分あり

゜
須恵器 内面横ナデ

0439 羽釜 口縁部は直立し、断面三角形の鍔 口縁部横ナデ Immの砂粒 にぶい橙 良好

S B076 (22. 0) を貼付する。 含む

゜
須恵器

0440 杯 2. 7 一定した器厚の底部から、緩やか 底部外面右回転糸切り l~2mmの にぶい橙 良好 約％残存

S B077 10. 4 に立ち上がり、僅かに外反する口 桐部内外面 ロクロ目痕 砂粒含む 外面煤付着. 須恵器 6.6 縁部に到る。 口縁部横ナデ
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2 遺物

土器番号 器形 法益
器形の特徴 成 形・調整の特徴 胎土 色調・焼成 備考遺構番号

出土地点 分類 器高・ロ径・底径

0441 台付椀 5. 9 ややだれている短かい高台から、 高台部付高台横ナデ 2mmの砂粒 浅黄 良好 底部～桐部

S B077 14. 4 緩やかに内湾して立ち上がり、素 底部外面回転糸切り 含む ％残存. 須恵器 6. 7 直に口縁部に到る。 朋部外面ロクロ目痕

0442 台付椀 5 4~5. 9 緩やかに開く高台部を貼付する底 底部外面切り離し後ナデ 0 5~Imm にぶい橙 酸化 口縁～服部

S B077 (14. 5) 部は、内湾気味に立ち上がり、ロ 胴部 ロクロ目痕 の茶色の砂 ½欠損

゜
須恵器 7. I 縁部は、短く立ち上がる。 口縁部横ナデ 粒含む

0443 台付皿 2. 2 三角形の高台を貼付する底部は緩 高台部付高台横ナデ Immの砂粒 灰白 硬質 刷毛掛け

S B077 12. 8 やかに開いて立ち上がり、短く外 底部外面右回転糸切り後ナ 含む 重ね焼痕あ. 灰釉 7. 0 反し丸く終る口縁部に到る。 デ調整 り

0444 甕 内面に凹凸を持つ底部から、しっ 底部外面一部砂底残す 1mmの砂粒 にぶい赤褐 良好 底部％残存

S B077 かりと立ち上がる。 胴部外面ヘラケズリ↓ 含む. 土師器 (5. 6) 内面ナデ

0445 杯 3. 6 一定した器厚の丸底の底部は、強 底部外面ヘラケズリ← 細砂・黒色 橙 良好 体部％欠損

S B078 11 4 く内湾して立ち上がり、やや外反 服部外面指オサエ後ナデ 鉱物・軽石. 土師器 8.3 する口縁部に到る。 口縁部横ナデ 含む

0446 杯 (3. 5) 丸底気味の底部から、内面に凹部 底部外面手持ちヘラケズリ I mmの砂粒 橙 良好 底部～口縁

S B078 (11. 8) を作って立ち上がり、口縁部で僅 胴部外面指オサエ後ナデ 含む 部％残存. 土師器 (8. 5) かに外反する。 口縁部横ナデ

0447 杯 (3. 5) 丸底気味の底部は、強く内湾して 底部外面ヘラケズリ 3 mmの砂粒 にぶい橙 良好 口縁部½‘
S 8078 II. 8 立ち上がり、外反する口縁部に到 服部外面指ナデ 含む 底部欠損. 土師器 (8. 8) る。 口縁部横ナデ

0448 杯 (3. 2) 丸底気味の底部から、緩やかに立 底部外面手持ちヘラケズリ 砂粒含む にぶい橙 良好 底部～口縁

S 8078 (12. 0) ち上がり、口縁端部で短く立つ。 胴部外面指オサエ後ナデ 部％残存. 土師器 口縁部横ナデ

0449 杯 3.1~3. 4 平底の底部は、緩やかに立ち上が 底部外面右回転糸切り 赤褐色粒． 橙 良好 ½残存

S 8078 12. 9 り、口縁部でやや直線的に開く。 服部内面ヘラミガキ 砂粒含む 内面黒色処. 須恵器 6. 6 口縁部横ナデ 理

0450 杯 厚くしっかりした底部から、強く 底部外面手持ちヘラケズリ 赤褐色粒含 橙 良好 内面ヘラミ

S B078 内湾して立ち上がる。 胴部外面下半横ヘラケズリ む ガキ後黒色. 土師器 (7. 0) 処理

0451 杯 9. 0 丸底の底部は、強く内湾して立ち 底部外面ヘラケズリ← Immの砂粒 橙 良好 完形

S B078 20. 0 上がり、短く直立する口縁部に到 内面ナデ 含む

゜
土師器 14. 4 る。 日縁部横ナデ

0452 杯 3. 5 平底の底部は、内湾気味に立ち上 底部外面右回転糸切り 赤褐色粒含 にぶい橙 良好 ％残存

S 8078 (12. 8) がりやや外反する口縁部に到る。 朋部 ロクロ目痕 む. 須恵器 6. 7 口縁部横ナデ

0453 杯 3 2 薄い底部から、緩やかに内湾して 底部外面右回転糸切り 長石・小石 灰白 良好 完形

S B078 12. 9 立ち上がり、口縁部は強く外反す 胴部 ロクロ目痕 含む. 須恵器 5. 9 る。 口縁部横ナデ

0454 杯 4. 0 肥厚する底部から、やや強く屈曲 底部外面左回転糸切り 2 ~3mmの 灰 良好 完形

S B078 12. 5 して立ち上がり、内湾傾向を保ち 服部内外面 ロクロ目痕 小石含む. 須恵器 6. 6 ながら口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0455 杯 3. 4 底部から腰部は内湾して立ち上が 底部外面右回転糸切り 長石多最に 灰 良好 完形

S 8078 12. 8 り、朋部は直線的に開き、口縁端 胴部 ロクロ目痕 含む 黒色斑点あ. 須恵器 6. 2 部は丸い。一定した薄い器厚。 口縁部横ナデ り

0456 杯 服部は、一定の器厚で内消し、ロ 胴部 ロクロ目痕 小石含む 灰 良好 口縁～胴部

S B078 (13. 3) 縁部で僅かに外反し丸く終る。 口縁部横ナデ ％残存

゜
須恵器

0457 杯 一定した器厚の底部から緩やかに 底部外面右回転糸切り 細砂粒含む 灰白 良好 口縁部のみ

S B078 内湾して立ち上がり、服部は外方 服部 ロクロ目痕 欠損. 須恵器 6. 0 に向かって開く。 鈍く重い

0458 杯 厚くしっかりした底部から、屈曲 底部外面右回転糸切り 石英•砂粒 にぶい橙 良好 底部のみ残

S B078 して立ち上がる。 胴部内外面ナデ 等含む 存

゜
須恵器 5. 7 

0459 蓋 3. 3 環状つまみを貼付する扁平な天井 体部外面上半回転ヘラ調整 砂粒・黒色 灰白 良好 完形

S B078 15. 2 部は、緩やかに開き、短く直に折 後つまみ貼付 鉱物粒含む. 須恵器 15. 3 返される口縁部に到る。

0460 台付椀 内湾する底部から、丸味を持つ服 底部外面切り離し技法不明 精選されて 灰白 良好

S B078 部へ続く。高台部は端部で丸く終 いる黒色斑

• 灰釉 (8. 0) わる。 点有り
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第 m章 竪穴住居の調査（南地区）

土器番号 器形 法量 備考遺構番号
分類 器翡・ロ径・底径

器形の特徴 成 形・調整の特徴 胎土 色調・焼成
出土地点

0461 甕 口緑部は、コの字状を呈する。 胴部外面ヘラケズリ← 1mmの砂粒 赤 良好 口縁％残存

S B078 (12. 8) 内面 ヨコヘラナデ 含む 煤付着. 土師器 口採部横ナデ

0462 甕 全体的に器厚は薄く、小さい底部 底部外面ナデ 砂粒多益含 にぶい赤褐 良好 底部～体部

S B078 から内面に稜を持って立ち上がり 胴部外面縦ヘラケズリ む のみ残存. 上師器 緩やかに内消しながら胴部に続く 内面ヘラナデ

0463 甕 直線的に立ち上がり、強く張り出 胴部外面ヘラケズリ 砂粒を多星 橙 良好 ％残存

S B078 (14. 9) す肩部を持つ服部は、コの字状を 内面ヘラナデ に含む 胴部外面煤. 土師器 呈す口縁部に到る。 口縁部横ナデ 付着

0464 椀 3. 3-3. 8 中央より器厚を増す平底の底部は 底部外面静Ir．糸切り 軽石・石英・ にぶい橙 良好 完形

S B079 10. 1 強く内湾気味に立ち上がり、口緑 胴部内外面 ロクロ目痕 赤褐色鉱物・ 全体的に歪

゜
須恵器 6. I 部に到る。 ロ緑部横ナデ 砂粒含む んでいる

0465 杯 3. 0~3. 5 丸底気味の底部は、緩やかに内湾 底部外面ヘラケズリ 黒雲栂•砂 橙 良好 ％残存

S B080 12. 3 して立ち上がり、外反し端部で短 胴部外面指オサエ後ナデ 粒含む

゜
土師器 8.4 く立ち上がる口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0466 杯 7. 0 丸底気味の底部は、強く内湾して 外面ヘラケズリ← 赤褐色粒． にぶい橙 良好 ％残存

S B080 16. 9 立ち上がり、やや外傾する日秘部 内面 ヘラケズリ後ヘラミガキ 砂粒含む 内面黒色処. 土師器 8. 9 に到る。器高は深い。 理

0467 杯 周縁で器肉の厚くなる平底の底部 底部外面回転糸切り 軽石•砂粒 にぶい橙 良好 底部％残存

S B080 は、内清して立ち上がる。 内面ナデ 含む

゜
須恵器 (8. 0) 胴部ナデ

0468 杯 (3. 8) 緩やかに内湾して立ち上がる腰部 胴部外面上半指オサエ 黒雲母含む 橙 良好 口縁部約％

S B081 (14. 2) は、直立する口縁部に到る。 下半ヘラケズリ→ 残存

゜
土師器 口縁部横ナデ

0469 杯 3. 4 一定の器厚の底部から屈曲して立 底部外面静止糸切り 1mmの砂粒 にぶい橙 良好 ％残存

S B081 (IO. 0) ち上がり、薄い口縁部に到る。 胴部内外面 ロクロ目痕 含む. 須恵器 5. 2 口縁部横ナデ

0470 杯 4. 0 平底の器肉のI厚い底部は、緩やか 底部外面ヘラケズリ 赤褐色粒含 にぶい橙 良好 約％残存

S B081 (11. 2) に内消して立ち上がり、外反気味 胴部外面ヘラケズリ→ む 粘土紐巻き. 土師器 (4. 6) の口縁部に到る。 口縁部横ナデ 上げ明瞭

0471 台付椀 胴部は、綾やかに内湾して立ち上 胴部ロクロ H痕 精選されて 灰白 良好 小破片

S B081 (17. 5) がり、外反気味の口緑部に到る。 口縁部横ナデ いる 漬け掛け. 灰釉

0472 皿 台形の短い高台を貼付する器肉の 底部外面右回転糸切り 精選されて 灰白 良好 底部％残存

S B081 厚い底部は、大きく外方へ開きな 内面 ロクロ目痕 いる

• 灰釉 (7. 7) がら立ち上がる。 胴部 ロクロ甘痕

0473 甕 口縁部は外反し、瑞部で短く立ち 口稼部横ナデ 赤褐色土含 浅黄橙 良好 口縁部小片

S B081 (14. 8) 上がる。 む. 土師器
0474 甕 平底の底部は、直線的に立ち上が 底部外面ヘラケズリ 1mmの砂粒 橙 良好 底部小破片

S B081 る。 服部外面ヘラケズリ 含む. 土師器 4. 4 

0475 杯 平底の底部は、緩やかに内湾して 底部外面ヘラケズリ 赤褐色粒． 浅黄橙 良好 底部～口縁

S B082 (12. 8) 立ち上がり、外反し端部で短く立 胴部外面上半指オサエ 砂粒含む 部％残存. 土師器 6. 1 ち上がる口縁部に到る。 下半ヘラケズリ→

0476 羽釜 服部は、直線的に立ち上がり、小 胴部外面上半ロクロ H痕 2mmの砂粒 浅黄橙 良好 ロ唇部平坦

S B082 (18. 0) 形で水平に張り出す鍔を貼付する。 下半縦ヘラケズリ 含む. 須恵器 短く内傾する口縁部に到る。 口縁部横ナデ

0477 杯 胴部は外面に稜を作って立ち上が 胴部外面ナデ 砂粒含む にぶい橙 良好 表面は荒れ

S B083 (12. 0) り、口縁部で強く外反する。 内面ナデ ている

゜
上師器 口縁部横ナデ

註 観察表のうちで出土地点の表現については以下の如くである。

●印 出土位置が明確なもので図示してあるもの。

〇印 帰属遺構は明確であるが発掘中に住居覆士として取り上げてしまったもの。
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写真図版





PL. 1 遺跡の周辺

西今井遺跡周辺の空中写真 昭和22年10 月 米軍撮影

空中写真の地形解説（上図）



PL. 2 遺構全景

1 皿区 43~45号住居付近

2 皿区 46~48号住居付近



PL. 3 遺構全景

1 N区 50~57号住居付近

2 N区 55.56号住居付近



PL. 4 遺構全景

1 N区 62~65号住居付近

2 N区 70. 71 号住居付近



PL. 5 住居

1 1 号住居全景 2 1 号住居軍

3 2 号住居全景 4 2 号住居窟

5 3 号住居全景 6 3 号住居竃

7 4 号住居全景 8 4 号住居喧



PL. 6
 

住 居

5 号住居 全景

3
 

6 号住居 全景

5
 

7 号住居 全景
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4
 

6
 

8
 

5 号住居

6 号住居

7 号住居

8 号住居

: -.  •一、亡

鼈

竃

竃

竃



PL. 7 住居

1 9 号住居全景 2 10号住居全景

3 11 号住居全景 4 11 号住居竃

5 12号住居全景 6 12号住居鼈

7 13号住居全景 8 13号住居竃



PL. 8 住居

1 14号住居全景 2 15号住居竃

16号住居全景 4 16号住居竃

5 17号住居全景 6 17号住居竃

7 18号住居全景 8 18号住居竃



PL. 9 住居

1 19号住居全景 2 19号住居竃

3 20号住居全景 4 21 号住居竃

5 21 号住居全景 6 22号住居全景

7 23号住居全景 8 23号住居竃



PL. 10 住居

1 24号住居全景 2 24号住居竃

3 25号住居全景 4 25号住居竃

5 26号住居全景 6 26号住居竃

7 27号住居全景 8 27号住居鼈



PL. 11 住 居

28号住居

3
 

29号住居

5
 

30号住居

全景

全景

全景

2
 

28号住居

4
 

29号住居

竃

鼈

-‘`... :`て

6 30号住居竃

7
 

31 号住居 全景 8
 

31 号住居 鼈



PL. 12 住居

1 32号住居全景 2 32号住居竃

3 33号住居全景 4 34号住居全景

5 35号住居全景 6 35号住居章

7 36号住居全景 8 36号住居竃



PL. 13 住居

1 37号住居全景 2 37号住居竃

3 38号住居全景 4 38号住居竃

5 39号住居全景 6 40号住居全景

7 41 号住居全景 8 41 号住居竃



PL. 14 住居

1 42号住居全景 2 43号住居全景

3 44号住居全景 4 44号住居晒

5 45号住居全景 6 45号住居鼈

7 46号住居全景 8 46号住居竃



PL. 15 住居

1 47号住居全景 2 47号住居竃

3 48号住居全景 4 48号住居竃

5 49号住居全景 6 49号住居竃

7 50号住居全景 8 50号住居竃



PL. 16 住居

1 51 号住居全景 2 51 号住居電

3 52号住居全景 4 53号住居竃

5 54号住居全景 6 55号住居竃

7 56号住居全景 8 56号住居鼈



PL. 17 住居

1 57号住居全景 2 57号住居竃

3 58号住居全景 4 58号住居躍

5 59号住居全景 6 59号住居竃

7 60号住居全景 8 60号住居鼈



PL. 18 住居

1 61 号住居全景 2 61 号住居竃

3 62号住居全景 4 62号住居鼈

5 63号住居全景 6 64号住居全景

7 65号住居全景 8 65号住居竃



PL. 19 住居

ヽ・― ‘` -
ヽ‘, ヽ・
、．、ヽ

,t 、ゞ‘マ
．、、、，、贔

66号住居全景 2 66号住居鼈

3 67号住居全景 4 67号住居鼈

5 68号住居全景 6 69号住居

7 70号住居全景 8 70号住居竃



PL. 20 住居

1 71 号住居全景 2 71 号住居鼈

3 72号住居全景 4 72号住居竃

5 73号住居全景 6 73号住居竃

7 75号住居全景 8 76号住居全景



PL. 21 住居

1 77号住居全景 2 77号住居竃

3 78号住居全景 4 78号住居竃

5 79号住居全景 6 79号住居鼈

7 80号住居全景 8 80号住居寵



PL. 22 遺物

1 土師器杯 0002 SB001 口径約12. 3cm 2 土師器甕 0007 S6001 口径約13.5cm 

3 須恵器杯 0015 SB003 口径約16. 8cm 4 土師器杯 0016 S8004 口径約14.8cm 

5 須恵器杯 0017 SB004 最大径12. 1 cm 6 須恵器杯 0018 SB004 口径約12. 7cm 

¢こ・ア

7 須恵器長頸瓶 0019 SB004 最大径9. 1 cm 8 須恵器杯 0022 S8005 口径約13. Dem 



PL. 23 遺物

土師器甕 0026 S8006 口径約12.6cm 2 土師器杯 0029 SB007 口径約14.9cm 

3 須恵器杯 0038 S8008 口径約12.4cm 4 須恵器杯 0040 8B008 口径約13.6cm 

5 土師器甕 0044 SB008 口径約16.0cm 
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7 須恵器杯 0055 SBOl 1 

6 須恵器杯 0046 SB009 口径約1 1. 9cm 

口径約 1 1. 6cm 
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8 土師器杯 0065 SB013 口径約13. 2cm 



PL. 24 遺 物
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S8018 口径約13. 0cm 

7
 
土師器 甕 0093 S8018 口径約20.9cm 8

 
土師器 杯 0094 S8019 口径約1 1. 8cm 



PL. 25 遺物

1 灰釉陶器長頸瓶 0096 S8019 口径約4.7cm 2 土師器甕 0102 SB021 器高約17.0cm 

3 須恵器杯 0106 S8022 口径約13.7cm 4 須恵器杯 0108 8B022 口径約13.2cm 

5 須恵器杯 0110 S8022 口径約14.2cm 6 須恵器杯 0117 SB023 口径約14.2cm 

7 須恵器甕 0129 SB025 器忘約20.5cm 8 土師器杯 0140 SB030 口径約12.6cm 



PL. 26 遺物

土師器杯 0144 S8031' 口径約12.4cm 2 土師器杯 0151 SB032 口径約1 1. 7cm 

3 須恵器杯 0157 SB033 口径約12.8cm 4 土師器杯 0162 SB034 口径約13. 3cm 

5 土師器杯 0163 SB034 口径約13. 3cm 6 土師器甕 0167 SB034 口径約2 1. 0cm 

7 須恵器蓋 0180 SB037 最大径17. 3cm 8 土師器甕 0185 SB037 口径約20.3cm



PL. 27 遺物

1 土師器杯 0190 SB038 口径約12.3cm 2 土師器杯 0196 SB039 口径約15. 0cm 

3 須恵器杯 0197 SB039 口径約14.0cm 4 土師器杯 0208 S8043 口径約13. Dem 

5 須恵器杯 0211 S8043 口径約14. 1cm 6 須恵器杯 0213 8B043 口径約13.6cm 

7 土師器杯 0216 SB044 口径約13. 1cm 8 土師器杯 0235 S8048 口径約12. 2cm 



PL. 28 遺物

1 土師器杯 0239 S8048 口径約13. 0cm 2 須恵器杯 0240 SB048 口径約13. 5cm 

3 須恵器杯 0242 SB048 口径約13.0cm 4 土師器甕 0245 SB049 口径約22.0cm

5 土師器甕 0249 SB050 口径約16.0cm 6 土師器杯 0252 S8052 口径約12. Bern 

7 土師器杯 0253 SB052 口径約12.8cm 8 須恵器杯 0255 SB052 口径約17. 8cm 



PL. 29 遺物

1 土師器甕 0262 S8052 器高約29.2cm 2 土師器杯 0263 SB054 口径約1 1. 3cm 

3 土師器杯 0266 SB055 口径約13.3cm 4 灰釉陶器皿 0269 SB057 口径約14.4cm 

5 須恵器杯 0281 8B059 口径約10.5cm 6 須恵器杯 0283 S8059 口径約15. 2cm 

7 土師器甕 0289 S8059 口径約2 1.8cm 8 土師器甕 0291 SB059 器高約30. 1cm 



PL. 30 遺物

灰釉陶器杯 0298 S8060 口径約15.Dem 2 須恵器杯 0304 S8061 口径約12. 0cm 

3 須恵器杯 0315 SB062 口径約12.5cm 4 須恵器杯 0317 SB062 口径約14.6cm 

5 須恵器杯 0318 8B062 口径約13.0cm 6 須恵器杯 0326 SB064 口径約13. 6cm 

7 須恵器蓋 0328 S6064 最大径15. 4cm 8 土師器甕 03331 S8065 口径約20.9cm



PL. 31 遺物

1 土師器杯 0338 SB067 口径約1 1.5cm 2 須恵器杯 0341 SB067 口径約1 1. 3cm 

3 須恵器杯 0345 SB068 口径約1 1.6cm 4 須恵器杯 0346 SB068 口径約13. 9cm 

5 土師器甕 0362 S8069 器高約24.0cm 6 須恵器杯 0365 S8070 口径約12. Bern 

7 須恵器杯 0366 SB070 口径約14. 6cm 8 灰釉陶器杯 0369 SB070 口径約15. 6cm 



PL. 32 遺物

1 須恵器羽釜 0376 SB070 口径約22.9cm 2 須恵器杯 0381 SB071 口径約10.Dem 

3 須恵器杯 0382 SB071 口径約9. 7cm 4 須恵器杯 0383 S8071 口径約14.8cm 

5 須恵器杯 0384 S8071 口径約15.0cm 6 須恵器杯 0390 SB072 口径約12.9cm 

7 灰釉陶器杯 0396 S8072 口径約13.5cm 8 須恵器羽釜 0399 SB072 器高約25.9cm



PL. 33 遺物

1 土師器甕 0417 SB073 器高約30.6cm 2 須恵器杯 0418 SB074 口径約12. 1 cm 

3 須恵器杯 0427 $B075 口径約14. 1 cm 4 須恵器杯 0429 SB075 口径約14. 1 cm 

5 土師器杯 0445 S8078 口径約1 1.4cm 6 須恵器杯 0449 S8078 口径約12. 9cm 

7 土師器鉢 0451 SB078 口径約20.0cm 8 須恵器杯 0453 S8078 口径約12. 9cm 



PL. 34 遺物

須恵器杯 0454 S8078 口径約12. 5cm 2 須恵器蓋 0459 S8078 最大径15.2cm 

3 土師器甕 0463 S6078 口径約14.9cm 4 須恵器杯 0464 S8079 口径約10. 1cm 

5 須恵器杯 0466 S8080 口径約16.9cm 6 土師器杯 0468 SB081 口径約14. 2cm 

7 須恵器杯 0469 SB081 口径約10.0cm 8 須恵器羽釜 0476 SB082 口径約18.0cm 
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